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鳥と豚

【NOVEL】アサウラ 　　　

【ILLUSTRATION】柴乃櫂人



※本作は、現在原作で描かれている時期より、少し前の話だと思ってお読みください。



　こんな事があるんだろうか。

　何という偶然……というか、奇遇というか。俺と理り科か以外全員とは……。

　みんなとの待ち合わせ場所──学校から少し離れた、初めて来る街の駅前──に到着するなり、俺は携帯を手にしたままため息を漏らした。

　全ての発ほつ端たんは夜よ空ぞらの、隣りん人じん部ぶの部室を模様替えしよう、という提案にある。

　学校から少し離れた街に大型のインテリアショップがあるということで、週末──つまり、今日みんなで買い物に行こうという流れになったんだが……金曜日に星せ奈なが季節外れの“〝風邪っぽい何か”〟に感染してしまったのだ。

　なお、風邪と断定していないのは、夜空が「肉はバカだ。そしてバカは風邪引かないから、きっと風邪以外の何かだろう」と言ってバカにしていたので、とりあえず、風邪っぽい何か、というのが隣人部としての結論だ。

　んで、仕方ないとして星奈抜きで買い物に行くはずが……幸ゆき村むらも、マリアも、そして夜空までもが今朝になって風邪っぽい何かを発症し、ダウンしてしまったらしい。

　ちなみに小こ鳩ばとは本日、学校で強制参加のゴミ拾いがあるそうなので、端からアウト。

「せめて家を出る前に連絡してくれればなぁ。とりあえず理科を待って、それから……」

　何となく空を仰ぐとヘリコプターが上空を通り抜けていくのが見えた。

　空気を叩たたきつける力強いローター音が街に響いている。

　こうして見ていると、青空に溶け込んでしまいそうなほど影は小さいのに、音はこんなにも……アレ？　気のせいかヘリの音はしているけれど、あの空のシルエットはヘリというよりは飛行機に近いような……。

　ニュースで何かと話題のオスプレイというヤツかもしれない。沖縄周辺だけでなく、こんな所にまで飛んでいるとはちょっと驚きだ。

　そんなことをボーッと考えていると、携帯が鳴り響く。出てみると……理科だ。

『アッアン！　こ、小こ鷹だか先輩ぃいぃいイイッ!!　凄すごくイィッ!!』

「……何だ、その速攻で切りたくなるような一発目の言葉は。いつから“〝もしもし”〟はそんな卑ひ猥わいな喘あえぎに変化したんだ」

『な、なぁに言うてはるんでおすかぁ～。そないなことありまへんよってからにぃいいぃイイッ!!　凄くイィッ！　イーッ!!』

　……喘あえぎ声とも何か違うな。というか最後のは特撮物の悪役というか、ツョッカーみたいだ。

「悪いけどさ、もう少しわかりやすく、かみ砕いて話して欲しいんだけど」

『あはっ！　アァンッ！　じ、実はですね、理り科か、おクスリ作ったんです！　どうやら理科も他のみんなと同じく星せ奈な先輩からうつされちゃったみたいだったんでぇ～』

　相変わらず何だかよくわからないテンションで喋しやべる理科の言葉に、俺は嫌な予感がした。

『それでですね？　理科、小こ鷹だか先輩とラブる気満々だったわけですががががが、これはあきまへんでぇ、となって急いで特効薬を作ったんですががががちょっと時間が足りなくって、少し予定と違うものが出来上がったみたたたたたいですすすす』

　風邪っぽい何かの特効薬をどう間違えたら、こんなにラリる薬になるんだろう……。

　そんなことを考えていると、ふと、妙な違和感に気が付いた。さっきからヘリの音は聞こえていたが、そこはオスプレイ、ヘリと違ってあっという間に上空から飛び去ったものの、まだあのババババという音が聞こえてくる。……電話口から。

「理科、お前、どこにいる？」

『そ、そそれがですねぇぇえ？　何か、これはヤバイと思ってネットでその手の専門の人の協力を仰いだ数分後に全身化学防護服に身を包んだ人たちが現れてぇ～……今、お空を飛んでいたりします～。お空飛んでる気分じゃなくて、リアルぶっ飛び中なのです。……ところで『雄プレイ』というと濃厚な男たちの戯たわむれが連想されて理科興奮しちゃいます』

「なんで最後のセリフだけ口調含めていつも通りなんだよ……」

『ともかく多分これは噂うわさの『エシュロン』がやはり日本にもあって、理科を監視──』

　唐突に、プツッと電話が切れた。

　ツーツーツー、という音が聞こえ、一旦切ってこちらからかけ直してみると……。

『この電話番号は現在使われておりません。電話番号を確認のうえ……』

　いや、怖いって。

　理科の奴やつ、さらっと国家レベル＆都市伝説レベルの問題に足踏み入れちゃったよ……。

「まぁ理科ならどうにかなると思うからいいとして……問題はこれから、どうするかな」

　物の見事に俺以外全滅だ。

　さすがにもう買い物をする気にはならないが、折せつ角かく初めての街にまで足を延ばしたってのに、何にもせずに帰るのも何だか、もったいないな。

　それに小こ鳩ばとから土産を買ってくるように頼まれてるし……とりあえず、その買い物だけ先に済ませてしまおう。

　丁度昼時のせいもあって腹も減っているが、それは後回しだ。帰り際に駅前の立ち食い蕎そ麦ばでも食べよう。

　有名雑貨屋フアンタジーポケツトのマスコットキャラクターが『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』とコラボしたから、そのグッズを買ってこいってことらしいんだけれど……うーん？　どこにあるんだろうな。

　初めての街だし、そもそもその店を未いまだに見たことがないから探しようが……。

　とりあえず俺は駅前の大通りに出てみたが、それらしきものは見あたらない。

　有名だから、絶対すぐわかるから、と一緒に行けない悔しさを少しでも打ち消そうとするように小こ鳩ばとが念を押して言っていたが……ダメっぽいな。家で調べてくるべきだった。

　俺は交番でその店を訊きいてみるものの、中年のお巡りさんは困った顔をするだけだったので、仕方なくその場を後にした。

　……となると、残った道は地元っぽい人に声をかけて訊いてみるしかないか。

　えーっと……、と、辺りを見回していると、どういうわけか俺と目が合うより前に人が遠ざかっていく……。

　休日の大きな街の駅前だから大勢の人がいるのに、何な故ぜか俺の周りだけエアポケットみたいに誰も近づいて来なくなってるよ……。

　真剣に地元民を捜したせいで、ガンをつけているように思われたのかもしれない。

　いかんいかん。俺は一旦頭を振り、幼い子供が笑顔で走り寄って来かねない微笑ほほえみを浮かべて、今一度辺りを見渡した。



　……エアポケットが大きくなりました。



　……チクショウ、じゃ、どんな顔してろっていうんだよ……。

　俺の方から近づいて行ったら、みんなそれとなく遠ざかっていくしさ……何だ、世界は俺に道を尋ねることすら許さないのか？

　ファンタジーポケットを探していたはずが何でエアポケットの中にいるんだよ……。

「ん、あれ？」

　エアポケットの片隅で、俺と同年代ぐらいの男たち三人が、こちらに背を向けて立っていた。

　俺には気づいていない……？　なら、行けるかな……？

「あの～……」

　俺は出来るだけ人の良さそうな、一番怖いとされる笑顔とは違う、心の底から優しく、大らかで、寛容な気持ちをアピールするような笑顔で三人に声を掛けてみた。

「……何ですか？」

　中肉中背の、これといって特徴のない男がぼんやりとした顔で振り返る。

　彼の両脇にいた小太りとガリガリという両極端な二人もそれに倣って俺の顔を見てくるが……お、特にビビってない？　やった、やったぞ！

「あのさ、ちょっと道を訊きたいんだけど……雑貨屋のファンタジーポケットって知らないかな？」

　道を尋ねているだけで感動していては変な人に思われかねないから、俺は出来るだけ平静を装って訊きいてみた。

　中肉中背の男が他の二人の顔を見るが、首を振られてしまう。誰もわからないようだ。

　……折せつ角かく声を掛けられたのに、収穫はゼ──。

「ちょっと待って、今調べる」

「え？　そこまでしてくれるのか……？　あ、ありがとう」

　中肉中背の男はそそくさとスマートフォンを取り出すと、あっという間に地図アプリを使って目的の店の位置を特定してくれた。

「この道を真まっ直すぐ行って、三つ目の細い路地を通って……あー、わかりにくいな。いいや、そこまで一緒に行きましょうか」

「いいの？　何だか悪いな。でも……助かる」

　困った時はお互い様ですよ、そう言って中肉中背の男は微笑ほほえんでくれる。

　素そ朴ぼくな、どこにでもいそうな顔つきの彼のその笑顔は、俺のそれよりもずっと温かで、親しみを感じるものだった。

　何だろう、まるでギャルゲーの主人公を無償の愛でサポートしてくれる親友キャラのような……。

　すなわちそれは、俺が欲する真の友人そのもののような……。

　あぁ、コミュニケーションが取れるって、何て素晴らしいことなんだろう！

「じゃ、行きましょうか」

　そう言って歩き出す彼に羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかだと名乗ると、向こうは神かん田だだと教えてくれた。

　他の小太りで眼鏡を掛けているのは蔵くら田た君、ガリガリかと思ったら意外に筋肉だけはあってどこかアスリートみたいなのが矢や部べ君というらしい。

　仲の良い三人のようだが、俺がいるせいでどうも沈黙が続いてしまう。

　ちょっと息苦しく感じた俺は、一計を案じた。

　折角出会えた親切な同年代の三人だし……もし、これでうまくいけば……。

「あ、あのさ、こうして会えたのも何かの縁だし、どこかでメシとか一緒にどうかな」

　細い裏路地を歩いていると、筋肉ガリの矢部君が不意に立ち止まり、深く息を吐いた。

「やれやれ、ようやく本性を現しやがったな。……高級店にオレたちを連れて行って、喰くうだけ喰ったら自分だけトンズラしようって魂胆か」

「え!?　いや、そんな……ち、違うって」

　蔵田君が矢部君の肩に手を置き、こちらもため息を一つ。

「まっ、財布全部奪おうとするよりもいくらかマシな感じはするかな。俺なんてケツを犯されることまで覚悟していたぐらいだ。メシ代ぐらい余裕余裕」

「ちょっ、ちょっと待ってくれ！　俺は別にそんなことはこれっぽっちも考えていないって。というか、俺、そっちの趣味とかないから！」

　先を歩いていた神かん田だ君が俺に背中を向けたまま、フンッと鼻で笑う。

「話しかけられた瞬間にわかったよ、あぁ、こいつにとっておれたちはエサだと。喰くわれるだけの哀れな存在でしかないのだと。……あの地獄の使者のような目を見た瞬間、裏ルートで臓器を売り飛ばされるところまで覚悟したよ」

「話が飛躍し過ぎてるって！　俺はただ、本当に道を尋ねたかったからで……っていうか、神田君たち、さっきまであんなに平然としていただろ!?」

「いやぁ、アレだよ、恐怖が一周したせいで何かもうどうでもよくなって、半笑いになってただけ。多分、蔵くら田たと矢や部べもそうだ」

「あぁ、そうだ。それにヘタに逃げると捕まえられて、さらに酷ひどい目に遭わされるのが目に見えていたからな。……オレも蔵田も足がブルって動けなかっただけってのもあるが」

　……ひ、酷い誤解だ。今までもいろいろ誤解は受けたが、一周回る恐怖って……俺の心からの笑顔ってどんだけだよ……。

「それで？　小こ鷹だか君はこの純潔極きわまる三人の肉体を誰から蹂じゆう躙りんしたいんだ？」

「うん、落ち着け蔵田。多分、おれたち三人のケツを犯す気はさすがにないと思うぞ。おぞましいツラをしているとはいえ、小鷹君の方がズバ抜けてイケメンだ。おれたちのような平均以下どころか、女子から目を合わせた瞬間にキモッと言われる男たちをわざわざ好きこのんで犯すとは思えない。マニアックにも程がある。……やはり臓器売買だな。せめて腎臓か肝臓の一部で許していただけるのなら幸いなんだが」

「だ、だから違うって！　俺はそういうつもりは一切無くて、ただ道が訊ききたくて……」

　矢部君が瞳ひとみを潤ませ、そして全身を震わせながら俺の目を見つめてくる。

「だ、だったら何な故ぜそんなツラの男がオレたちを食事に誘う!?　何らかの魂胆があるとしか思えねぇだろ！」

「そ、それは……確かに、魂胆がなかったといえば……嘘うそになるけど……」



「「「それ見たことかっ!!」」」



「やっぱりオレたちをハメようとしていやがったんだな!?」

「あぁ、ハメハメして俺たちの直腸に劣情の白濁液を大量放出する気満々だぞ、コイツ！」

「くそぅ！　腎臓と肝臓だけじゃなく、直腸を始めとした様々な臓器が小鷹君に好き勝手されてしまうのかっ……!!　せめて難病に苦しむかわいい女の子の臓器になって、彼女の人生に新たなる一頁ページを刻ませてあげたい!!」

　神かん田だ君の一言に、矢や部べ君と蔵くら田た君が一斉に彼を見て「……それはアリだな」と同意を示し、どうすればそれが可能なのかをいきなり議論し始めた。

　……な、何なんだ、コイツら。

「……うん、うん、よし。……小こ鷹だか君。今、蔵田と矢部、双方と話し合って結論を出した。天使のような美少女が住む北欧辺りに売るというのなら、全ての臓器を君に託すことに同意しようと思う」

「神田の言葉に、この蔵田様の提案を付け加えるのなら、取り出した臓器は出来る限りバラバラに出荷して欲しい。少しでも可能性を上げたい。恐らくその大半はマフィアや金持ちのオッサンの所に行くだろうが、一つは……一つぐらいは……きっと妖精のような美少女の元に届くと、俺は信じている」

「美しい、美しいぜ、オレたち。こんなにも醜く哀れに生まれてきながらも、未いまだ見ぬ美少女のために小鷹君という悪魔に己の肉体を渡す……それはまさに無償の愛アガペー。あまりの美しい自己犠牲の精神に、天国で七二人の処女を神が与えてくれることは請け合いだ。もはや一つの神話が生まれたと言っても過言じゃないぜ」

　……今まで遠慮していたせいで述べなかったけれど、さっき神田君が口にしたように彼ら三人は今風ではない外見というか、ちょっとその……まぁイケてる感じじゃない。

　そんな彼ら、中肉中背、小太り、筋肉ガリの三人がナルシーに、自分らを美しいと呼ぶ光景は……さすがにちょっと引く……。

「あ、あのさ……。俺、昔からよく誤解されるんだけど、顔は生まれつきで、その……」

　我々は美しい、と、なかなかにキモい自己陶酔に浸る三人に、俺は必死になって弁解を続けた。

　何とか俺の話をまともに聞いてくれたのは、それから数十分も後だった……。







「ハハッ、小鷹君、冗談はその怖い顔だけにしろよ！　君は何て面白い奴やつなんだ!!」

「そういう神田君こそ、天然だな！　勘違いもほどほどにしてくれよ！」

　アハハハハ、と俺と神田君は肩を組んで道を歩いていく。その後ろからは未だ「……美しい」と違う世界にぶっ飛んだまま帰って来ない矢部君と、“〝臓器を移植した場合、相手の体内に自己の一部が入り込むという状況であることを考慮するにこれは一つの究極的なセックスではないか”〟という独り言を先程からずっとブツブツと呟つぶやく蔵田君がついてきた。

　後ろの二人はともかく、神田君とは打ち解けた今の俺は、何だかとても満たされた気分だった。

　恐怖から解放されたことでハイテンションになっているだけかもしれないけれど、これはこのまま行けば神かん田だ君とは……ひょっとしたらソラ以来の無二の親友になれるかもしれない。

　今のこの状況は、そんな期待を俺に抱かせるに十分だった。

　小こ鳩ばとの土産を買ったらメシに行って……いや、いっそのことカラオケとかどうだろう。一緒にカラオケだなんて……それってもう完全に友達だ。

　夜よ空ぞらたちと行った経験が役に立つ時が来たぞ！

「あ、そこの店だ、小こ鷹だか君。……え～っと、何か、小中学生の女の子が多いんだけど、アレ、何の店だ……？」

「実は俺もよくわかんないんだ。初めて来たから」

　蔵くら田た君が何かひらめいたかのように得意げな顔で、かけていた眼鏡をかけ直す。

「……ははぁん、小鷹君はアレか、ガチホモじゃなくて、そっちの趣味か。もしくはその手の非合法なのを扱う店を経営していたりする若き風俗王で、いわゆるプチエ──」

「矢や部べッ!!」

　神田君が叫ぶのとほぼ同時に、矢部君が目にもとまらぬ速度で蔵田君の腹に拳を叩たたき込こんだ。ドフッという鈍い音と共にその場に小太りが崩れ落ちる。

「そのネタだけは止やめとけっていろんなところから散々言われてんだろぅが！　さして面白くないクセにわかりにくくてリスクだけが頭一つ飛び抜けて高いんだよ!!　それとなく、かつ、一部の連中にははっきりそれとわかる手段で消されるぞ!?」



※当作品は楽しい楽しいフィクションです。間違っても現実の事件、人物、団体、政治組織とは一切何の関係もありません。



　一息に叫んだ神田君は、ごほん、と咳せき払ばらいした。

「あ、なるほど。ここは女の子向けの雑貨店なんだね。わかった、わかったよ、小鷹君。でもここに何の用があるのかな、そういうのが意外にも趣味だったりするのかい？」

　先程とは違う優等生みたいな口調かつ、爽やかな笑顔で言う神田君だけど……何か、怖くなってきたな……。

　だって“〝きれいな神田君”〟の後ろで蔵田君が泡吹いて倒れていて、その上に矢部君がマウントポジションだ。その三人の光景にちょっとした狂気を感じる。

「あ、あ～、うん、そうみたいだな。今日来られなかった妹からさ、ここで売ってるコラボグッズをお願いって言われていて。すぐ買ってくるから、待っててくれ」

　とりあえずいったん面倒なことは頭から追い出し、俺は小鳩の土産を買うことにした。

　女子小中学生が「あ、コレかわいい～」「コレよくなぃ～？」とかわいらしい声を上げる中に、男子高校生が入り込むのはちょっと覚悟が必要だったけれど、まぁ、どうってことはない。

　それよりむしろ、俺の顔を見た瞬間に親御さんが自分の娘の手を引いて距離を取った方がショックだった……。

　とりあえず『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』の衣装を着たスライムみたいな、その雑貨屋のマスコットキャラクターのグッズを一通り購入。どれもさして高くなかったのが助かる。

「みんな、お待たせ。あ、蔵くら田た君も復活したんだ」

　蔵田君がきょとんとしつつ俺の顔を見ていたが、他の二人は何やら険しい顔でこちらを見ていた。

「小こ鷹だか君、俺はいつこの店の前に来たんだろう。さっきの細い路地で君と打ち解けてからの記憶がなくなっているんだが」

　ビッと、神かん田だ君は蔵田君の顔に指を向ける。

「いいんだ、蔵田。お前はもう余計なことを思い出すな。……それより今問題にすべきは小鷹君の私生活だ。……彼には妹がいるらしいぞ」

「なん……だと……!?」

「さっきおれたちに話してくれた内容だと、おれたちと仲良くしたいだの、おれたち三人の仲のいい雰囲気が羨ましいだの……そんな言葉でおれたちを懐かい柔じゆうしようとしやがったが……貴様、リア充じゃねぇか!!　そっちの方が一兆倍羨ましいわっ!!」

　そうだそうだ！　と、矢や部べ君が神田君に同意を示す。

「ちょっ、ちょっと待ってくれ。俺のどこがリア充なんだ？　俺は完全な非リア充──」

「確かさっき高二と言ったな。ということは妹はだいたい中学生か小学生ってわけだ。ははーん、そんなロリにお兄ちゃんと呼ばれてりゃ毎日楽しいだろうな!?　それでおれたちのような底辺のクズの仲が羨ましいだぁ？　ぶち殺すぞヒューマン!!」

「待て、待ってくれ！　何か今までとは違う誤解があるっていうか、この店の前でロリとかいう単語を口にするのはいろいろとマズい！」

　神田君が喚わめき散らすもんだから、もう店内にいた親御さんから店員、はては当の小中学生までが俺たちに怯おびえた視線を向け、今にもダッシュで逃げ出しそうな雰囲気を出していやがる。

　仕方なく俺は三人を連れ、先程までいた路地裏へと逃げるように向かうしかなかった。



「と、とりあえずここまで来れば大丈夫だろ。……で、神田君、俺は本当に君らが思っているようなリア充じゃなくて……ぶっちゃけるとむしろ友達がいないレベルで……あぁいや、正確には昔はいたんだけど今は……その……」

　矢部君が、苛いら立だちを込めたように、ハンッと鼻で笑った。

「友達だ？　そんなもんはどうでもいい。問題は妹だ、妹を有しているというその貴様の状況はすでにリア充に値する。こちとら男四兄弟の地獄のような有様だぞ、すえた男の臭いが故郷の香りだ」

「……それは確かに嫌だな」

　けれど、それって単に妹の有無じゃなくて、きちんと掃除洗濯しているか否かってだけな気がするんだけど……。

「落ち着けよ、矢や部べ、神かん田だ。お前たちは目先のことにこだわりすぎて、事態の本質をおざなりにしているぞ。ここはこの蔵くら田たに任せてくれ。……ところで小こ鷹だか君、その妹さんの写真とかって、携帯に入っていたりしないのかな？」

「確か、携帯のカメラ機能の練習に小こ鳩ばとを撮ったのがいくつかあったような……」

「ふむ、小鳩ちゃんか。……見せていただこう」

　俺は蔵田君に言われるがままに携帯を取り出し、ベッドで横になっている小鳩の写真を見せる。キャミとホットパンツ姿なのに気が付いて、少しマズイかと思ったが、別に写真を送るわけじゃないし、大丈夫だろう。

　そんな写真を蔵田君が見た瞬間、ガッと俺は両肩を掴つかまれ、ビルの壁に激しく押しつけられた。

「お、お義兄さん!!　小鷹お義兄さん!!　小鳩さんとの結婚式ではスピーチをお願いします!!」

















「は、はぁ？　ちょ、ちょっと待てって」

　蔵くら田た君の勢いに驚き、俺は思わず携帯を落としてしまう。それを拾い上げた矢や部べ君と神かん田だ君が……驚きよう愕がくの顔つきになり……。

「そ、そうか神田の怒りについ乗っちまったが、そういうことか、蔵田！　小こ鷹だか君がお義兄さんになる可能性を考えたら、非難なんてしている場合じゃねぇんだな!!　小鷹義兄さん、数年後に妹さんをオレにくれ!!」

「い、いや、待てよ、小こ鳩ばとは多分君たちが思っているような感じじゃなくて……もっと、何というか……知ったら一発でため息が出る感じの残念さで……」

「は？　ふざけんな、残念がどうした。美少女なら何だって許されるんだぞ。他の人間ならマイナスになるところが美少女ならただの個性という扱いになる」

　矢部君の言葉に、俺を押さえ続ける蔵田君が頷うなずく。

「ただしイケメンに限る、の女バージョンだな。外見は内面を上回る価値を持つんだ、小鷹お義兄さん」

「そ、そんなわけ……」

「少なくともここにいる三人が証拠だ！　オレ、蔵田、神田……この三人に何な故ぜ女っ気がないと思う？　……見た目がイケてねぇからだよ!!」

「いや、性格で選ぶ女性だって……」

　ペッと矢部君が地面に唾を吐く。

「じゃあ試しに恋人を選ぶ際に性格重視だとかほざく女を連れてきて、ここの四人の中から選ばせてみろや！　全員小鷹義兄さんしか選ばねぇよ!!　奴やつらは単に自分は外見では選ばない性格がいい女の子アピールをしたいだけの腹黒ビッチに過ぎないんだよ！　所詮は見た目だ、見た目!!」

「今の矢部の台詞せりふをこの蔵田様が補足するとだな、これには別パターンもあって、性格を重視するかもしれないが、それは最低限イケメンである者においてのみ有効だとするものだ。……まさに、“〝ただしイケメンに限る”〟というやつだな」

　さらっと、俺の外見がイケてると言ってくれたのは同性であってもちょっと嬉うれしい。だが、状況がカオス過ぎて素直にそれを喜べない……。

　というか、何でこの三人はこんなに切実というか、必死なんだ……？

「わかった、いろいろわかったから、とりあえず落ち着こう。……蔵田君、お願いだ、そろそろ放してくれ」

「小鷹お義兄さんの頼みなら！」

　蔵田君は素早く俺の両肩から手を放すと、背中についた汚れを払ってくれる。

「あ、あのさ、一旦小鳩のことは置いておくとして……。でも、やっぱり性格というか、内面って大事だと思うんだよな。俺さ、隣りん人じん部ぶっていうのに入っているんだけど、そこだと──」

　俺は夜よ空ぞらを始めとした隣りん人じん部ぶのメンバーについて説明し、如い何かに外見が良くとも内面がアレな感じでは恋人はおろか、友人すら出来ないのだと懇切丁寧に説明する。

　意外と三人はキョトンとした顔で大人しく聞いてくれた。

　どうやら、さすがにこれには三人とも納得してくれ──。

「うん、よし、わかった。神かん田だ、蔵くら田た、お前らは小こ鷹だか君の動きを止めろ。トドメはオレがヤる」

「いや、簡単に殺すな。ゆっくりヤろう。まずは手足の爪を剥はがすところからだ」

「その神田のアイディアに加えて、ハードな同性愛な方に極太なイチモツでケツをガバガバにしていただくというのはどうだろう。小鷹お義兄さんのビジュアルなら簡単に立候補者が出るだろう。そしてボロボロになった兄を見て悲しむ小こ鳩ばとちゃんを俺がおいしくいただく」

　納得どころかスゲー怖いことを平然と議論し始めやがったぞコイツら!?

「ま、待ってくれ！　何かさっきから話がおかしくないか!?　俺は自分で言うのも何だが、完全な非リア充だってのに何で君らはそんなに……」



「「「ふっざけんなぁ！」」」



「何が自分は非リア充だよ!?　お前、ゴリゴリのリア充じゃねぇかっ!!　部に女の子が複数人!?　全員美人だが残念だぁ!?　そんなハーレム空間にいること自体を世間様に申し訳ないとは思わねぇのかッ!?」

「顧問がロリのシスター？　どこのバカが考えたエロゲー設定だよ、安易かつ羨ましいにも限度ってもんがあんぞッ!?」

「放課後に部室で、裸で横になってりゃ勝手に誰かが跨またがってるような有様じゃねぇか!!　いくらだ、いくら払えばその店に行けるんだ!?」

「そもそもなぁ、女の子と同じ空間にいられるだけで尋常じゃねぇ価値があるってことを覚えておけ!!」

「こっちとら教室でたまたま女子と二人っきりになろうもんなら、レイプ犯と出くわしたかのように慌てて逃げられるのが“〝標準的反応デフオ”〟だぞ!?」

「学校の部活ってことは全員制服なんだろ!?　じゃあ、あれだ、放課後は常時パンチラのチャンスタイムじゃないか！　フィーバーフィーバー!!」

「ヒラヒラ揺れる女子高生のチェック柄のスカートなんざ、最前線の兵士すら銃を捨てて敵と並んで膝立ち鑑賞会をおっ始めるような価値ある神秘現象だぞ!?　それを毎日放課後、よりどり自由に……!?」

「見えたら嬉うれしい、だが見えなくても興奮が止まらない、それが女子高生スカートの魅力、価値、存在意義ッ……!!」

「見るだけじゃねぇ！　いいか、同じ空間にいるってことはそれは即すなわち吐息の交換会だ！　吐息ってのは気化した唾液成分が多量に含まれるから、ある意味でそれはディープキスに類似するものだと言っても過言じゃない!!」

「つ、つまり毎日放課後は美少女とディープキス!?」

「こっちとら街ですれ違う女の子の匂いだけでぶっ倒れる程の刺激だっていうのに……!!　ディ、ディープ……だと……!!」

「ちなみに匂いというのは、その対象物から空気中に放たれた微量な物質が鼻の奥にある“〝粘膜”〟に“〝溶け込む”〟ことで感じることが出来る……つまり、わかるな？　そうだ!!　互いの匂いを感じ合うというのはもはや中出しセックスに他ならない!!」



「「な、中出しセックスだとぉ───────────────────!?」」



　誰が何を言っているかわからないぐらいの、三人の怒ど濤とうの叫び。

　そのパワーに俺は圧倒され、気が付くとまたビルの壁に背を押し当てていた。

　……何なんだ、この三人の凄すさまじい執念すら感じる魂の叫びは……。

「待て、待ってくれ、本当にいろいろ誤解があると思うけど……あ、そうだ」

　俺はふと、ある人物のことを思い出した。──幸ゆき村むらだ。

「まず第一にさっき諸事情で言わなかったというか、言い忘れていたけど、その……幸村っていう男子生徒……っぽくなくもない奴やつ……もいるんだけど……」

「フムン、そいつはどんな奴だ？」

　神かん田だ君の問いに、俺は一瞬躊ちゆう躇ちよしたものの……あえてアイツの性別については深く触れず、その外見や性格、普段の行いなんかを述べてみた。

　すると……続きが始まっちまった。

「美少女にしか見えない美少年なんてのは別カテゴリだ!!　男女間より面倒がない、さらにかわいけりゃ性別なんざ関係ないとして数年前からそっちはそっちで大人気だぞ！　ただの男子生徒として考えるな!!」

「ジャンルが違うのだよ、ジャンルが!!」

「何より男同士だからっつって風呂にでも連れ込みゃあ、それはそれで犯し犯されの夢世界じゃねぇかッ!!　なんて羨ま──」



「「……………………え？」」



　蔵くら田た君の最後の叫びは、どうやら他の神かん田だ君と矢や部べ君には共感できなかったらしく、二人は眉根を寄せ、彼を見やった。

「……蔵田、お前、大した開拓民だな。荒れ果てた大地に種を蒔まくように次々に性癖を広げやがって……。そのフロンティア精神は立派だが、無計画な開拓は後々大変な事態を招きかねないぞ……」

「普段はおっぱい大好きおっぱい博士だとか言っておきながら、そっちのジャンルまで手を広げていたとはな……。さすがに神田もオレも、それはちょっと……お前という人間を見誤っていたようだ」

　丁度二人に挟まれる形で叫んでいた蔵田君は、その気迫たっぷりの表情のまま、左右のクールダウンした仲間を交互に見る。それから表情を打ち消し、深く息を吐きながら眼鏡をかけ直した。

「……そ、そういえば、一緒にメシ行こうかって……約束だったっけ？　ね、小こ鷹だかお義兄さん？　実は近くにちょっとした行き付けの店があるんだけど、そこでいいかな……？　叫びすぎて喉も痛いし……どうだ、神田、矢部」

　お、おぅ……、と俺たち三人は引きつつも応じて、蔵田君の後ろに続いて路地を出る。

　気のせいか、神田君と矢部君が蔵田君と微妙に距離を取っているのが少し気になる。

　無言のまま俺たちは街を歩き、大通りから少し外れた一角にある店へと入った。

　テーブル席は二つ、あとはカウンター席が六つという感じの小さな店だが、入店前の段階で、その店が近隣の空気を支配しているのを俺ははっきりと感じていた。

　──匂いだ。揚げ物特有の、空腹な胃袋を鷲わしづかみされるような強烈なパワーを持つその匂いが店から溢あふれ、店は半径十数メートルを己がテリトリーとしていた。

　何の店なのかは看板が汚れていてよくわからなかったが、そヽれヽから察するに何らかのジャンク系の料理を出す店なのだろう。

　油で薄汚れた老舗……というよりは、単に古くなって小汚くなっただけのような店の外見そのまま、中もそれなりに薄汚れ、四人で囲んだテーブルはペトペトしていた。

　客は俺たちだけだ。……大丈夫か？

「注文は任せてもらってもいいかな？　メインに鶏と豚の二種類があるんだが……今日は小こ鷹だかお義兄さんがいるから、鶏にしよう」

　鷹だから、鶏ってことだろうか？

　蔵くら田た君の提案に俺が頷うなずくと、彼は慣れた雰囲気で路上でギターでも担いでいそうな、ダメージジーンズに無ぶ精しよう髭ひげ、頭にバンダナを巻いた中年の店員に四人分の注文を告げる。

　鶏の唐揚げとサラダスティックのセット、ドリンクは烏ウー龍ロン茶ちやで四人分。あと、スパイシーポテトの大皿一つ。

　あいよ、という店員の軽いかけ声を切っ掛けとして、熱した油に何かが投入される。ジュワアワアアァという豪快な音が小さな店内に換気扇の音と共に響いた。

　普段料理しているおかげで何となくわかるが、気のせいか……いくら四人分の唐揚げとポテトとはいえ……ちょっと音が大きいような気がするんだが……？

　そんなことを考えていると店員が大きなグラスで烏龍茶を持ってきてくれる。

　それを蔵田君たちが口にし、叫び疲れた喉を潤すと、くっはぁ～、と長い息を吐いた。

「さて、蔵田の予想外のカミングアウトは一旦置いておくとして。何の話だったっけ？」

　矢や部べ君が神かん田だ君の顔を見やると、今度は神田君が俺の顔を見てくる。

「小鷹君が、自分は非リア充であるとしているが、その実、私生活はハーレムエンドまっしぐらのリア充状態であり、我々は如い何かにしてこれを打破すべきかというテーマだったはずだ」

「いや、そんなテーマじゃなかっただろ……。それに俺を打破するって何だよ……」

「……我々は“〝リア充は死ね”〟などという、消極的なことは口にしない」

　目が据すわった神田君の言葉を、矢部君が継ぐ。

「──リア充は消す。自らの決意と行動をもって敵を打破し、相対的に我々の社会的地位を向上させ、愛いとしき美少女を手にいれんとする論理的かつ崇高なる夢に基もとづいた健全なる精神だ」

　そして、最後を蔵田君が受け持った。

「日々羨望から生まれる嫉妬と言う名の衝動により、壁を叩たたき続けたことで精錬された打撃用ヒツテイング筋力マツスルと、イケメンに生まれ落ちなかった苦悩を毎時毎秒毎瞬味わい続けたことで研ぎ澄まされた鋭利なる鋼の精神を武器とし、我々はこれを成し遂げる。……どこもおかしなことはない」

　言っていることはよくわからないが、タイミングを計る気配もなく、息をピッタリと合わせられる三人はやはり……凄すごい。

　まさに阿あ吽うんの呼吸。仲の良さを証明しているかのようだ。

「じゃ、じゃあさ、女の子の件は一旦脇にどけて考えてもらいたいんだけど……今、実質的に友達いないんだぜ、俺。それでリア充だって言えるのか？」

　何だか自分で言っていて悲しくなってくる。何で俺はこんなにも自分は非リア充だと言い張ろうとしているんだろう……。

　フッ、というように三人は似たような顔で微笑ほほえんだ。

「おれたちに言わせれば……女の子のためなら矢や部べと蔵くら田たを地獄に突き落とすことなど造作もない」

「気が合うな、神かん田だ。オレもだ。美少女の恋人……いや、美少女と一緒の時間を過ごせるだけでも、この二人どころか、全ての友人を失っても惜しくはない」

「神田と矢部が述べたように、当然俺も同様の気持ちだ。一人のために友を捨てる……それぐらい美少女のためなら当然のことだろう？」

　……当然、か……？

「折せつ角かくの友達を……」

「友達と言っても、おれたちは負け犬が何となくより集まっただけだ。自分で言うのも何だが、イケてない人間ってのは自然と群れるもんだ。その関係を友達というのならそうなのかもしれないが……しかし、そこに何か価値があるかといえばさほどのもんじゃない」

　そうだろうか。息がピッタリ合うぐらいに一緒にいて、休日もこうして街を一緒に歩く関係ってのは、十分価値を持っていると俺は思うんだが……。

「じゃあ、こうしよう。かわいい女の子の友人と恋人なら……どうだ？」

　あ、小こ鷹だか君、と蔵田君がそれまでのニヒルな笑みを消して、小さく手を挙げた。

「それは無理だ」

「え？　何で？」

「脳科学的にいって男女間の友情は成立しないんだよ」

「……え？」

　先程までの憎しみというか、悪い意味で情熱の籠もった口調ではなく、さも当たり前というように、淡々と蔵田君は続けた。

「男女で仲良くしているグループとかたまにいるけれど、それって単に恋愛感情……ま、この手の場合は下心と呼んでもいいと思うんだけど、それによって形作られたものでしかないんだ。本人たちが意識していなくとも、くすぶった弱い恋愛感情及び下心が結果的に友情・友人のそれに似た状態を生み出しているだけであって、推し進めれば結果的に異性としての関係にしかなりえない」

　ケッ、と矢部君が吐き捨てるように言う。

「ま、大抵の場合、男はわかっていて、彼女とは何でもないんだ、友達だ……みたいなことを口にするんだろうがな。友人だとして関係を作り、隙あらば……ってな」

「ただ、まったく友情が成立しないってわけでもない。恋愛感情を抱かない、つまり、異性として互いを認識していないのならば可能だ。大抵の場合は思春期を迎える前の子供ぐらいなもんだけど。ちょっとでも色気付いた瞬間、その友情はドロドロの性欲にまみれる。……かすかな可能性としては身近過ぎるとそれを家族のようなものであるとして、本能が異性として認識しないようにブロックする場合もあるが……まぁ、古来より近親相そう姦かんネタが当たり前の日本じゃ、ありえんな」

　グヘヘ……と、下げ卑びた笑みを浮かべる蔵くら田た君の言葉に、俺はふとあることを思い出す。──夜よ空ぞら、いや……ソラのことだ。

　今の蔵田君の言葉を信じるのなら、幼い頃、いつも横にいたソラは……。

　あの時は男だと思っていたから当然それは二人の間には友情があって、関係は友達と言うもの以外の何ものでもなかった。

　……それじゃ、今の夜空との関係は……？

「小こ鷹だか君に一応言っておくと、蔵田は割と怪しげな科学とかを真に受け、かつ、さも事実であるかのように述べることがあるから、気をつけた方がいい。本人も騙だましているつもりがないから、わかりにくい。……ただ、この場においてそれを否定出来る材料がないという状況に鑑みるに、この討論に限っていえば、これを正しい理論だと仮定するに妥当だとおれは判断する。……つまり、友達作りが目的であるとした隣りん人じん部ぶにおける小鷹君の状況は紛まぎれもないハーレムのそれであり、おれたちが憎むべき相手であることに疑いはないってことだ」

「あ……あぁ、わかった。あ、いや、わかったっていうのは前半で、最後はやっぱ何か違うと思うんだけど……」

　神かん田だ君の言葉に曖昧に応じながらも、俺の頭の中ではソラと夜よ空ぞらのことが浮かんでは消え、消えては浮かぶ。

　だが、そんな思考は目前に現れた肉の塊が押し流してしまった。

「あいよ、四人分唐揚げ、お待ちぃ！」

　店員が持ってきたのは、大きな皿に載せられた鶏のレッグの唐揚げだ！

「うわっ、デカ……！」

　思わず俺は目前のそれに見とれた。黄金色の肉。衣は普通のそれより厚そうだ。表面は恐竜の肌のように凸凹していて、至るところでジュウジュウと未いまだ音を立てていた。

　一人一本らしい。それにフォークやナイフがないところから察するに、どうやらテーブルの片隅に置かれているキッチンペーパーでレッグの先を包んで、手づかみで食べるもののようだ。

　時間も時間、それに神田君たちとの討論のせいでイイ具合に腹が空いていて、今すぐにでも囓かじり付つきたいんだけど……ちょっと、熱そうだな。

　キッチンペーパーで厚めに巻いてみるか。

　大型のティッシュ箱のような感じの物からキッチンペーパーを引っ張り出していると、その横に四つの小鉢とミヽルヽがあるのに今更ながら気が付いた。

　小鉢の蓋を開けてみれば……ん～？　何かの粉だな。

「それ左から柚ゆ子ず皮、山さん椒しよう、粗塩、一味、そんでそのミルに入っているのが黒胡こ椒しよう。オススメは柚子皮だけど、最初はそのままで食べるのがオススメだ。そこから先はお好みで」

　言いながらも蔵くら田た君は手際良く自分の分のレッグに、柚子皮の粉をふりかけ、コリコリと音を立てながらミルを使って黒胡椒を振りかけた。

　それら二つの香りが漂い、空腹を刺激する。

　俺はキッチンペーパーでレッグの先端を巻き、蔵田君が言ったようにそのまま食べることにした。

　うーん、手に持ってみるとかなり重いな。

　レッグはレッグでも、何だか普通のよりサイズが大きい気がする。形からしても、何だか青竜刀でも持っているかのようだ。

　ふぅふぅと息を吹きかけ、熱さに怯おびえながらも俺はその太もも部分に囓かじり付つく。

「ふぁっふっ!!」

　衣に触れた唇が焼かれたように、熱い。だが、歯は既に衣に達し、そのカラッというよりはバリッという感じの、厚く硬い衣を砕いていた。

　ここまできたら、と俺はそのまま肉を囓り切る覚悟を決める。

　俺の歯が衣を砕き、中の肉へ。

「ファッッフゥゥウ!!」

　歯が衣を突破した次の瞬間、その下から極熱の肉汁が溢あふれ出だしてきやがった！

　思わず腰が引けて、椅子が床を滑り、音を立てる。

　だが、口はレッグに喰くらい付いたままだ。体は熱さから逃げようとしたが、俺の肉を欲した気持ちはまだ挫くじけてはいない。

　そのまま根性で肉を喰い千切る。

　その肉は驚くほどに柔らかく……ジューシーだ。

　口の中を転がる肉は肉汁で溢れ、歯形が付いたレッグからはこんこんとわき水のようにあとからあとから肉汁が生まれ、皿へと滴った。

「ふ、ふげぇ……」

　口の中では柔らかで、みずみずしいとすら感じる肉と共に硬い衣が踊る。柔らかさと硬さが入り交じる。

　噛かめば噛むほどに肉からは旨うま味みが生まれ、衣は心地よい歯触りが……。そうか、衣をしっかり作ることで肉汁を逃がさず、がっつりと内側に閉じこめていたんだ。

　……これは、うまい。何より肉と衣には塩と胡椒、そして醤しよう油ゆのかすかな風味が付けられており、シンプルながら日本人なら誰もが好む味に仕上がっていた。

　……飲み込むのが惜しい。そんなことを考えてしまう自分がいる。

「……さすがはリア充だな。言うことが違う」

　肉に集中していた俺は、感心するような顔でこちらを見ていた神かん田だ君を見返す。口に肉が入っているので、何がだ？　と視線で訊きいた。

「いや、まさか唐揚げを食べた時のリアクションが、“〝ファック！”〟とはな。常時女の子に囲まれているせいか、何い時つ如い何かなる時も繁殖行為を忘れられないらしい」

「ゴクッ……ち、違うって！　今のは単に熱いって言っただけで！」

　言い訳をしたかったが、自分自身思い出してみると確かにファックに聞こえなくもない気がして、言葉が止まってしまう。

　それに、店員さんが山盛りのポテトとスティックサラダを持ってきたので、神田君たちの意識もそちらに向いてしまった。

　仕方なく俺も大人しくポテトの山から一つつまんで、口に入れる。細長いタイプのものではなく、芋の皮がついたままのナチュラルカットポテトのそれには、たっぷりの黒胡こ椒しようと粗塩が振りかけられていて、なるほど、スパイシーでうまい。ファーストフードのそれとは似て非なるホクホク感だ。

　続いてグラスに入れられて人数分用意された野菜スティックへ手を伸ばす。……ん？　おかしいな。マヨネーズとかバーニャカウダみたいなのはないのか？　しかもニンジンとキュウリも一応は入ってるけど、やたらとセロリの本数が多いような……。

「あ、ここのはソース類はないから、そのまま食べるのがデフォ。味気ないと思うなら肉を囓かじってから口にするといい。意ヽ味ヽがヽわヽかヽるヽ」

　再びの蔵くら田た君の助言に従い、肉汁滴るレッグを口にし、それからセロリをパキリッと音を立てて囓る。冷たくて、肉厚で、みずみずしく、新鮮さを如実に表す歯触りだった。

　そうして、奥歯でセロリを噛かみしめた瞬間……口と鼻を緑の風が吹き抜けた。

「……あ、いい。唐揚げの後なのに、セロリがいい感じに脂っこさを消してる」

　肉汁たっぷりの唐揚げだ、如何に味が良くても口の中はどうしても重くなる。

　それが、セロリを囓ると途端に爽やかな風が吹き抜けたようにサッパリとするのだ。たった一瞬で鼻、口、喉……全てが、リフレッシュされる。

　キュウリやニンジンではここまでの効果はないだろう。強い香りのあるセロリだからこそ、だ。

　グラスにセロリが多く入っているわけだ。全て計算済みってわけか。

「うまい。セロリが、単体でもこんなにうまいと感じられるなんて……」

　だろ、と蔵田君は少し得意げに言うので、俺は頷うなずく。

「セロリには匂い消しや、食欲増進の効果があるから、こういう重い料理にはうってつけなんだ」

　普段俺がセロリを使う時は、栄養のことを考えてサラダにちょっと入れたり、スープ類に風味付けとして入れたりするぐらいで、こういう口直しとしての食べ方はしたことがなかった。

　今度唐揚げを家で作る時に、試してみよう。これなら野菜嫌いな小こ鳩ばとも自分から食べてくれるかもしれない。

　そんなことを考えていると、横で神かん田だ君と矢や部べ君が肉に囓かじり付つき「アッツ！」と声を上げて呻うめく。

　俺と蔵くら田た君は笑い、神田君たちが、ウッセー、と怒る。

　そして、また、俺たちは笑い、レッグに囓り付く。

　うまい。レッグも、ポテトも、セロリさえも、うまい。

　ただこの店がどれだけうまく味付けしたとして、こんなにうまく出来るものなのか？

　何となく、そんなことを考えていると、さっきまで頭の奥深くで浮かんでは消え、消えては浮かんでいたことが何だったのか……わからなくなっていた。







　その後、俺たちは場所をカフェに移し、日が暮れるまでディスカッションを繰り返した。

　俺は自分が非リア充だと訴えるが、それを神田君たちは自分たちの恵まれない環境を例として否定する……という不毛といえば不毛だが、お互いに何かを守ろうとするかのように、一生懸命に言葉と気持ちを交わす。

　別にそこまでして俺が非リア充だと訴える必要性なんてこれっぽっちもないんだが、そこを譲るわけにはいかないとするように、俺はありとあらゆる自分の境遇を口にした。だが……大抵の場合は「それがリア充だっつってんだよ!!」と怒声で跳ね返ってきたりと……まぁ、いろいろあった……。

　星せ奈なの家に行った時にアイツのあられもない姿を見ちまった話をポロリした時なんて、危うくティースプーンで目玉をえぐられそうになったりとか……な。

　白熱し過ぎたせいか、最終的に店から追い出された俺たちは最初に出会ったあの駅前へと自然と戻ってきていた。

　頭の中はもちろん、体さえも疲れ切っていた俺は仰ぐようにして、ため息を夜よ空ぞらへ向かって吐き出す。

　駅前の街灯が眩まぶしいものの、それでも星はかすかに見えた。

　今と同じように空を見上げ、理り科かを乗せていたであろうオスプレイを見つけてから早数時間。

　不思議なもので、自分の意見は神田君たちに何一つ受け入れられなかったくせに、どこか気分が良かった。

　隠すことなく、遠慮することなく、自分の考え、気持ちの全てをぶちまけたせいかもしれない。

　……楽しかった、と言っても言い過ぎじゃないと思う。

「今日はまぁ、とりあえず解散するか。……暇ひま潰つぶしにブラブラしていたら、予想外の一日になったな」

　神かん田だ君が苦笑すると、矢や部べ君と蔵くら田た君もそれに同意した。

　解散……ということは、今、アレを言うべき時なんだろう。

　今しか……ない。

　その言葉を、勇気を出して、口にするしかない。

　俺はまるで生まれて初めての告白でもするかのように唾を飲み、そして、ポケットからそヽれヽを取り出した。

「あ、あのさ……！」

　俺の言葉に、何となく同じように夜よ空ぞらを見上げていた神田君たちがその視線を俺に向けてくる。

　さっきまで面と向かって言葉を叩たたきつけていたはずの相手なのに、何だか俺は彼らの視線に耐えられなくなって、俯うつむいてしまう。

　矢部君の有名タイヤメーカーの靴を見ながら、あぁあの会社って靴とかも出していたのか、とか思いながら、俺は言葉を紡いだ。

「あのさ……せ、せっ」

「セックス？」

「しねぇから!!」

　蔵田君の言葉を否定し、俺はもう一度唾と息を呑のみ……そして、一息に言った。

「折せつ角かくだから、メルアドとか連絡先を交換しないか!?」

　携帯を握る手が震えそうになるのを必死に堪えながら、俺は三人の反応を見る。

　彼らは皆一様に柔らかな、そしてどこか大人びた微笑ほほえみを浮かべた。

　神田君が俺の肩に手を置く。

「それは……止やめにしよう、小こ鷹だか君」

「ど、どうしてだ神田君!?　折角今日、俺たち……」

「君とおれたちとでは生きる世界が違いすぎる。君は自分でどう思っていようが、紛まぎれもなくそヽっヽちヽ側の人間だ。我々のような人間のアドレスを携帯に入れておくべきじゃない」

　矢部君が少し照れるような顔をして、俺の方に背を向ける。

「鳥が共に行こうと誘ったところで豚に空は飛べない。そういうことだ。……オレにだって自分の身の丈ぐらいはわかるぜ。小鷹君と共に生きれるようにはできちゃいないのさ。……きっと、遅かれ早かれ、嫉妬から君を傷つけるか殺すかするのは確実だ。だから、これはオレ自身を犯罪から守るため、そして君を守るためでもある」

「……そ、そんな……そんな……」

　鳥と豚。互いの在り方を羨ましがったとしても、近づけば近づくほどに己はそうではないのだと実感して痛みを覚えることになる。だから鳥は空を見上げ、豚は地を見下ろすしかない。互いを見ないようにするために、少しでも痛みを和らげるために……。

　だから、アドレスの交換はしないのだ……そう、神かん田だ君は優しく、そして哀かなしげに語ったのだった。

「あー……その、何だ。神田と矢や部べはこう言っているが……小こ鳩ばとちゃんとお付き合いを認めてくれるのなら、俺は小こ鷹だかお義兄さんと──フグォッ!!」

　矢部君の恐ろしい程に早い手刀が蔵くら田た君の首を叩き、彼の意識を飛ばした。

「……せめてあと数年は待とうぜ、蔵田。さすがに美少女だってのはわかるが、お前と違ってオレの趣味の範囲じゃあのロリなボディには手が出し辛づらい。二次元はともかく三次元だとキツい。……だが、抜け駆けはさせねぇ」

　さぁ帰る時間だ。そう述べた神田君は矢部君と共に蔵田君を肩で支える。

　そうして……俺に背を向け、彼らは歩き出す。

「いつか……君が本当の意味で、この底辺の世界に堕おちてくることがあるのなら、また会おう」

　神田君の言葉を、矢部君が引き継ぎ、そして締める。

「雨水が地に降り注ぎ、一つの水たまりになるように……その時は今日のような邂かい逅こうではなく、運命に導かれた再会になるだろう。同志として、な。……さらばだ、リア充、羽は瀬せ川がわ小鷹！　その翼が折れるその時まで!!」

　三人が夜の闇やみの中へとその姿を溶かすように、消えていく。

　俺は携帯を握りしめながら、彼らの立ち去った方向をいつまでも見つめていた。



　……さらば、友になれなかったお前ら。また会う、その日まで。







　月曜日、俺は帰りのＨＲの後、ついつい教室でうたた寝してしまったらしい。昨夜明け方近くまでやっていた作業のせいだろう。

　しかし……掃除が始まっても、誰も俺を起こしてくれないところに激しいボッチさを感じるな……。

　俺は慌てて部室へ向かいつつ、鞄かばんの中からクリップでまとめたＡ４用紙の束を取り出した。

　夜なべして作った俺の会心作。これできっと隣りん人じん部ぶも大きな転機を迎えるはずだ。

　部室の扉を開けると、そこには“〝風邪っぽい何か”〟から復活した夜よ空ぞら、星せ奈な、幸ゆき村むら、理り科か、マリア、そして小こ鳩ばとといった一通りのメンバーが揃そろっていた。

「いきなりで何だがみんな聞いてくれ、今日は凄すごい提案をしたいと思う」

　オスプレイの乗り心地について語っていた理科たちが何事かと一斉にこちらに視線を向けて来る。

　俺は胸一杯の自信と共にＡ４用紙の束をテーブルに置いた。

　それを夜空から順に回し読みをしているメンバーに、俺は週末に出会った三人の話をし、そしてついに自分は“〝簡単に友達を作る手段”〟を見み出いだしたのだと声高らかに宣言したのだった。

「つまりだ。神かん田だ君の言葉を信じるならば、今以上にイケてない感じになれば自おのずと友達は出来るんだ！　まずは外見から入ろうと思うんだが、痩せるよりは太った方が楽だから軽く十キロぐらい太って、その後は服装をこの世のものとは思えないぐらいにダサいものにして、街に繰り出そうと思う。どうだろう、今度の週末にみんなで──」

　そこで俺は気が付いた。

「あの、みんな……？」

　みんなが俺を見る顔は……哀れみに満ち、何か酷ひどいものを見るように眉を寄せ、瞳ひとみからは悲痛さすら感じるほどに、どん引きしていた。そして……。



　俺が一晩かかって寝ずに作り上げた計画書は、神田君たちの思い出と共にゴミ箱の中に収まることになったのだった。



























俺たちにはまだちょっとレベルが高い

【NOVEL】あさのハジメ 　

【ILLUSTRATION】菊池政治



「夜よ空ぞらのアホおおおおおおおおおっ！」

　夏休みが明けたばかりのある日。

　放課後に隣りん人じん部ぶの部室に入ろうとした瞬間、いきなり部室のドアが開いて目に涙を浮かべた星せ奈なが飛び出してきた。そのまま星奈は「夜空のバカ！　アホ！　カス！」と叫びながら走り去っていく。

　ああ、このパターンは……。

「ん？　小こ鷹だか、帰ってきたのか」

　部室に入ると、何事もなかったように夜空が話しかけてきた。

　そう、ほんの数分前。喉が渇いた俺は部室を出て近くの自販機までジュースを買いに行ってたんだが……その間に何かがあったらしい。まあ、どうせまたケンカでもしたんだろう。

「あにき。どうせならわたくしをぱしりにしてくださればよかったのに」

「いや、毎回お前に買いに行ってもらうのも悪いしさ」

　メイド服を着ている幸ゆき村むらに返事をする。相変わらず男なのに女物の服が似合うヤツだ。

「それより、星奈に何かあったのか？」

「え？　小鷹先輩はそんなに星奈先輩のことが気になるんですか？」

　どうしてか、興味深そうに理り科かが訊たずねてきた。

　いや、あんな出ていき方されたら誰だって気になるだろ。

「理科はもう慣れましたよ。もはや定番のパターンなので、あの光景を見ると『ああ、いつもの隣人部だなぁ』って逆に落ち着きます」

「どんな落ち着き方だよ……」

　だが、それで理科が落ち着いてくれるのは助かる。正直、テンションが上がって落ち着きを失ったこいつは手に負えない。

「あはははは。星奈は元気だなー」

　ソファーに座ってポテチを頬ほお張ばりながら能天気なことを言うマリア。

　その横では俺の妹、小こ鳩ばとがホッと胸を撫なで下おろしていた。まあ、こいつは星奈のことが苦手みたいだし、天敵がいなくなってくれて安心してるのかもしれん。

「さて」

　と。

　夜空が短く切ったばかりの髪を軽く撫でてから、

「肉もいなくなったことだし、本日の隣人部の活動を始めるか」

「……お前、相変わらずナチュラルにひどいことを言うんだな」

「ふん、勘違いするな。別に私はあいつのことをいじめたいわけではない」

「ホントか？」

「もちろんだ。さすがの私だって肉をハム……いや、ハブにしたくてケンカしたわけじゃ……」

「お前今思いっきりハムって言ったよな!?」

　ついには加工食品扱いかよ。

　ホントにいじめる気はなかったのか？

「でも、ちょっと気になりますよね」

「ん？　何がだ？」

　うーん、と顎に手を当てて何やら考え込んでいる理り科かに訊たずねる。すると、理科は「いえ……」と指で軽く眼鏡を上げてから、



「星せ奈な先輩は今みたいに部室を出て行った後、一体どこで何をしているんでしょう？」



「………」

　……いや。

　唐突に何を言ってるんだろうね、こいつは。

「普通に家に帰ってるんじゃねえか？」

「けど、それにしては翌日何事もなかったように部室に来ますよね。一体、星奈先輩はどこでどうやって心の傷を癒いやしてるのか……気になりませんか？」

「ただあいつのメンタルが強いだけだと思うけどな」

　夜よ空ぞらにあれだけいびられても翌日にはピンピンしてるんだからすごいと思う。昨今の日本人はあいつのポジティブさを少しは見習うべきなのかもしれん。

　まあ、でも……。

「確かに、星奈が部室を出てった後にどこかに行ってるんだとしたら、ちょっと気になるけどさ」

「ふふっ。安心してください。先輩がそう言うと思って、ちゃんと準備はしておきましたから」

「準備？」

「実は、こっそり星奈先輩のカバンに小型の発信機を」

「それってどう考えても犯罪じゃねえか!?」

「えっ……でも、理科は先輩が同意してくれると思ったから……」

「俺の意思を反映して行動したみたいなことを言うのはやめてくれません!?」

　それじゃ俺も共犯みたいじゃねえか。つーか、発信機って。まあ、こいつの技術力を考えればそんなもんを作れたとしても不思議じゃないが。

「さあ、これでちょっと星せ奈な先輩の居場所をリサーチしてみましょう」

「なんだかプライバシーの侵害な気もするぞ」

「いえ、あにき。ここはねんのために星奈のあねごのゆくえを追ってみた方がいいのではないでしょうか？」

「えっ……幸ゆき村むら、お前……」

　ひょっとして、同じ部活の先輩である星奈のことを心配して……。

「もしかしたら富士の樹海あたりにいるかもしれません」

「いくらなんでも心配しすぎだろ!?」

　どんないびられ方をされたらそんなわけありスポットまで行っちゃうんだよ。ヘビーに考えすぎなんじゃねえか？

「まあ、肉のことだからきっと寂れた公園で一人ブランコでも漕こいでるんだろう」

「いや、そんなリストラされて行き場を失ったサラリーマンじゃないんだから」

「ともかく。発信機の位置は理り科かの携帯に転送されるようにしておいたので、すぐに居場所がわかりますよ」

　言って、理科が白衣のポケットから携帯を取り出した。ディスプレイには地図と小さな★マークが一つ。たぶん、あの★が星奈の居場所なんだろう。

「おおー、ハイテクだなー」

「ククク……我の闇やみの力には遠く及ばぬ……。……というか、わざわざ調べなくてもいい気が……」

「でも、小こ鳩ばとさん。星奈先輩は意外な場所にいるかもしれませんよ。例えば……小鳩さんの部屋とか」

「ふええええっ!?　ど、どうしよう、あんちゃん……１１０番……ううん、いっそのこと１１９番してあいつを病院に……」

「落ち着け、小鳩。さすがの星奈もそこまで末期じゃないはずだ」

　いや、星奈だったら実行してそうでちょっと怖い気もする。夜よ空ぞらから受けた心の傷を癒いやすために小鳩の部屋へＧＯ。誰がどう見ても不法侵入だよ。

「ふん、仕方ない。あんな肉でも一応この隣りん人じん部ぶの部員だからな。部長として、安否を確認しておいてやるか」

　言って、夜空が理科の携帯を覗のぞき込こんだ。

　それにつられるようにして他のメンバーもディスプレイに注目。

　地図に浮かび上がった★。

　その位置が示す場所は……。







「きゃっほーっ！　これで三連続ストライク！　ふふっ、それでこそあたし……って、あれ!?　な、なんであんたたちがここにいるのよ!?」

「……いや、それはこっちのセリフだぞ、肉」

　一人で楽しそうにガッツポーズをキメる星せ奈なに、夜よ空ぞらがツッコんでいた。

　ボウリング場。

　俺たちが住んでいる遠とお夜や市しの一角にある、若干寂れた感じのする娯楽施設。どうしてか星奈は、そこで思いっきりボウリングを満喫していた。

　そう、星奈の居場所がわかった後。

　俺たちは星奈の後を追いかけてみることにした。夜空曰いわく「なんだか放置しておいたら後々厄介なことになる気がする……」とのこと。まあ、特にやることもなかったし、こうしてボウリング場に来てみたわけなんだが……。

「答えろ。なぜ貴様がこんな場所にいる？」

「べ、別にいいでしょ。ちょっとした暇つぶしよ。それより、なんであんたたちがここにいるの？　まさか……あたしのことを尾行してきたわけ？」

「ふん。仕方ないだろう。小こ鷹だかの妹が貴様のことを心配していたからな」

「えっ!?　小こ鳩ばとちゃんが!?」

　言って、目にキラキラと星を浮かべながら小鳩を見つめる星奈。

　……うん。確かに小鳩は心配してたよ。心に傷を負ったお前が自分の部屋に不法侵入してないかな。

「こ、小鳩ちゃんがあたしのことを心配？　これはもしや……デレ？　長い氷河期が終わってついに小鳩ちゃんがデレ期に突入しちゃったの？　……えへっ、えへへっ、やった……今までコツコツ好感度を上げてきたかいがあったわ……」

　何やら恍こう惚こつとした表情でブツブツと呟つぶやいている星奈。

　そんな星奈を見て、小鳩は「あっ、あんちゃんっ……やっぱりこいつ頭おかしい……っ！」と怯おびえた様子で俺の後ろに隠れてしまった。この様子じゃ好感度は上がるどころか現在進行形で下がってるらしい。

「というか、星奈先輩。随分本格的にボウリングをしてるんですね」

「えっ……ま、まあね」

　理り科かの質問にどうしてか星奈は気まずそうにしていた。

　確かに、星奈の手にはボウリング用のグローブっぽいのが嵌はめられているし、スカートの下には運動用の黒いスパッツまで穿はいている。

　……なんだろう。

　これじゃ暇つぶしっていうより、本気でボウリングの練習をしてたみたいな……。

「……肉」

　何か思いついたのか、夜よ空ぞらがジトーっと半眼で星せ奈なを睨にらみつけた。

「まさか貴様……私たちをボウリングに誘うためにこんな練習をしてたんじゃないだろうな？」

「………っ!?　そ、そそそそんなわけないでしょ!?　ていうか、どうしてあたしがあんたたちをボウリングに誘わなくちゃならないのよっ！」

「ふん、簡単な話だ。以前『モン狩』をしたときも貴様は前日に異常なほどプレイをして自分のレベルを上げていただろう？　今回もそれと同じで、私たちと一緒にボウリングをしたときに恥をかかないようにこうして練習をしていたんじゃ……」

「うっ……！」

　夜空の追及に星奈は証拠を突きつけられた真犯人よろしく黙ってしまった。

　どうやら図星だったらしい。大方、近いうちに俺たちをボウリングに誘うつもりだったんだろう。俺たち隣りん人じん部ぶは友達が出来たときのシミュレーションとして今まで色々な活動をしてきたしな。とはいえ、星奈の思考を予測した夜空の鋭さも凄すごい気がする。

「けど、なんでボウリングなんだ？」

「だって……ボウリングってリア充っぽい遊びじゃない？　友達とボウリングに行って、ストライクやスペアを出したらみんなとハイタッチみたいな……ちょっとだけ楽しそうな気がするもん」

「星奈……」

　もしかして、こいつは誰かとボウリングをすることに憧れていたんだろうか？　こいつだって友達が欲しくて隣人部に入ったわけだし、そういう可愛かわいいところがあっても……。

「それに、ボウリングってストレス解消になるし」

「……えっ？」

「いい、小こ鷹だか？　あそこにピンが十本並んでるでしょ？　でも、ピンって思っちゃ駄目なのよ。あそこには、いけすかないヤツが十人並んでるとイメージするの。そう考えながらボウリングをすると……なんだかテンションが上がるわ」

「へ、へえー、そうなんだー……」

　……嫌だ。こんな残念なことを考えながらボウリングをやってるヤツとハイタッチするのはなんか嫌だ。どうも素直に楽しめない気がする。いや、きっと本人はすごい楽しいだろうけど。

「はんっ。貴様にはお似合いのストレス解消法だな。ところで、肉。貴様はどれくらいボウリング経験がある？」

「え？　えーっと、今日で二回目ね。最近始めたばっかりだし」

「ほう。では、せっかくだ。今日は私たちも一緒にボウリングをしよう」

「なっ……なんでそういうことになるわけ!?」

「いや、さっき貴様が言った通りボウリングはリア充っぽい遊びな気がするからな。将来友達ができたときのために経験しておくのも悪くないと思ったのだ。それに、まだ二回目なら貴様と私たちの実力差もそこまでない。だったら、いい勝負ができるだろう？」

「く、くぅぅうううっ！　た、確かにそうだけど……」

　せっかくだから、もっと練習してからやりたかったのに……と星せ奈なは悔しそうに唇を噛かみしめていた。

　もしかしたら……星奈は近い将来夜よ空ぞらにボウリングで勝負を吹っかけるつもりだったのかもしれない。

　ビギナーを装って夜空を誘い、練習でつけた実力を見せつけて完膚なきまでに倒す。夜空に並々ならぬ対抗心を抱いてるこいつなら十分ありえそうだ。星奈の運動神経なら大抵のヤツには勝てそうだが、夜空が相手じゃ難しいだろうし。

　でも……。

「……ボウリングか」

　内心、俺はちょっとワクワクしていた。

　実のところボウリングをするのはこれが初体験。それに、さっき星奈が言ってた『ストライクやスペアを出したらみんなとハイタッチ』なんてのには結構憧れる気がする。

「では、私は店員に受付を済ませてくる。代金は後でワリカンにしよう」

　言って、夜空は一人でカウンターへと歩いて行った。

　……あれ？　でも、ボウリングのレーンってプレイできる人数が決まってるよな？　俺たちは全員で七人いるし、もしかして２レーン借りる気か？　だとしたら、組み合わせは夜空次第ということになるが……。

「あにき。わたくしたちは今のうちにぼーるをえらんでしまいましょう」

「あ、ああ、そうだな」

　少し不安を覚えつつも、俺は幸ゆき村むらの後についてボールを選びにいく。うーん、やっぱり自分の力に合った重さのヤツを選んだ方がいいと思うが……。

「小こ鷹だか先輩。今思ったのですが、先輩ってボウリングのボールが似合いますね」

「え？　そうかな？」

「はい。とても初心者には見えませんよ。どこか風格すら感じます」

　ボールを手に持って重さを確かめていると、理り科かが話しかけてきた。

　……マジで？

　今まで散々不良っぽいって言われてきたせいか、こういう褒められ方をすると割と嬉うれしい。ああ、きっと今の俺は立派なスポーツマンに見えて……。

「とってもお似合いです。そのボールを持ったまま下級生に話しかければ、お財布の一つぐらいは余裕でゲットできますよ」

「どういう意味だよそれは!?」

「ほら、不良漫画に出てくるヤンキーってよく金属バットとかを持ってるじゃないですか。だから、先輩もそれで武装を……」

「ボウリングのボールは凶器じゃねえから！」

「……あにき？　わたくしのえものはこれでよろしいでしょうか？」

「幸ゆき村むらも会話に乗ってくるのはやめてくれっ！」

　ピンク色をしたボールを手に持って話しかけてきた幸村にツッコみを入れる。

　……ひでえ。

　結局のところ俺のポジションはヤンキーなのか……。

「先輩。凶器ボールを持ったまま怖い顔で叫ぶのはやめた方がいいですよ？　『バイ才八ザード』とか『サイレント昼』に出てくるクリーチャーばりにホラーです」

「そこまでホラーゲームな顔はしてねえ」

　ため息をつきつつ、選んだ黒いボールを星せ奈ながいるレーンまで持っていくことにする。

　すると、ちょうど俺の前を小こ鳩ばとが歩いていたのだが……。

「おい、小鳩。大丈夫か？」

「……ククク……心配など無用。我はレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギ。この程度の魔具を扱うなど容易たやすいこと……」

「いや、どう見ても重さがあってないと思うぞ」

　少しだけフラフラしながら歩く小鳩が持っているのは、俺と同じ黒いボール。はっきり言って小柄な小鳩にはちょっと重いと思うんだが……。

「もしかしてお前、色が黒いからそのボールを選んだのか？」

「ククク……そんなことあるわけなかろう。この鉄くろがねの魔具が『──問おう。貴方あなたが私のマスターか？』と我に訊たずねてきただけの話……」

「随分カッコイイボールだな……」

　小鳩のことだから、自分が着てる黒いゴスロリファッションに合わせてチョイスしたのかもしれん。そうやってちょっと背伸びしちゃうところは子供っぽくて可愛かわいいよな。

「お、お兄ちゃん……っ」

「ん？　どうしたマリア……って、なんでお前までそのボールなんだよ!?」

　振り返ると、そこには俺と小鳩と同じ黒いボールを持ってフラフラしているマリアの姿が。いや、なんでお前までそれをチョイスした？　ぶっちゃけかなりのミスマッチだぞ。

「マリア。もうちょっと軽いヤツにした方がいいんじゃないか？」

「い、いいのだっ。これならお兄ちゃんとお揃そろいだからなっ」

「いや、お揃いって……」

「血迷ったか、愚かな神の手先め……貴様にその魔具は荷が重すぎる……」

「うるさいこのうんこ吸血鬼っ！　オマエだってお兄ちゃんとお揃そろいがいいからそれにしたくせに！」

「なっ……ち、違っ、別にあんちゃんとお揃いが良かったわけじゃ……っ！」

「……お前ら、危ないからボールを持ったままケンカするなって」

　口ゲンカする二人をなんとかレーンまで誘導する。とりあえず、俺もボールを置いて……って、あれ？

「星せ奈な。お前のボールってここのじゃないのか？」

「ふふっ、当たり前でしょ。このあたしが普通のボールなんか使うわけないじゃない。それはあたしのボールよ。ここに来る前にステラに持ってきてもらったの」

　ふふんっと自慢げに胸を張る星奈。

　確かに星奈のボールは俺たちのと明らかに違う。いくつもの★マークがボールにデザインされたスタイリッシュな感じ。いや、ボウリング経験がたったの二回なのにマイボールを持ってるのも結構すごいと思うが。

「受付を済ませてきたぞ」

　全員が自分のボールを運び終わったところで、夜よ空ぞらが合流。すると、レーンのスコアボードに組み合わせが発表される。さっき俺が思った通り２レーン使うようだが……。



第１レーン　①小こ鷹だか　②幸ゆき村むら　③理り科か　④小こ鳩ばと　⑤マリア



第２レーン　①肉　②夜空



「なんであたしだけあだ名なのよ!?」

　スコアボードを見た星奈が驚きよう愕がくしながら叫んでいた。

「何を言う。せもぽぬめにしなかっただけでも感謝しろ」

「あっ、そうね、あれよりは全然マシ……って、そんなわけないでしょ!?　これじゃ違和感バリバリじゃない！　ていうか、どうしてあんたとあたしが同じレーンなわけ!?」

「はん。そんなの決まっているだろう。隠れて練習するなんて姑こ息そくなマネをしていた貴様をコナゴナに叩たたき潰つぶすためだ。最初に言っておくが、自分だけが経験者だと思うなよ？」

「えっ……もしかして、あんたって誰かとボウリングをしたことがあるの？」

「ああ、トモちゃんと二人で」

「それって思いっきりソロプレイよね!?」

「そ、そんなことはない。ちゃんと『①夜空　②トモちゃん』と登録してプレイをした」

「なんだか、余計に寂しい感じがするわ……」

「っ！　とにかく！　そんなわけで私もボウリングの経験はある。だから、貴様なんぞには負けん」

「ふっ……ふんっ！　上等じゃない！　特訓の成果を見せてあげるわ！」

「特訓といってもたったの二回だろう？」

「あんたたちがここに来たからそんなことになっちゃったんでしょっ!?」

　むっと唸うなりながらバチバチと火花を飛ばす二人。

　……まあ、ともかく。

　とりあえず今は初めて経験するボウリングを楽しむことに専念しよう。

　そんなことを考えながら、俺は目の前の不安要素から目を逸そらしておくことにした。







「じゃあ、まずは俺からだな」

　なんやかんやで、ゲームスタート。

　第１レーンのトップバッターは俺なのでボールを持って準備。うーむ、初めてのせいかちょっと緊張するぜ。

「ファイトです、小こ鷹だか先輩！」

　ボールを持ったままでピンを見つめていると、後ろから理り科かの声援が聞こえてきた。

「どうせなら一投目でストライクを出しちゃってください！」

「いや、俺って初心者だし、さすがにそれは……」

「もしストライクを出せたら、カッコイイポーズを決めてくれると理科は嬉うれしいです」

「……カッコイイポーズ？」

「たとえば『荒ぶる小鷹のポーズ』とか」

「どんなポーズだよ!?」

「えっと、みたいな感じですか？」

「それって思いっきり土下座だよな!?」

　なぜストライクを出したのに五点頭地を決めなくちゃならんのだ。どう考えても荒ぶってねえぞ。

「おー、お兄ちゃんがんばれー！」

「あにき。すとらいくを出したら、『敵将、討ち取ったり！』とさけぶべきです」

「……蹴散らすがいい、我が眷けん属ぞくよ……白き十の軍勢に裁きの鉄てつ槌ついを……」

　さらに聞こえてくる後ろからの声援。おおっ、なんだかボウリングっぽい雰囲気になってきたな。声援の内容がオリジナリティに溢あふれてる気もするけどさ。

「──ふぅっ」

　気持ちを落ち着かせるために、一度深呼吸。

　……よし、いい感じで集中できた。

　ピンだけを見つめながら、俺は勢いよくボールを投げて──。

「死っねぇえええ肉ぅうううううっ！」

　瞬間、隣のレーンから聞こえてきたのはどう考えても殺害予告としか思えない夜よ空ぞらのシャウトだった。

　その声に「!?」と驚いた俺はフォームを乱し、結果ボールはレーンの横にある溝へ。そしてスコアボードの俺の欄にＧガターの文字が表示される。

　対する夜空は綺き麗れいに倒された十本のピンを見て「よし！」とガッツポーズ。俺とは違ってものの見事なストライクなのだが……。

「ちょっと夜空！　今の掛け声は何よ!?」

「別にいいだろう？　貴様も言っていたではないか。ボウリングはストレス解消になると。だから私なりにストレスを解消しただけだ。ばっちりストライクも取ったわけだし、ハイタッチでもしてやろうか？」

「誰があんたなんかとハイタッチするもんですか！　見てなさいよ！　今度はあたしのストレス解消法を見せてあげるんだから！」

　お隣さんから聞こえてくるのは声援というよりも間違いなく口ゲンカだった。

　……ああ、やっぱりこうなったか。

　もはやこいつらは一つの檻おりに入れられたハブ＆マングース。正直この結果は目に見えていたが……記念すべき俺の第一投目がＧになるとは。くそっ、こうなったら……。

「幸ゆき村むら。ちょっとお前のボールを貸してもらってもいいか？」

「え？　わたくしのぼーるをですか？」

「おう。お前のヤツの方が軽いと思うし、色々なボール試してみたいんだ」

「かしこまりました。あにきに使っていただけるのでしたら、わたくしのぼーるもきっと本望でしょう」

「いや、ボールにそんな感情はないと思うぞ？」

　ツッコミを入れつつ、幸村のボールを手に取る。やっぱりこっちの方が俺のヤツよりも軽い。もしかしたら、このボールを使うのは意外にいい判断で──。

「こここ小こ鷹だか先輩が幸村くんのボールを使うんですか!?」

「………」

　……訂正。

　もしかしたら俺は特大の地雷を踏んづけてしまったのかもしれん。

「おい、なんでそんなにテンション上げてんだよ」

「だって、小こ鷹だか先輩が幸ゆき村むらくんのボールに触るんですよ？　そんな光景を見てしまったら……ああっ！　理り科かはもう我慢できませんっ！　先輩が！　先輩が幸村くんのボールをなでなでしちゃうなんて！」

「うるせえ！　つーか、強引に下ネタに持っていくのはやめろ！」

　やばい。これはある意味さっきの夜よ空ぞらのシャウトよりも心を乱されるかもしれない。こうなったらさっさと投げてしまおう。

「──ふうっ」

　集中するためにもう一度深呼吸。

　そして、俺は集中したまま投球態勢へと入ろうとして──。



「ハァハァ……小鷹は荒ぶる呼吸を必死に抑えながら幸村のボールに触れた。……このつるつるした感じが堪たまらない。ゆっくりと感触を確かめつつも、小鷹は自分のものよりも小ぶりなボールを手に取って……」



「………」

　……聞こえない。

　後ろで理科が何やらおかしな実況を始めた気がするが、俺には絶対に聞こえない。

　そう、今はただ集中してボールを投げ──。



「……ここがいいんだろう？　心の中で卑ひ猥わいなセリフを呟つぶやいてから、小鷹は幸村の分身を勢いよく……解き放った！　瞬間、ボールは太くて固い棒へと……あっ、ダメっ、そんなに強くされたら、イクっ、イクっ、イクっ……ストラィクっ！」



「だからうるせえっつってんだろ!?」

　耐えきれなくなって、俺は後ろにいる理科にツッコんでいた。

「え？　どうしてそんなに怒ってるですか？　せっかくストライクを出せたのに」

「俺だってこんなタイミングでツッコミたくなかったよ！　お前がアグレッシブなことを言い出すから我慢できなくなっただけだ！」

「えっ……そんな……『お前のせいで我慢できなくなったから突っ込んだ』と言われても……もぅ、小鷹先輩のえっち」

「どう考えてもエロいのはお前の思考だからな!?」

「な、何を言うんですか！　えっちなのは小鷹先輩です！　さあ、先輩！　今こそ『荒ぶる小鷹のポーズ』を！　みたいな感じで！」

「今そのポーズをすべきなのはどう考えてもお前だよっ！」

　……違う。俺がしたかったボウリングはこういうのじゃない。だって、ストライクを取ったのに全然嬉うれしくないもん。とてもじゃないがハイタッチをする心境にはなれねえぞ。

「あにき」

　と。

　ため息をつきながら俺が席に座ると、幸ゆき村むらが話しかけてきて、

「わたくしも、あにきのぼーるをお借りしてもよろしいでしょうか？」

「え？　なんで？」

「……はい。さきほどはあにきがわたくしのぼーるを使ってすとらいくを出してくださいましたので、今度はわたくしがあにきのぼーるですとらいくをとるのが筋なのではないかと」

「いや、筋って言われても……」

「ひょっとして……あにきはわたくしにぼーるを貸すのがいやなのでしょうか？」

「うっ……」

　捨てられた子犬みたいに上目づかいで俺を見つめるメイド姿の幸村。

　うわー、そんなつぶらな瞳ひとみで見つめるのはやめてくれ。別にボールを貸すぐらいは全然構わないよ。

　ただ……。

「頑張ってください幸村くん！　どうか！　どうか小こ鷹だか先輩のボールをストライクに導いてあげてくださいっ！」

　俺が幸村に「わかった」と了承した途端、横にいた理り科かがテンションを上げていた。

　……まあ、いいか。

　俺のボールは幸村にとってはちょっと重いと思うし、たぶんストライクは出ないだろう。だから、さっきみたいなやかましいことには……。

「では、まいります」

　どこか緊張した面持ちで、俺の黒いボールを構える幸村。

　そして、そのまま投球態勢に入って──。



「……ごくりっ。緊張で渇いた喉を唾で潤してから、幸村は小鷹の黒い塊に手を伸ばした。な、なんて大きさだ……。それにすごく固い……。心の中で感嘆しながらも、幸村は優しく小鷹の分身を撫なで上あげて……」



「………」

　……大丈夫。

　相変わらず理り科かが変な実況をおっぱじめているが、ボールが重いせいなのか幸ゆき村むらの投球フォームは少し崩れていた。そして、投げられたボールはカーブを描きながらガターへ。よし、これならストライクには──。



「そして、解き放たれた黒い塊は一直線にガター……いえ、ここはあえて──Ｇ！　幸村の手によって導かれた小こ鷹だかの分身は一直線にＧスポットへ！　そして……あっ、あっ、あっ、アッ───────っ！」



「頼むからもう静かにしてくれませんかねえ理科さん!?」

　……ダメだ。

　こいつにとってはストライクだろうがガターだろうが関係ない。というか、もはやネタにできればなんでもいいんじゃないだろうか？

「……うーん」

　やっぱり、俺たちがリア充っぽくボウリングをするのは無理だったか。

　誰が見てもこの展開は普通のボウリングと違うのはあきらか……いや、まだあきらめるのは早い。

　きっとそのうち、みんな残念な感じで騒ぐのをやめてボウリングに集中し始める。そうすれば、事態も好転して──。

「くたばれぇえええ夜よ空ぞらぁあああああっ！」

　直後、聞こえてきたのはお隣さんからの殺人シャウト第二弾。

　そして、「やったー！　ストライク！」と喜ぶ星せ奈なの声と、「くっ……肉のくせに生意気な……！」と悔しがる夜空の声。このままじゃ日本犯罪史上初のボウリングのボールを凶器にした殺人事件が発生するんじゃないかってぐらい殺伐とした雰囲気である。

「はぁ……」

　もしかしたら、俺たち隣りん人じん部ぶは致命的にボウリングに向いてないのかもしれない。

　隣のレーンから聞こえてくる喧けん騒そうの中、俺はため息をついた。







　それから、俺たちは一時間ほどボウリングをプレイした。

　第１レーンのメンツのスコアはそれほど伸びなかったし、途中で体力が尽きた理科の代投を俺がやったりしたが、なんとかボウリングを全うできたと思う。いや、理科は俺が投げるときに「なぎはらえええっ！」みたいな感じでよくわからないセリフを叫んでたが。

　そんなこんなで、気づけば２ゲームが終了。

　みんな疲れてきたし、そろそろゲームセットにしてもいいと思ったんだが……。

「なあ、お前らまだやる気かよ？」

「と、当然だ……まだ勝負が付いていない……っ」

「あ、あんたは黙って見てなさい小こ鷹だか……どっちが真の勝者かきっちり教えてあげるから……っ」

　お互い肩で息をしながら、夜よ空ぞらと星せ奈なが第２レーンのスコアボードを見つめていた。

　そこに映っていたのはすでに４ゲーム目に突入してしまった二人のスコア。二人だけでやってるんだから回転が早くて当然なんだが、まさか４ゲームもやるとは。しかも１～３ゲーム目は同点で決着が付かなかったらしい。ここまでいくと逆に仲が良い気がする。

　しかし、この４ゲーム目ももうすぐ終わり。

　現在のスコアは星奈が僅差でリード。

　もしかしたら練習の成果が出ているのかもしれん。それにこいつの運動神経はピカイチ。お互い体力の限界が近づいてきて、地力の差が出てしまったか。

　そして、ちょうど今が星奈の最後の一投。

　レーン上に残ったピンは三本。ここでスペアを取ってしまえば星奈の勝利はほぼ決定的なものになるが──。

「──ふふふっ、これで最後ね！　このマイボールであんたに引導を渡してあげるわ！」

「……黙れ肉。貴様のそれはマイボールじゃない。肉なんだからミートボールとでも呼んでおけ」

「はは～ん、負け惜しみを言っちゃって。何にせよ、ここでスペアを取ればあたしの勝利は確定的。あんたはあたしの勝利が決まった後で、悔しさと疲労にまみれながら最後のボールを投げればいいのよ！」

「ぐぅっ……に、にくぅぅうううう……っ！」

　幼い子供が目撃したら泣き出しかねないほどの鋭い眼光で星奈を睨にらみつける夜空。

　だが、当の星奈は「小こ鳩ばとちゃん、お姉ちゃんの勝利を目に焼き付けてねぇ♪」と余よ裕ゆう綽しやく々しやく。さすがは星奈。この程度のプレッシャーじゃビクともしないっぽい。逆に小鳩の方が星奈の視線プレツシヤーに「や！」と拒絶反応を起こしている。

「さあ、エンディングの時間よ」

　そして、マイボールを手に取った星奈がピンと向き合った。さすがに緊張しているのか、ボールを構えたままで呼吸を整えている。

　まあ、ここで勝負が決まるかもしれないんだし、ドキドキするのも無理はないか……って、んんん？

「夜よ空ぞら？」

「──シっ。静かにしていろ小こ鷹だか」

　抜き足差し足忍び足。

　そんな感じで気配を殺しながら、夜空がピンに集中しきっている星せ奈なの背後に忍び寄っていた。そして、静かに星奈のスカートへと手を伸ばして──。

「ひゃあああああっ!?」

　直後、なんとも可愛かわいらしい悲鳴を上げる星奈。

　そして、夜空の手が掴つかんでいるのは──スパッツ。

　星奈がスカートの下に穿はいていた黒いスパッツだ。あろうことか、背後から忍び寄った夜空がそれを膝のあたりまで脱がしていた。

「あ、あんた！　いきなり何してくれてんのよっ！」

「ふんっ。私は勝負の公平性を訴えただけだ。貴様だけスパッツを穿いているのはずるい。だから、さっさと脱げ」

「きゃあああああっ!?　こ、この、やめっ、ひゃわああああっ!?」

　スルスルと夜空はスパッツを足首まで下ろすと、そのまま一気に奪ってしまった。

　……さすがは夜空。

　こいつのことだから、きっと今までの３ゲームもこんな感じで盤外戦術を駆使してきたんだろう。たとえば、相手が投げる直前にあえて話しかけるとか。じゃなきゃ運動能力とセンスで勝る星せ奈なと引き分けられるわけがない。

















「うっ」

　いきなりスパッツを奪われて心細くなったのか、内股ぎみでモジモジしながらスカートを両手で押さえつけている星奈。

　普通にスパッツの下には下着を穿はいていると思うが……なんだろう。普段は高飛車でわがままな星奈が、顔を赤面させながらスカートの裾をぎゅぅぅぅうっと必死に握りしめているのは、ぶっちゃけかなりギャップがあって──。

「なっ、何を肉のスカートをジロジロ見ているのだ小こ鷹だかっ！」

「えっ……うおおっ!?　やめろ夜よ空ぞら！　こっちにスパッツを投げるなって！」

「そ、そうよ！　そんなことしたら小鷹が喜んじゃうでしょ！」

「いや、喜ばねえよ!?」

　あいにく俺はそこまでワンダフルな性癖は持ち合わせていません。

　夜空が投げたスパッツを俺はなんとか回避……したんだが、運が悪いことに俺の後ろで自販機で買ったトマトジュースを飲んでいた小こ鳩ばとの顔面へと飛んで行って──。

「げほぉっ!?」

　瞬間、飲みかけのトマトジュースで思いっきりむせる小鳩。

　どうやら飛んでいったスパッツが顔面に思いっきりジャストミートしてしまったらしい。小鳩は顔に張り付いたスパッツを必死に剥はがした後で、「えふっ！　こほっ！」とせき込んでいる。

「ぎゃー！　吸血鬼が吐血したのだ！　スプラッタなのだー！」

「だいじょうぶですか、いもうとぎみ」

「う、うぅ……。なんか……生なま温あたたかったけん……」

「きゃっ……小鳩ちゃんの顔にあたしの脱ぎたてスパッツが？　ど、どうしよう。ここは謝るべきなの？　それとも……お礼を言うべきなの？」

「星奈先輩。その顔はやばいです。下手をしたら店員さんに通報されます」

「相変わらず貴様は残念すぎるぞ肉……。というか……すまん、小鷹。私のせいでお前の妹の体が穢けがれてしまった……」

　大げさに謝る夜空。

　それを聞いた小鳩が、「……あんちゃん？　うち……穢されてしまったん？　まだ手遅れになってへんよね……？」と半泣きですがりついてきた。いや、大したことないだろ？　せいぜいトマトジュースで服とスパッツが汚れただけだ。

「肉。こうなったのも貴様のせいだ。せめて私に勝利を献上して空気を和ませろ」

「ふざけないで！　小鳩ちゃんの犠牲は無駄にしない！　ここでスペアを取って、流された血に報いてみせるもん！　そしてあのスパッツは洗わないでしばらく保管するわ！」

　叫んでから、星せ奈なは再びボールを構えた。

　つーか、小こ鳩ばとは犠牲になってないし、血なんか流してないぞ。もしや自分のスパッツが小鳩と接触事故を起こしたせいで気が動転してるんじゃないだろうか？

「じゃあ、今度こそ行くわよ？」

　──何はともあれ。

　これが勝負を決める一投。

　心を落ち着かせるように、星奈は一度深く息を吐いてから、

「と、とりゃああああっ！」

　スパッツがないせいなのか、ちょっとだけ頬ほおを赤く染めながらボールを投じた。放たれたボールは残された三本のピンに肉薄して──。

「………っ！　あぅううう……。い、一本残っちゃった……」

　結果を見た星奈ががっくりとうなだれる。ボールは二本のピンを倒すだけに終わった。

　惜しくもスペアにはならず。

　これで、勝負はわからなくなった……。

「──ふっ。真打の登場だな」

　言って、ボールを持った夜よ空ぞらがピンと対たい峙じする。どうやらかなり集中しているらしい。だが、星奈もスペアは逃したものの、このゲームのスコアでは夜空を僅差でリードしてたはずだ。

「ギリギリですね」

　スコアボードを見ながら、理り科かが呟つぶやいた。

「軽く計算してみましたけど、夜空先輩が勝つには最低でもストライクとスペアの両方を出す必要があります」

「つまり、三回投げなくちゃならないってことか」

　基本ボウリングは一フレームごとに二回ボールを投げるが、最終フレームだけはスペア、もしくはストライクを出せば三回投げることが可能になる。

　だから、夜空は勝つためには一投たりとも気が抜けないわけだ。

「──フッ！」

　だが、そんなプレッシャーを跳はね除のけるように夜空は鋭く息を吐いてから、投球。

　そして、結果はストライク。

　これで第一条件はクリア。

　後は、残りの二投でスペアかストライクを出せば──。

「───あ、」

　しかし。

　一投目を終えた夜よ空ぞらが二投目を投げ、その結果を見た瞬間──一気に顔を曇らせた。

　二投目で倒したピンは八本。

　ストライクにはならなかったものの、次の三投目でスペアを出せば夜空の勝利となるが……。

「……うわっ、これは面白くなってきちゃいましたね」

　俺の隣に座っている理り科かが残されたピンを見て息を吐いた。

　そう、残ったピンはレーン両サイドのもっとも端にある⑦番と⑩番。

　この場合、二つのピンの間隔が大きく開いているので、必然的にスペアが取りづらくなってしまう。

　確か、こういうのをボウリング用語で──。

「あー。ワタシ、知ってるぞ。これはまさしく……」

　むーっと。

　難しい顔で唸うなった後で、マリアがビシっとピンを指さしてから──大声で。



「ストリップだな！」



「……頼む、誰かそこの幼女を黙らせてくれ」

　頬ほおをピクピクひくつかせながら夜空が呟つぶやいた。

　……うん。正確には、スプリット。まあ、マリアがストリップがどんなものか知ってるとは思えないので、たぶん単純に言い間違えたんだろう。

「ほえ？　どうしてだ夜空？　この前テレビでやってるのを見たぞ！　ストリップを成功させるのはすごく難しいって！」

「うるさい。黙れ」

「なっ……なんでワタシが黙らなくちゃいけないのだ!?　夜空がちゃんとピンを倒せたら、『夜空がみんなの前でストリップを成功させた！』ってババアたちに教えてあげようと……むにょにょにょー!?」

　イライラがピークに達したのか、夜空がマリアのホッペタを両手でむにゅーっと引っ張った。そして、「……少し静かにしていろ」と警告。ホッペタを引っ張られたマリアがコクコクと頷うなずくと、ため息をついてからやっと両手を解放した。

「お、お兄ちゃん！　夜空がワタシの好意を無駄にしやがったのだ！　あいつはほんとにうんこだな！」

「落ち着け、マリア。ときには自分の好意が他人にとっての不快感になってしまうこともあるんだ」

「そうなのか!?　人生って難しいんだな！」

　俺の言葉に感心しているマリア。

　そう、自分の好意を他人に受け取ってもらえないなんてよくあること。俺だってこの外見のせいで苦労して……って、今はそんなネガティブシンキングをしてる場合じゃねえ。

「……むっ」

　難しい顔をしながら、ピンを見つめる夜よ空ぞら。……当然だ。誰が見たってこの状況は夜空に不利。プロならまだしも、あれだけ間隔の開いたスプリットを取るのは難しいだろう。

　──負ける。

　このままじゃ、夜空は──。



「…………がんばれ」



　気づいたら、俺はそんな言葉を呟つぶやいていた。

「えっ……小こ鷹だか？」

「いや、だから、その……がんばれって言ったんだよ？　お前だったら、これくらいの逆境なんて楽勝だろ？」

　そう、今の状況は夜空にとって圧倒的に不利。

　だけど──そヽれヽがヽどヽうヽしヽたヽ。

　思い出すのはガキの頃に夜空と初めて出会ったときの思い出。あのときだって俺と夜空は大勢の相手と戦った。逆境に……立ち向かったんだ。まあ、結局その後は二人でケンカを始めちまったけどさ。

　でも──。

「──ふん。そんなの当たり前だろう、小鷹」

　まるでガキの頃みたいに、圧倒的に不利な状況下で夜空は強気に微笑ほほえんでみせた。

「では、行くぞ」

　夜空は鋭く息を吐いてから、投球態勢へ。

　さきほどの投球よりも明らかに研ぎ澄まされた集中力。

　そして──全身の筋肉を稼働し、一気に加速する。大きくはためく制服のスカート。真まっ直すぐ前を向いた黒い瞳ひとみに映るのは、レーン上に残された二本のピン。

　そのうちの一本めがけて、ボールが放たれる。

　狙いは⑦番ピン。

　レーン上を対角線に貫くように投じられたボールは、見事に⑦番ピンを直撃。そのまま狙い澄ましたかのように、⑩番ピンの方に大きく弾はじき飛とばして──。







「ふふっ。まさかボウリングがこんなに楽しいものだとは思わなかったな」

　時刻は夕暮れ。

　ゲームを終えてからボウリング場を出た後で、夜よ空ぞらは晴れ晴れとした表情で言った。

「くぅううううう！　なんであそこでスプリットを取っちゃうのよ……！」

「決まっているだろう。私の普段の行いがいいからだ。まあ、私にかかればあれぐらいは楽勝だったがな」

「けど、夜空先輩も大分喜んでましたよね？　『やったーっ！』って叫びながら大きくジャンプまでして」

「なっ……バ、バカなことを言うなっ、私がいつそんなにはしゃいだと言うのだ……っ」

　心当たりがあったのか、夜空はかすかに頬ほおを赤く染めていた。

　そう、４ゲーム目の最終フレーム。夜空は見事にスプリットを取った。これでスコアは夜空の勝利。まあ、最後のスペアは運の要素がデカかったと思うけど、こいつも嬉うれしかったんだろう。理り科かの言う通りかなり喜んでたしな。

「でも、星せ奈なも惜しかったよな。結構いいゲームだったし、次はお前が勝つかもしれないぞ？　だから、そんなに悔しがらなくても」

「ふんっ！　バカなこと言わないでよね！　負けは負けよ！　だから悔しくて当然じゃない！　それに……」

「それに？」

　聞き返すと、星奈は拗すねた子供みたいに唇をきゅっとかみしめた後、「……小こ鷹だかも夜空の方を応援してたし……」と消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　うーむ、確かに同じ部員同士なのに夜空の方を応援してしまったのは申し訳ない気がする。けど、あのとき俺は少しだけ昔を思い出してしまったんだ。

　そう、ソラと友達だった頃のことを──。

「まあ、いいわ。あの状況じゃ夜空を応援しても仕方ない気がするし。日本人は判ほう官がん贔びい屓きだって言うしね。それに、たまには誰かとボウリングをするのも悪くないかもって思ったから」

「そっか。……あれ？　そう言えば聞くのを忘れてたんだけど、お前らってなんで今日ケンカしたんだ？」

　元はと言えば今日ボウリングをすることになったのは、夜空とケンカして部室を飛び出していった星奈を追いかけたのがきっかけだったはずだ。

「えっと、確か星奈先輩が部室でゲームをしていて、夜空先輩が『ゲームばっかりしてないでもっと隣りん人じん部ぶっぽい活動をしたらどうだ？』って言ったんですよ。そしたら星奈先輩が『そういうあんたこそ隣りん人じん部ぶっぽいことをしたら？』と言い返して、そこから口論に」

「どうしてその流れで口論にまで発展しちゃうんだよ……」

「ふふっ。いいじゃないですか。先輩たちがケンカしてくれたおかげで今日はボウリングをすることになったわけですし、結果的に隣人部っぽい活動ができましたよ？」

「まあ、それもそうか……」

　理り科かの言葉に応えてから、んーっと大きく背筋を伸ばす。そこそこ疲れたけど、まあまあ楽しかった気もするしな。将来友達ができたときも、こんな風にボウリングができたらいいのかもしれない。

　だとしたら、今日の活動は割と有意義だったんじゃ……。

「あっ、そうだ」

　俺がそんなことを考えていると、マリアが何かを思いついたかのようにポンっと手を叩たたいた。

「なーなー、お兄ちゃんお兄ちゃん。ハイタッチはしないのか？」

「ハイタッチ？」

「うん。だって、星せ奈なが『ストライクやスペアを出したらみんなとハイタッチ』って言ってたのだ。最後に夜よ空ぞらが取ったのがスペアなのだろう？　だったら、みんなとハイタッチした方がいいんじゃないのか？」

「えっ……」

　あー、そう言えばすっかり忘れていた。でも、そういうのってスペアを取ったすぐ後にやるもんなんじゃねえか？　それに、夜空の性格的にハイタッチなんてリア充っぽい行為をするわけが──。



「……まぁ、今日ぐらいはいいか」



「え？　夜空？」

　ついつい名前を呼ぶと、夜空はこちらに向かって歩いてきて、俺の正面に来たところで立ち止まった。

　えーっと、これはもしかして……。

「何をしている、小こ鷹だか。ほら、ハイタッチだ」

「い、いや、いきなりそんなこと言われても……」

「そっ……そんなに恥ずかしがることはない！　別に私だってしたいわけじゃないが、ボウリングでスペアを取ったらこういうことをするのがお約束だと聞くしな！　それに、今日勝ったのは私だ。だったら……ハイタッチぐらいしてくれてもいいだろう……？」

「うっ……」

　まあ、そうだよな。冷静に考えれば結構普通なことだと思う。きっとこの後夜よ空ぞらは他のヤツらともハイタッチをするはずだし。いや、星せ奈なと夜空がハイタッチをしてる姿とかマジ想像できないですが。

　でも……なんだろう。改めて考えると、女の子とハイタッチをするというのは割と恥ずかしいことのような気も……。

「…………小こ鷹だか？」

　名前を呼ばれてハッとした。

　目の前にいるのはショートヘアが似合う女の子。

　三み日か月づき夜空。

　俺と同じように恥ずかしいのか、夜空は微かすかに頬ほおを桃色に染めながら、ハイタッチをするためにおずおずと両手を上げる。そんな仕草に、こっちの顔まで熱くなって──。

「うわー、顔が真っ赤ですよ小鷹先輩。まあ、もしかしたら夜空先輩のことを見てあヽのヽとヽきヽのヽ光ヽ景ヽを思い出してるのかもしれませんけど」

　が。

　俺たちの間に割って入るような理り科かの言葉に、夜空が「？」と怪け訝げんそうな顔をした。

「……なんだそれは？　あのときの光景とはどういう意味だ？」

「簡単な話ですよ。夜空先輩は気づいてなかったと思いますけど、スペアを取ったときの投球で結構スカートがめくれちゃってたんです。だから、後ろから見てた理科たちには夜空先輩のスカートの中身が……えっと、その……ばっちりストライクでした」

「なっ……」

「当然、小鷹先輩にも……」

「っ!?」

　ちょこっと両手を少し上げた姿勢のまま、夜空は耳まで真っ赤になってしまった。

　……うん。確かにあのときの夜空は投球だけに集中していた。だからスカートがめくれるのなんて気にしてなかったんだろう。なので……まあ、なんて言うんですかね。俺たちの目には夜空のスカートの中身がばっちりストライク……って、あれ？

「よ、夜空？　どうしていきなり手を俺の首に……ごほぉっ!?」

「う、うるさい！　忘れろ！　一刻も早く今日一日の記憶を忘れろ小鷹！　忘れなかったら殺すっ！」

「このままじゃ普通に死ぬんですけど!?　ていうか、夜空！　そんなに俺の首を絞めたら酸欠に──」

「ああ、そうだな。きっと酸欠になれば記憶の一つや二つはふっ飛ぶだろう」

「恥ずかしさで完璧に我を失っちゃってるぞお前っ!?」

　咄とつ嗟さに助けを求めようと周りを見渡したが、みんな夜空のターゲットにされることを恐れたのか、気まずそうに目を逸そらして……って、マリアが「アーメン、お兄ちゃん……」とか呟つぶやきながら十字を切ってるんですけど……何？　死ぬの？　俺、これから死ぬの？

「……やらない。今後一切、ボウリングなんかやらないっ。こ、こんな恥ずかしいことになる遊びなんて……っ」

　微かすかに目を潤ませながら、きゅぅぅうっと俺の首に見事なチョーク攻撃をキメる夜よ空ぞら。

　徐々にフェイドアウトしていく意識の中……もしかしたら、これはこれで隣りん人じん部ぶらしい展開なのかもなぁ……とひどく現実的なことを思いながら、俺の脳は一つの確信的な結論を出していた。

「……ああ」

　どうやら、ハイタッチなんてリア充っぽい行為は、俺たちにはまだちょっとレベルが高かったらしい。



























理科のせいで俺の様子がおかしい

【NOVEL】岩波零 　　　　

【ILLUSTRATION】皆村春樹



　ある日の放課後。

　いつものように部室に来てみると、室内にいたのは理り科か一人だった。

「小こ鷹だか先輩、お待ちしておりました」

　理科は俺と目が合うなり、そう言って含み笑いを浮かべた。

　俺は反射的に顔をしかめる。

「待ってください、なんでそんな嫌そうな顔をするんですか」

「お前に待たれてると悪い予感しかしないからだよ。……ところで、他の連中は？」

「今日はここでちょっとした実験をするので、席を外してもらうように頼みました」

「ここで？　てことは俺も帰った方がいいのか？」

「いえ、それには及びません。なぜならその実験では小鷹先輩を使用しますので」

「俺を実験器具みたいに言うな」

　ますます不安が大きくなった。

　マジで帰ろうかな。

「んで、その実験ってのは具体的にどんなのなんだ？」

「おっ、今日の小鷹先輩は積極的ですね。そんなに理科のすることが気になるんですか？」

「ただの自己防衛のための情報収集だ」

「またまたー。本当は理科に関することは余すところなく知りたいんじゃないですか？　今も何色のパンツをはいてるのか気になったりしてるとか？」

「気になどなってないし、むしろ知りたくない」

「し、知りたくないって……」

　適当にあしらってやったところ、理科はショボーンとなった。

　そんなにこの変態は自分の下着の色を発表したかったのだろうか。

「小鷹先輩が理科に性的興奮を覚えてくれません」

　その表情で言うセリフじゃなくね？

「ていうか、後輩に性的興奮する先輩って嫌だろ」

「そうですか？　理科は日常的に『おう理科、今日もいい体してるな。パンツの色を教えてくれ』『先輩の好きなピンクですよ。きゃっ』みたいな会話をするのが先輩との理想型なんですが」

　そんなセクハラオヤジみたいな高校生には死んでもならん。

「むー……。なんか理科、実験前に小鷹先輩をムラムラさせたくなってきました」

「どんな欲求だよ」

「というわけで、『エロなぞなぞ』をしましょう」

「なんだその頭の悪そうななぞなぞは」

「その名の通り、ちょっとエッチななぞなぞです。それでは第一問」

「待て、俺はやるなんて一言も言ってないぞ」

「二人で裸になってする行為で、密着して激しく絡み合い、出ちゃったら終わりになる大人のスポーツといったらな～んだ？」

「…………」

　何言ってるんだこいつ。

　そんなの、アレ以外にないじゃないか。

「小こ鷹だか先輩、ここはジト目になるところじゃないですよ。理り科かとそのスポーツをするのを想像して、存分にムラムラするところです」

「黙れ変態」

「張り合いがないですねー。まあいいでしょう。それではなぞなぞの答えをどうぞ」

「言えるか！」

「別に恥ずかしがる必要ないじゃないですか」

「いやいや、あんな単語を口にしろと言われて羞恥心を持たないヤツは人として終わってるだろ。具体的にはお前のことだが」

「人として終わってるとまで言いますか……。ちなみに、なぞなぞの答えは『相撲』ですよ？」

「──へっ？」

　予想外のことを言われた俺は、さっきのなぞなぞについてちょっと考えてみる。

　二人で裸になってする→お相撲さんはまわし一枚だから、裸といえば裸。

　密着して激しく絡み合う→まわしを掴つかみ合あって一進一退の攻防を繰り広げるな。

　出ちゃったら終わりになる→土俵から出たら負け。

　大人のスポーツ→相撲は日本の国技です。

　……なるほど、そういうことか……。

「理科、一つ勉強になりました。小鷹先輩は相撲をそういう目で見ていたんですね」

「断じて違う！　……ただ、少し悲しい誤解をしていただけだ」

「へー。ちなみに小鷹先輩はなぞなぞの答えを具体的に何と勘違いしたんですか？　参考までに教えていただけると嬉うれしいです。きっと理科のように人として終わってるゴミクズには到底考え付かないようなとても高尚なことなんでしょうね」

「…………」

　ここぞとばかりに反撃してくるなあ、こいつ。

　とはいえ、あんな単語を口にするのは人としてはばかられるので、

「理科、俺が悪かった。悪かったから勘弁してくれ」

「あ、やっぱりセックスだと思いました？」

「はっきり言うな！」

「えー。でも、小こ鷹だか先輩もいつかやることじゃないですか。そうやってセックスをタブー扱いしてると、いざその時になってやり方がわからなくて困りますよ？」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

「そういう格好悪い事態にならないよう、普段から性に関する知識には貪欲になっておくべきだと理り科かは思うのです」

「だとしてもお前の知識欲は常軌を逸いつしてるがな」

「ありがとうございます」

「褒めてない」

「もちろん理科は、男性生殖器が勃起から射精に至るまでのメカニズムをしっかり把握しています。いついかなる時に求められようと問題ないです」

「うん、もうそろそろ黙ってくれないかな？」

「ところで先輩、精子って英語で『ザーメン』って言うじゃないですか？　理科はシスターが『アーメン』と唱えるのを聞くたびに思うことがあるのですが」

「待て理科、それ以上の発言は色々とヤバい」

　何となく理科が言わんとすることを察知した俺は全力で阻止した。

　すると理科は少し残念そうに、

「むぅ……やっぱり小鷹先輩は理科に欲情してくれません……」

「これまでの会話の一体どこに俺が欲情する要素があったと？」

「健全な男子高校生なら、後輩の女の子とエッチな会話をしてるだけで濡ぬれるものじゃないんですか？」

「まるで俺が健全じゃないみたいな言い草だな……」

　まさか世界一健全じゃない女子高校生にそんなことを言われようとは。

　なんて思っていると、不意に理科がソファから立ち上がった。

「それではここで、理科はいったん席を外そうと思います」

「ずいぶん唐突だな。さっき言ってた実験とやらの準備をするのか？」

「そんなところです」

「確認するが、俺に危害が加わることはないんだろうな？」

「え？　……えーっと」

「帰る」

「待ってください！　大丈夫！　たぶん大丈夫ですから！」

　と、理科は全然安心できないことを言った後、

「それじゃあ小鷹先輩、理科が帰ってきたらセックスしましょうね～」

　などととんでもないことを口走って、反論の隙を与えず部室から出て行った。

　……マジであいつの頭は大丈夫なんだろうか。

　やはり今のうちに部屋から逃げ出した方がいい気がする……。

　しかしそれから一分と経たたないうちに、理り科かが部室に戻ってきた。

　彼女は手ぶらで、出て行った時と何も変わっていない。

「なんだ、実験の準備は──」

　だがそう言いかけたところで、俺はある異変に気が付いた。

　……いや、えっと。

　こんなことを言うと、いきなり何を言い出すんだと思う人もいるかもしれないんだが。

　……一体どういうわけか、理科が急激に魅力的になったのだ。

　それも、性的な意味で。

　……いやいや、いきなり何を言い出すんだ俺。

　クールになれ羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか。

　相手はあの変態だぞ！　欲情してどうする！

　そう頭ではわかっているものの、そんな理屈は関係ないとばかりに、体が反応してしまう。

　……はっきり言おう。今の俺は、どうしようもないまでに目の前の志し熊ぐま理科を欲している。

　今すぐあいつを抱きしめて、全身の匂いをクンカクンカしたい。それから色んなところをペロペロして──

「ふふふ。小鷹先輩、どうやら理科の変化に気付いたようですね」

　戸惑う俺の表情を見た理科は、ニヒルな笑みを浮かべた。

「理科、どういうことだ。俺に何をした」

「抗あらがおうとしても無駄ですよ。頭では必死に冷静さを保とうとしていますが、下半身はすでに反応してるじゃないですか」

「なっ!?」

　言いながら理科は、俺のズボンの膨らみにいやらしい視線を向けてくる。

　しかしどういうわけか、俺はその目付きに興奮してしまった。

　いつもなら理科からセクハラを受けるとテンションが下がるのだが、今日は逆に、彼女にエッチなことを言われたくて仕方ない。

　ちくしょう！　俺は一体どうしちまったんだ！

「どうやら自分の気持ちに戸惑っているようですね。でも大丈夫、それは自然なことなんですよ」

「ど、どういうことだ」

「先輩。今、猛烈に理科の体が欲しくないですか？」

「──っ!!」

　何をバカな、とは言えなかった。

　何を隠そう、俺は今、理り科かに襲いかかりたいという衝動を何とか抑えているのだ。

　そんな俺の葛藤を刺激するように、理科が挑発的な目を向けてくる。

「理科と子作りしたくないですか？」

　──正直、したいです。

　今すぐ理科を押し倒して、この猛たけり狂う想おもいをぶつけたいです。

　だが倫理的に、そんなことは許されるはずがない。

　ここは高校の部室な上、俺と理科は恋人でも何でもないのだから。

「……理科、教えてくれ。俺に何をした。お前が部屋に入ってきた瞬間からなんか変なんだ」

「やだなあ先輩、理科は何もしてませんよ？　強いて言えば、いつもと違う香水を付けてみたくらいですかね」

「嘘うそつけ！　何か変な薬を盛っただろ！」

「人聞きの悪いことを言わないでくださいよ。大体、理科は小こ鷹だか先輩に食べ物も飲み物も与えてないじゃないですか」

「そ、それはそうだが……」

「先輩、素直になりましょうよ。理科を襲いたいんでしょう？　今まで理科に対して吐いた暴言の数々は全て水に流してあげますから、二人で楽しいことしましょ？」

















　そう言いながら理り科かが、ゆっくりと俺の胸元に手を伸ばしてくる。

　だがあろうことか俺は、それを拒否しようとは微み塵じんも思わなかった。

　やがて理科の右手が、俺の胸元を焦らすようにまさぐり始める。

　……ヤバい。触れられただけで感じてしまった。

　そのまま快楽に身を任せそうになったが、俺は最後に残った理性を振り絞り、何とか彼女の手を払はらい除のける。

「カラクリを話せ。俺がお前にここまで惹ひかれるはずがない」

「ふふふ。小こ鷹だか先輩はこんな状況でも手厳しいですね。でもいいんですか？　理科の機嫌を損ねたら、エッチなことができなくなっちゃうんですよ？」

「──くっ!!」

「でも、まあいいでしょう。どうして小鷹先輩が急に理科に欲情したのか、教えてあげます」

　そう言って理科は右手の動きを止めたのだが、俺はそれを心のどこかで残念に思っている自分に気付き、絶望した。

　一方理科は俺から距離を取り、ゆっくりとソファに腰かける。

　短いスカートから飛び出した真っ白いふとももが、恐ろしいほどに扇せん情じよう的だと思った。

　そのまま見ていたら我を失いそうなので、慌てて目をそらす。

「理科は先ほど、香水を付けたと言いましたよね。実はその香水、小鷹先輩用として特別に作った物なんです」

「……どういうことだ。わかるように説明しろ」

「前に言いましたよね、『恋愛など脳をいじくればどうにでもなる』と。しかし実際に脳をいじくると色々な法律に触れるので、別の方法を取ることにしたんです」

　言いながら理科は、白衣のポケットから手の平サイズの小瓶を取り出した。

　それは青みがかった半透明の瓶で、中には少量の液体が入っている。

「初めて小鷹先輩に会った時、理科は髪の毛を失敬しましたよね？　実はあの髪の毛を使って、先輩のＤＮＡを解析したんです」

「ＤＮＡって、まさか俺のクローンを造ったんじゃないだろうな」

「小鷹先輩の髪の毛からクローンを造り、この香水を嗅ぐと欲情するよう改造を施した。……面白い仮説ですが、そうなると理科の目の前にいる小鷹先輩はクローンだということになりますよ？　先輩はクローンなんですか？」

「いや、違うけど」

「でしょうね。小鷹先輩のクローンを造って理科に従順になるよう育てるってのも楽しそうですが、張り合いがなくてつまらない気がします」

　そう言って理り科かは肩をすくめる。

「それに、クローンを造るには超えなければならないハードルが多すぎますし」

「だったら俺のＤＮＡを解析して、一体何をしたって言うんだよ」

「結論から言うと、小こ鷹だか先輩のＤＮＡが最も理想的だと感じる異性のＤＮＡを調べたんです」

「──はっ？」

「ときに小鷹先輩、世の中には近親相そう姦かんモノの同人誌が数多くありますが」

「今度は何の話だ」

「なぜ兄妹の結婚が認められていないかご存じですか？」

「当たり前だ。……えっと、確か近親者同士で子どもを作ると、遺伝的疾患を持って生まれてくる確率が高いから、じゃないか？」

「一番有名な理由はそれでしょうね。遺伝子の型が近い人間同士が結婚すると、免疫力の低い子どもが生まれてしまうんです。つまり逆に言えば、自分と全然違う型の遺伝子を持つ異性と結婚すれば、病気などに対する免疫力が高い子どもが生まれるわけです。そのため人間は本能的に、自分と遠い遺伝情報を持つ異性を見分ける方法を持っているんです」

「遺伝情報を見分ける？」

「はい。人間は自分の遺伝情報を、フェロモンとして分泌しています。そして型の異なる遺伝子を持つ相手の匂いを、大変好ましく感じるわけです。ちなみに、逆に遺伝子の型が近い人間の体臭は臭く感じます。成長した女性が父親を臭いと感じるのはそういう理由です」

「……なるほど、ようやく話が見えてきた。つまりその瓶の中には、俺が最も心地よいと感じるフェロモンの匂いが詰まってるわけだな」

「その通りです。そして小鷹先輩の脳は現在、この匂いを纏まとった理科のことを、地球上で最も自分と相性のいい異性だと錯覚しています。脳を遠隔操作しているようなものですね」

「このマッドサイエンティストめ……」

　一体何が目的かは知らんが、そこまでするかよ普通。

　……とはいえ、ようやく全てに納得がいった。

　ていうか、匂いだけで人の心を操るって、相変わらず理科のやることはすごいな。

　こいつの持つ技術を悪用したら、世の中は割と大変なことになるんじゃないだろうか。

　……まあ、今まさに悪用されているわけだが。

「さて。それでは小鷹先輩。この香水を賭けて、今から理科とゲームをしませんか？」

「ゲーム？」

「小鷹先輩のことです。今すぐこの香水を破棄しろと要求してくることでしょう」

「当たり前だ」

「しかし理り科かがその気になれば、香水はいくらでも量産することができます。つまり、ここにある香水を力尽くで奪っただけでは何も解決しません」

「……何が言いたい」

「この香水を賭けて、理科とゲームで対戦してほしいと言っているんです。とはいえ、小こ鷹だか先輩に拒否権などありません。今後も理科に欲情し続けたいのなら話は別ですが」

「くっ……！　……それで、どんな勝負をすればいいんだ？」

「そうですねえ。『恋人ごっこ』なんてのはどうですか？」

「また頭の悪そうなゲームを提案してきたな」

「ルールは簡単です。今から二人が恋人だという設定で存分にイチャイチャして、小鷹先輩が我慢できなくなって理科を襲ったら理科の勝ち。逆に最後まで何もしなければ先輩の勝ちです」

「どんな勝負だよ……」

　とはいえ理科の言う通り、俺に拒否権はない。

　香水のせいで妙な精神状態だが、受けて立つしかない。

「異論はないようですね。それじゃあゲームを始めましょうか」

　理科は心底楽しそうに宣言した。

　だがその直後、小さく首をかしげる。

「ところで、恋人って具体的に何をすればいいんでしょうか？　セックス以外に何かすることあるんですかね？」

　お前の中の恋人の定義は一体どうなってるんだ。

「……とりあえず、一緒のソファに座ってみましょうか」

　理科は少し照れくさそうに言って、俺の真横にちょこんと腰かけた。

　そして俺のことを上目づかいに見すえてくる。

　……ヤバい。俺は今、猛烈にこいつの体を抱きしめたい。

　この細い体を力強く抱きしめて、それからこいつの匂いを思いっきり堪能したい。

　なんてことを考えながら理科のことを見ていると、

「……小鷹先輩。恥ずかしいのであんまり見つめないでください」

　そんな苦情を言われた。

「いや、どういうこと？　恋人ごっこをしようって言い出したのはお前だろ」

「それはそうなんですが、……すみません。小鷹先輩から至近距離で熱烈な視線を受けるのは初めてなもので……」

　理科はそう言って顔を赤らめ、ばつが悪そうに顔を伏せた。

「……ひょっとしてお前、自分から提案したくせに、実際恋人っぽいことをやってみたら恥ずかしかったのか？」

「……そうみたいです」

「普段は変態的なことばっか言ってくるくせに？」

「そうですよ！　はいはいわかってます！　こんなの理り科かのキャラじゃないですよね！」

　理科がよくわからないタイミングでキレた。

「理科は何事にも動じず、『もっと理科を見てほしいニャン』とか言ってればいいんですよね！」

「……見てほしいニャン？」

「い、いえその、……勢いで言ってみただけなので、真面目に返されると恥ずかしいです……」

　瞬間的に元気になった理科が、また大人しくなった。

　……よくわからんが、こいつも大変だな。

　とはいえ俺も今、自分の性欲を押さえ込むのに必死なのだが。

「もういいです。小こ鷹だか先輩のバカ……」

　俺が悪いの？

「気を取り直して恋人ごっこを再開しましょう」

　さっきのことが自分の中で処理し終わったのか、理科が俺の方に身を寄せてきた。

「ところで小鷹先輩。理科の手が寂しがってるみたいなんですけど」

「……は？　手が寂しがってる？」

「そうです」

「……えっと、お前の手って意思を持ってるの？」

　今度はどんな科学技術かと戦慄しながら問うと、理科はあきれ顔になった。

「もう……先輩は本当ににぶいです……。手が寂しがってるって言ったら、手を繋つなぎたいってことに決まってるじゃないですか」

「へっ？　──ああ、なるほどそういうことか」

　そのような高度な表現方法が存在すると知らなかった俺は、素でわからなかった。

「でも、そんな回りくどい言い方しないで、はっきり言ってくれればいいのに」

「……うるさいですね。直接的に言うのが恥ずかしかったんですよ……」

「え？　なんだって？」

「聞こえなかったならいいです」

　理科が毅き然ぜんとした態度で言った。ものすごい早口だった。

「それで、どうなんですか？　……その、理科と手を繋いでくれるんですか？」

「……まあ、恋人ごっこの最中だからな。じゃあえっと……繋いでみるか？」

　俺は仕方ないなと思いながら、理科の右手に手を伸ばす。

　……決して俺自身が理科と手を繋ぎたいわけではなく、これはゲームの一環だから仕方ないのだと自分に言い聞かせながら。

　ちなみに、理り科かの手は小さくてすべすべで、これを口の中に入れたら楽しそうだなと思った。

　──いやいや、もちろんそんなこと実行しないけどね？

　……でも、一応提案してみようかな。

「……お前の手を見ていると、口の中に入れてハミハミしたくなってくるぜ」

「な、何を言い出すんですか小こ鷹だか先輩。そんなプレイは聞いたことないですよ」

　あろうことか、変態と名高い理科が若干引いていた。

　てことは、女の子の手を口の中に入れたいって欲求は、割とアブノーマルなのか。

「……でも、もし理科に『好き』って言ってくれたら、考えてあげてもいいです」

「理科、好きだ」

「まさかの即答!?」

「理科、好きだ。だからお前の手を食べさせてくれ」

「そ、そんなに理科の手をハミハミしたいんですか……!?」

　なぜだろう、徐々に理科の表情が曇りだしたぞ？

　俺はただ手を食べたいって主張しただけなのに。

　ああ、もちろん、食べられるなら髪の毛でも全然いいんだけどな。

「……えっとですね、小鷹先輩。……その、理科も先輩のことが好きですよ？」

「いただきまーす」

「ためらいなく理科を食べようとしないでください！　ていうかなぜ髪の毛まで口に入れようとするんですか!?」

　理科が悲鳴を上げたのだが、一体どうしたのだろう？　両りよう想おもいなら相手の髪の毛を食べるのは自然なことだと思うんだが。

「……どうやら理想的すぎる相手と肉体的接触を続けると、思考能力が低下するみたいですね……。もしくは普段心の奥底に隠れている性癖が表に出てくるのか……」

　理科が何かぶつぶつ呟つぶやいている。どうでもいいけど早く指をチュパチュパさせてくれないかな。

「……しかし、思考能力が低下しているということは、理科のチャンスかもしれません。後になったら多少記憶が飛んでるかもしれませんし」

　それにしても理科の髪の毛はいい匂いがするなあ。

「──よし、決めました。というわけで小鷹先輩、ちょっと理科の話を聞いてください」

「おう、聞く聞く」

「あと、できれば理科の髪の毛を鼻の穴に入れて匂いを嗅ぐのはやめてください」

「やだ」

「わかりました。髪の毛のことは我慢しましょう」

　理り科かは聞き分けのいい子だから助かるなあ。

「小こ鷹だか先輩は、前に皆で王様ゲームをやった時のことを覚えてますか？」

「ああ、覚えてるぞ」

「それなら話は早いです。それではあの日、最後の命令で星せ奈な先輩と間接キスしたことも覚えてますよね？」

　──星奈？

　あー、そういえばそんな名前の乳牛みたいな金髪女がいたな。

　理科以外の女のことなんてどうでもいいけど。

「……あの時、理科はお二人の横でこっそり嫉妬していたんですよ？」

　そうだったのかー。

　しかし理科の髪の毛は舌触りがいいなー。

「……なので、今から理科とも間接キスしてくれなきゃ嫌です。いえその、……先輩さえ良ければ、別に間接じゃないバージョンのキスでもいいんですが……」

「あ、そう？　じゃあ普通にキスしよっか」

「ま、待ってください小鷹先輩！　ここはいつもなら『え？　なんだって？』って聞き返すところですよ!?」

「俺さ、聞こえない振りなんていう誠意のないことはしちゃダメだと思うんだ。耳が遠いわけでもないのに」

「な、なんという正論。完全にいつもの小鷹先輩じゃない……!!」

　そう言って顔を引きつらせる理科の両肩に、俺はそっと手を置いた。

　その瞬間、彼女は体をビクッとさせ、全身を硬直させる。

　しかし俺は構わず、その細い体をゆっくりとソファに押し倒した。

　やがて理科に覆おおい被かぶさるような体勢になったところで、質問する。

「なあ理科……いいだろ？」

「こ、小鷹先輩？　冗談ですよね？」

「いや、俺は本気だ。理科の穴という穴に、この猛たけり狂う想おもいをぶち込みたい」

「穴という穴に!?」

「まずは耳の穴からだな」

「理科の耳に何をする気ですか!?」

　理科が悲鳴を上げ、両手両足をジタバタさせる。

「先輩落ち着いてください！　理科に欲情してるのは香水のせいなんですよ!?」

「俺も最初はそう思ってたけど、なんか我慢するのに疲れたんだよね」

「先輩の理性もうちょっと頑張って！　本能のままにメスを襲ってたら動物と同じですよ！」

「そんなことより、お前っていい体してるよなぁ。今日の乳首は何色なんだ？」

「どうしよう小こ鷹だか先輩が壊れた!!　ていうか乳首の色は日によって変わりませんよ！」

「へー、それは不思議だなー」

「ちょっ!?　どさくさに紛まぎれて胸を触らないでください！　理り科かのおっぱいは小さいから触ってもつまらないですよ！」

「何を言うんだ！　貧乳を差別するな!!」

「す、すいません──って、なんで理科が謝ってるんですか!?　しかも理科が貧乳なことを否定してくれないし！」

　あれ、貧乳じゃないって言った方が良かったんだろうか？

　でも、どう見ても理科は巨乳じゃないしな──。

「むう……次は巨乳になる薬を開発しようかな……」

　と、何やら理科が胸の大きさで悩んでいるようだ。

　ここはビシッと言ってやった方が良さそうだな。

「おいおい理科、俺は胸の大きさなんて気にしないぜ」

「えっ？　ほ、本当ですか？」

「ああ。理科が俺の子を産んでくれるなら他の全て──胸が大きいか小さいかなんてこと、本気でどうでもいい」

「……うわー。そうなるよう仕向けた理科がこんなこと言うのも何ですけど、ものすごくリアクションに困ることを言いますね」

「まあ胸が大きいに越したことはないけどな」

「しかもとどめを刺された!?」

「というわけで、いいだろ？」

「何がどういうわけなのかさっぱりわからないですし、理科としては耳の穴は勘弁していただきたいです！」

　理科はそう叫んだかと思うと、白衣のポケットから何かを取り出し、俺の腹部に宛あてがった。

　そして構わず俺が理科に襲いかかろうとした瞬間、全身に衝撃が走る。

　……気のせいかな。この衝撃、前にも感じた記憶があるんだが。

　──ああ、思い出した。

　闇やみ鍋なべの時に食らわされたスタンガンだ。

　とはいえ、あの時とは比べものにならないくらい凄すさまじい威力だったが……。

「……ごめんなさい先輩。理科、今の先輩とそういう関係になってはダメな気がするんです……」

　薄れゆく意識の中で、理り科かのそんな謝罪の言葉が聞こえた気がした。







　……どれくらい昏こん倒とうしていたのだろうか。俺がソファで目を覚ました時、部室内には他に誰もいなかった。

「……何だか、長い夢を見ていた気がする……」

　と、誰にともなく呟つぶやいてみたものの。

　……夢じゃなかったんだよな、アレ……。

　色々と大変なことをしてしまった……。

　何となく、酒で失敗した人の気持ちがわかった気がするぜ……。

　しかも酒と違って、記憶が鮮明に残っているのが痛々しいところだ。

　……ひとまず、理科に謝りに行こうかな。さすがに俺を放置して帰ったりしないだろうし、まだ学園内にいるなら、おそらく理科室だろう。

　そう思ってソファから起き上がった次の瞬間、部室の扉が開き、誰かが室内に入ってきた。

「小こ鷹だか、目が覚めたみたいだな」

　夜よ空ぞらがドア付近に立ち尽くした状態で質問してきた。

「ああ、今起きた。……もしかして、俺が目を覚ますのを待っててくれたのか？」

「い、いやそういうわけではないのだが、……とにかく気が付いて良かった」

　そう話す夜空は、なぜか緊張しているように見えた。

　……ひょっとして、さっきの話を理科から聞いて、俺のことを警戒しているのだろうか。

　バカだなあ。さっき暴走したのは全て香水のせいなんだから、夜空が心配する必要ないのに。

　なんて思っていると、夜空が突然こんな質問をしてきた。

「……ところで小鷹。今日の私はいつもと違うと思わないか？」

「？　何か違う？」

「そうだ。ほら、何か特別感のようなものがないか？」

　一体何の話だろう。特に何の違いもないと思うんだが。

「いやすまん、何のことだかさっぱりだ」

「そ、そうか。……やはりもう少し近付かないとわからないか」

　と、夜空は小声で何か呟いた後、おそるおそる俺に歩み寄ってきた。

　そして距離がだいぶ狭まった次の瞬間、俺は彼女が言っていた特別感を感じ取った。

　なので間髪いれずにこう願い出る。

「なあ夜よ空ぞら、ちょっと靴を舐なめさせてもらってもいいか？」

「いきなり何を言い出すんだ!?」

「いやなんか、あまりに夜空が魅力的すぎて靴を舐めたいなあと」

「何をどうやったらそこまで卑下した発想ができるんだ!?」

　夜空は目を丸くして俺から距離を取った後、小声で何事か呟つぶやく。

「……理り科かの言っていた通り、強烈な威力だな……」

「理科？」

「ああいや、何でもない、何でもないぞ。それより小こ鷹だか、さすがに靴を舐めさせるわけにはいかないが、他に何か私にしたいことはないか？」

「夜空のニーソックスを食べたい」

「靴下は食べ物じゃない！　そして私本体にしてほしいことを言え！」

「喉の骨が粉々になるまで踏みつけてほしい」

「性癖のためなら死もいとわないと!?」

「来世では手錠になりたい」

「無機物への転生を願うな！」

　俺の願望を聞いた夜空は、肩で息をしながら怒鳴り散らした。

　自分から質問してきたくせに、ワガママなヤツだ。

「そうじゃなくて、もっと普通の行動があるだろ！　例えば抱き……めたいとか、キ……したいとか……」

「普通の行動……ふとももに挟まれて呼吸困難になりたい？」

「……何だろう。どっちにしろ頭のおかしい要求なんだが、それでもさっきよりはマシな気もする……」

　夜空が自分の中の何かと戦い始めた。

「もうやだ……変態プレイをするために香水を付けたんじゃないのに……」

「──香水？」

　その瞬間、俺は現在の自分の心理状態に対する解答を得た。

　さっきから何かおかしいと思っていたが、おそらく俺は今また、香水の効力で変になっているのだ。

　そのことに気付いた俺は、慌てて鼻をつまむ。

　するとどうだろう。さっきまで夜空に対する性的衝動でいっぱいだった俺の頭が、徐々に冷静さを取り戻し始めた。

　そして熱が冷めるに伴って、思考能力が回復してくる。

　──やはり、夜空もあの香水を身にまとっているようだ。

　と、そこで俺の頭にこんな疑問が浮かぶ。

「なんで夜よ空ぞらが、理り科かが作った俺専用の香水を付けてるんだ？」

「へっ!?」

　俺の質問に対し、夜空は見るからに慌てふためいた。

「い、いや、別に理由などない！　たまたま、たまたまそうなったんだ！」

「そっか、たまたまなのか」

「そうだ！　決して小こ鷹だかを虜とりこにしてあんなことやこんなことをしたいなんていう邪な考えがあったわけではないし、そのために香水を理科から強引に奪ったりもしてないぞ！」

「なるほど。夜空がそう言うならそうなんだろうな」

　しかし、だとしたらなんでこいつはこんなに動揺しているのだろうか。

　ちょっと考えたらわかりそうな気もするが、香水の後遺症でまだ頭がボーッとしている。真相究明は諦めた方がいいだろう。

「それで、あの香水は今どこにあるんだ？」

「へ？　……えっと、どこだろう？　私は奪い合いに勝利してすぐ部室に来たから──」

「奪い合い？」

「なっ、何でもない！　何でもないから気にするな！　……えーっと、おそらく理科が持っていると思うぞ。逃げ回ってるだろうからどこにいるかはわからないが」

「？　逃げるって何からだ？」

「そ、それは、……研究成果を横取りしようとするスパイ……みたいなものから」

「？　よくわからんが、理科は大変だな」

　あいつには謝らなきゃいけないし、探しに行くか。

　ここにいたらずっと鼻をつまんでいなきゃならないわけだし。

「じゃあ俺、ちょっと理科を探してくるぜ」

「りょ、了解した。……小鷹。肉と幸ゆき村むらに気を付けろよ」

「へ？　なんでだ？」

「スパイの正体はあいつらだからだ。……まあ、私もそうだったんだが」

「？」

　何のことかさっぱりわからん。理科に会えばはっきりするのだろうか？

　未いまだに少しぼんやりしている俺は深く考えず、部室を後にした。







「あっ！　小鷹、ちょうど良かった！」

　ひとまず理科室に向かっている途中、突然誰かに名前を呼ばれた。

　反射的に足を止め、声のした方に視線を向けると、そこには女神がいた。

　生きとし生けるもの全てに慈愛を振りまく、金髪で巨乳の女神が。

　──いや、訂正。よく見たら星せ奈なだった。

　今日の彼女はなぜか輝いて見えて、一瞬女神と見間違えたのだ。我ながら恥ずかしい勘違いである。

　……にしても、星奈ってこんなに可愛かわいかったっけか……？

　すぐ目の前にいる星奈を見ながら、俺は首をかしげた。

　……ううむ、見れば見るほど完璧な女性だ。できれば嫁にほしい。そして俺の子を産んでほしい。

　土下座したらセックスさせてくれないかなあ？

　……よし、思い切って頼んでみよう。

「あのさ星奈、俺の──」

　──って、ちょっと待て。

　危うくとんでもないことを口走りそうになったが、寸前で我に返った。

　星奈に対してこんな感情を抱くのは変だ。さてはこいつも理り科かが作った香水を付けたに違いない。

　一体何の嫌がらせなのかは知らないが、また変な考えが浮かばぬうちに、急いで退散しよう。

「あっ、ちょっと小こ鷹だか！」

　引き留められそうになったが、俺は無視して走り去る。

　先ほどの夜よ空ぞらの忠告の意味が、少しわかった気がした。







「あ、あにき」

　星奈から逃げつつ理科を探していると、廊下を曲がったところで聞き慣れた声が聞こえた。

　その声に反応して振り向くと、そこには天使がいた。

　目が合っただけで恋に落ちてしまいそうな、どこか儚はかない印象の美少女天使だ。

　──いや、訂正。よく見たら幸ゆき村むらだった。

　とはいえ幸村は、天使と見間違えても仕方ない可愛さだった。

　……待てよ。相手が幸村なら、簡単にセックスできるんじゃないだろうか？

　しかもこいつは俺への忠誠心がハンパないから、変なプレイを要求しても文句を言わずに対応してくれる気がする。何せ普段からメイド服を着てるようなヤツだからな。

「なあ幸村、今から俺とセッ──」

　──って、いかんいかん！　何を考えてるんだ！

　俺は邪な考えを振り払い、方向転換して走り出した。

「あにき、お待ちください」

　背後から抑揚のない声に呼び止められたが、当然無視する。

　……ていうか、なんであいつらは揃そろってあの香水を付けてるんだろうか。







「こら、廊下を走ってはいかんぞ」

　気が急いて思わず廊下を走っていると、誰かに注意されてしまった。

　俺は足を止め、声の主に対して頭を下げる。

「すみません、ちょっと急いでいたんです」

　そして顔を上げると、そこには堕天使がいた。

　艶なまめかしい長い黒髪の、気品のある雰囲気を漂わせた、大人の堕天使。

　──いや、訂正。よく見たら理事長の天馬ぺがさすさんだった。

　……にしても、理事長ってこんなに凛り々りしかったっけか？

　そんな当たり前の事実に気付くと同時に、前に風呂場で見た理事長の裸体がフラッシュバックする。

　……あれはまるで芸術品のように完成された体だったな……。

「──って、匂いがすれば男にも反応するのかよ!!」

　自分の単純さに絶望した。

　しかし、相手は男性だとわかっているのに、俺は自分の体が反応してしまうのを止められない。

「どうしたのだね小こ鷹だかくん、呼吸が荒いぞ？」

　くっ……！　静まれ俺の魂よ……！

　理事長は妻子持ちなんだぞ……！

「気分が優れないならどこかで休むかね？　何だったら私の部屋に来てくれても──」

「何を言い出すんですか理事長！」

「……へ？」

「理事長という立場の人が、生徒を軽々しく部屋に連れ込もうとするなんて！　一体何をするつもりですか！」

「な、何って休憩だが──」

「まるでラブホテルに誘う口実みたいじゃないですか！　理事長にそんな誘われ方をしたことを、俺は星せ奈なになんて説明すればいいんですか！」

「いや……ありのままに伝えればいいのでは？」

「お願いだから俺に優しくしないでください！　好きになってしまったらどうするんですか！」

「──いや……好きになったらって……君は私のことが嫌いだったのかね？　しかも嫌いであり続けたいのかね？」

「当たり前ですよ！　妻帯者を好きになってもツラいだけじゃないですか！」

「………………最近の若者が考えることはわからん……」

　理事長は変なものを見るような目を俺に向けた後、そう呟つぶやいて去っていった。

　……ふう、危なかった。危うく妻帯者と部屋で二人きりになるところだったぜ……。

　と、こうして甘美な誘惑を何とか退けたように感じていた俺だったが、その後しばらくして冷静になり、死にたくなったのは言うまでもない。







　精神的にボロボロになった俺は、これ以上の悲劇を起こさぬよう鼻をつまみつつ走り、理り科か室に怒鳴り込んだ。

「おい理科！　お前のせいで大変な目に──」

　だが俺は、部屋に入ってすぐのところで息を呑のんだ。



　なぜならそこには、一糸まとわぬ姿の理科がいたのだ。



　あまりのことに言葉を失い、しばらく無言で見つめ合う俺たち。

　だがやがて理科が硬直から解け、バスタオルで体を隠しながらこんな質問をしてくる。

「せ、先輩。まさかまださっきの興奮が冷めず、理科を襲いに来たんですか……？」

「ちっ、違う誤解だ！　俺は香水のことでお前に話があって……」

「そ、そうですか。……えっと、だとしたらとりあえず、部屋から出てしばらく待っていていただけると嬉うれしいです。理科は服を着なければならないので……」

「あ、ああ。すまん」

　と、ようやくそこで俺は理科から目を逸そらし、理科室の外に出た。

　それから十分ほど廊下で待機していると、理科室のドアが開き、中から理科が顔を出した。

「あの……着替えが済んだのでどうぞ……」

　よほど恥ずかしかったのか、理科はうつむき、顔を赤らめている。

　普段セクハラばかりしてくる理科でも、実際に裸を見られるのは恥ずかしかったらしい。

「……一応言っておきたいんですが、女の子の部屋に入る時は、ノックくらいしてください……」

　部屋に入ってすぐ、そんな苦情を言われてしまった。

「本当にすまん。まさか取り込み中だとは思わなくて……」

　とはいえ学校の理り科か室（理科の部屋とはいえ）を開けたら裸の女の子と遭遇するなんて事態を、一体誰が予想できるだろうか。

「……ちなみに、なんで裸だったんだ？」

「先ほどの香水が服だけでなく髪や体にも付着していたので、匂いを消すために水浴びをしていたんです」

「こんなところで？」

「蛇口と流し台があれば体は洗えますから」

「それはそうかもしれないけどさ……」

　学園内にあるシャワー室を使えばいいのに。

　といっても、こいつのコミュニケーション偏差値でシャワー室を借りるのは難しいか。

「でも、シャワーなら家に帰ってから浴びればいいじゃないか」

「いえ、先輩には色々とご迷惑をおかけしたので、ちゃんと謝らなければならないと思いまして。できれば今日中に」

「ああいや、それなら俺の方こそ、お前に色々と変なことをしちまったし──」

「それはそうですね。何せ平然と理科の髪の毛を食べましたものね」

「本当に悪かった」

「まあ理科は気にしてませんよ？　おかげで先輩の唾液を採取できましたし」

「今度は何に悪用されるの!?」

　嫌な予感しかしない！

「……ていうか、ここに来るまで大変だったんだぜ？　なぜか夜よ空ぞらたちも香水を付けててさ」

「先輩方には事前に実験内容を話していましたからね。小こ鷹だか先輩が失神した後、理科はダメだと言ったのに強引に奪われました」

「意味がわからないな……。あいつらはそんなに俺で遊びたかったのか」

「遊びたかったというのとは少し違うと思います。……理科と同じく、先輩の心を手に入れてみたかったのでしょう」

「…………？」

　つまり、俺の心を掌しよう握あくして遊ぼうと思ったんだろ？

　その二つに何か違いはあるのだろうか。

「それから……理科にはもう一つきちんと謝らなければならないことがあります」

「ん？　なんだ？」「その……先ほどはせっかく理り科かの体を求めてくださったのに、拒絶してすみませんでした」

「どんな謝罪!?　いやいや、むしろ電撃を食らわせてくれて助かったよ。理科に欲情するなんて、あの時の俺は明らかに血迷ってた」

「血迷ってたとまで言いますか……」

　理科は小声でいじけたように呟つぶやいた。

「……やはりあそこで先輩を受け入れておくべきでした。そしたら弱みを握れてなし崩し的に……」

　なんか恐ろしい計画が聞こえた気がしたが、気のせいだよなきっと。

　そもそも俺なんかの弱みを握ってどうするつもりだ。人体実験でもするつもりか？

「にしても、普段エロいことばっか言ってるお前も、土壇場になると怖おじ気けづくんだな。そう考えると理科って、節度のある変態なのかも」

「なっ！　そんなこと思われるのは心外です！　取り消してください！　理科は節度のない変態です！」

「いやいや、無理するなよ。理科はちゃんと羞恥心のある女の子だ」

　と、香水の仕返しに少しいじわるなことを言ってみたりする俺。

　すると理科は肩をわなわなと震わせ、

「いいえ！　理科は由緒正しき変態です！　ところで小こ鷹だか先輩、理科の裸体を見た感想をまだ聞いていませんでしたが、ちゃんと興奮して勃起しましたか！　パンツは我慢汁で濡ぬれ濡ぬれですか！」

「おいおい理科、無理して下ネタを復活させなくていいんだぞ？　さっきソファで隣に座った時なんか、目が合っただけで照れてたじゃないか」

「無理なんかしてません！　これが理科の通常営業です！　何なら今この場でセックスしてやってもいいんですからね！」

「とか言って、本当に俺が襲おうとしたら怖くなって、またスタンガンが登場するんだろ？」

「登場しませんよ！　言っときますけどあの時は怖かったわけではなく、……その、小鷹先輩の心はもっとちゃんとした形で手に入れたいと思っただけなんですから！」

「え？　なんだって？」

「この声量の発言を聞き逃しただと……!?　さては先輩、いつもの小鷹先輩ですね！」

　いつもの俺？　ははは、何を言ってるんだこいつは。

「ていうか先輩、それ以上理科を怒らせると、あの香水を大量生産して町中にバラまきますよ」

「絶対やめろ！　そんなことしたら、俺は老若男女問わず性的対象と見なす変態になってしまう！」

「え？　やだなぁ先輩、老若男女って言うと、男にもハァハァすることになっちゃいますよ？」

「…………」

「えっ？　……先輩、男にもハァハァするんですか？」

「……実はさっき、香水を付けた理事長に……」

「そ、そうなんですか。……やはり先輩にはＢＬの才能があったんですね」

「『やはり』って何だよ！」

「そういえば先輩たちから逃げてる最中に理事長とぶつかったんですが、その時に少し香水が付着したかもしれません」

「そういうことか。どんな嫌がらせかと思ったぜ」

「しかし……そうですか。同性にもハァハァしてしまうんですか」

「しみじみ言うな」

「いえ、この香水があれば少子化に歯止めがかかるかもしれないと思いながら開発していたんですが、使い方を誤ると、むしろ少子化を促進させる結果になるんですね。先輩のおかげで重大な事実が判明しました。ありがとうございます」

「ここまで嬉うれしくない感謝の言葉は生まれて初めてだぜ……!!」

「あっ。ところでもう一つわかったことがあるんですが、ひょっとして先輩って、下ネタを言いまくる理り科かより、目が合っただけで照れたりする理科の方が好きですか？」

「!?　なっ、なぜそれを」

「ふふふ。理科の天才的な頭脳を用いて算出した結果です。恋人ごっこの最中の小こ鷹だか先輩を見ていて、先輩を落とすには下ネタばかり言ってないで、会話の中に恥じらいを混ぜていった方が得策だという結論に達しました」

「……いや、天才の割に気付くの遅くない？」

　出会ってから何なんヶか月げつたってるんだよ。もっと早い段階で気付けよ。

「というわけで小鷹先輩、……その、今から先輩の精液を採取させていただけませんか……？（ぽっ）」

「しかも恥じらいっていうのはそういうことじゃねえ!!」

「理科の卵子と体外受精させれば、子どもが作れますね（ぽっ）」

「お前語尾に（ぽっ）って付ければ何でもいいと思ってるだろ！」

「子どもの名前は『こだか』と『りか』を混ぜて……『こだか』ですかね（ぽっ）」

「俺じゃねえか！　もっと上う手まく『り』を活用しろよ！」

「にしても、いちいち（ぽっ）ってやるのは疲れますね（ぽっ）」

「だったらやめればいいだろ！　ていうかその（ぽっ）に惹ひかれるようなバカはこの世に存在しないからな！」

「えー、そうなんですか？　……ザーメン」

「『残念』を言い間違えた感じで『ザーメン』って言うな！」

　天才的頭脳を持った変態に向かって、俺は叫んだ。



























部長選挙

【NOVEL】白鳥士郎 　

【ILLUSTRATION】切符



「どうして駄目なのよっ!?」

　部室に星せ奈なの怒声が轟とどろき渡わたる。

「駄目なものは駄目だ」

　夜よ空ぞらの冷徹な声が響く。

　ある日の放課後、ここ『隣りん人じん部ぶ』の部室である談話室４では、部員たちがいつものように勝手なことをやって過ごしていた。

　いつもの部活の光景だ。

　そんないつもの光景で、いつものように星奈と夜空が言い合っている……というか、星奈が夜空に食ってかかっている。いつものように。

「だからどうして駄目なの!?　理由を言いなさいよ！」

「駄目に決まっている。貴様のやっているいかがわしいゲームのポスターをこの部室に貼るなど」

「いかがわしくない！　全然いかがわしくなんかないわよ！」

　星奈のやつ、さっきから何をそんなに言ってるんだ？　読書に集中してたから聞いてなかった。

　俺は近くにいた理り科かに声をかける。

「……どうしたんだ、あいつ？」

「はあ」

　理科は覗のぞき込こんでいたノートパソコンのディスプレイから顔を上げると、

「星奈先輩、日曜に小お須ずへ行ってきたそうなのですが」

　小須……確か隣の県にある街だ。

　大きなアーケードがあって、その周囲には電器屋やオタクグッズを売ってる店が建ち並ぶ、この地方の秋葉原みたいな場所……だったと思う。

「理科が教えてあげたショップをいくつか回ってきたらしいんですけど、そのショップの内装に感激したらしく、この部室もそういう感じにしたいとか」

「どういう感じなんだ？」

「そうですね……」

　理科は手元のノートパソコンを操作すると、

「こんな感じです」

「げ……」

　ディスプレイに映し出された店内の画像を見て、俺は絶句してしまった。

　何て言うか……すごく肌色だ。

　部屋の床から壁から天井から、とにかくありとあらゆる場所に、その……エロゲーのイラストが溢あふれており、その中央にエロゲーの箱がピラミッドの如く積み上げられてる。

　こんなイラストで部室を埋め尽くそうとしてるのか、あいつ……。

「違うわ！　これはエロではなく芸術なの！　現代に蘇よみがえった浮世絵で世界的にも高く評価されてるアートなのよ！　木き寸すん上うえ隆たかしとか……」

「そうかそうか。そんなに高尚な絵なら、堂々と自分の部屋に飾ればいいだろう」

「ぐっ……！」

　痛いところを突かれて口ごもる星せ奈な。

　それができないから部室に飾ろうとしてるんだろうな……。

「あ、あたしはね！　あんたたち愚民どもにもこういう素晴らしい芸術を鑑賞させてあげようと──」

「とにかく駄目だ。部長命令だ」

「はぁ？　部長？　誰が？」

「私に決まっているだろう」

「いつ決まったのよ？　何時何分何秒？　教えてくださーい」

「うるさい肉！　この隣りん人じん部ぶは私が作ったのだから、創始者である私が部長に決まっている！」

「そんなのおかしいじゃない！　部長ってのはみんなで選ぶべきものでしょ!?　誰があんたを選んだのよ!?」

　……確かに部長を選んだ記憶はない、な。

　夜よ空ぞらが作った部だから、まあ夜空が部長なんだろうくらいの感覚で今まで来たけど。別にそれで不自由を感じたこともないんだが……。

「……いいだろう」

　夜空はゆらりと立ち上がると、

「肉ッ！　貴様と私のどちらが隣人部の部長にふさわしいか、選挙で決めてやろうではないか!!」







「……と、まあこんなことがあったんだ」

　家に帰って妹の小こ鳩ばとと一緒に夕飯を食べながら、俺は今日の部活であったことを報告する。

「ククク……愚かな人間ども。このレイシス・ヴィ・フェリシ」

「天ぷら食べないなら最後のもらうぞ」

「あんちゃんずるいっ！」

　最後に残ったちくわの天ぷらを慌てて箸で摘み、小さな口に放り込んではむはむと咀そ嚼しやくする小こ鳩ばと。

　うちの妹は身も心も中学二年生のはずだが、兄の俺から見ても小学生にしか見えない。

「それ食ったらさっさと風呂入れよ」

「はむはむっ……あんちゃん、今日お風呂にパプ入れてええ？」

「パプ……うん、いいぞ。夜よ空ぞらと星せ奈なが選挙なんて妙なことを始めたからな。今のうちに疲れを取って体調を整えておくか」

「むぅ……我が半身よ。最近また我より部活とやらを優先──」

「とにかくそういうわけだから。お前もどっちに一票入れるか考えといてくれ」

「ふぇっ!?　う、うちも……？」

「まあ、お前も部員だからな」

　それに小鳩がいないと票の数が偶数になってしまう。ちなみに顧問ということになっているシスターの高たか山やまマリア（幼女）も一票持っている。

「だから投票日には部室に来てくれ。いいな？」

「……ん」

　小鳩は小さく頷うなずいた。







　翌日。

「あっ、小こ鷹だか！　ちょうどいいところで会ったわ！」

「星奈……どうしたんだ？」

「ちょっと来なさい！」

「お、おいっ……」

　登校するなり廊下で星奈に捕まった俺は、部室の前まで連れて行かれた。

　部室のドアまで来ると、星奈は片手に持っていたもの──丸めた紙──を広げて、ドアに押しつける。

「んー、このへんでいいかしら」

「何だそれ？　ポスター……か？」

「小鷹。こうやって隅、押さえといて」

「お、おう」

「画が鋲びよう、画鋲……と」

　星奈はポケットから画鋲を取り出してポスターの四隅に刺し込んでいく。

















「どう!?　すごくない!?　これすごくない!?」

「あー……まあ、な……」

「昨日あれから家で作ったのよ！　徹夜で！　よくできてるでしょ!?」

「でもこれ意味あるのか？　生徒会の選挙とかならともかく──」

「ふふ……甘いわね小こ鷹だか」

　星せ奈なはポスターの前で同じようなポーズを取ると、

「まずはこうやって顔と名前を一致させるところから選挙ってのは始まるのよ！」

「いや、さすがにもう顔と名前は一致してるだろ？」

　いくら友達がいない俺達隣りん人じん部ぶとはいえ、数人しかいない部員の名前くらいは憶おぼえてるぞ……って、聞いてないなこいつ。

「うふふふ……見てなさいよ夜よ空ぞら。絶対にあたしが部長になってやるんだから！」

「……」

　部室のドアに貼られたポスターを見ながら、俺はある予感を抱いていた。







　で、放課後。

















「なによこれえええええええええええええええ!!」

　星せ奈なの絶叫が廊下に響き渡る。

　案の定、ポスターは落書きされていた。

　まあこうなるよな……。

「ちょっと何これ!?『肉』って！　しかも鼻に画が鋲びようって誰がやったのよ馬鹿じゃないの!?」

「選挙ポスターって、だいたいこういうイタズラされるよな……」

　額に『肉』は基本。ヒゲや鼻毛を描くことも多い。

　画鋲の位置は鼻の穴か目玉が一般的だ。

　よく通学路の選挙ポスターが小学生の餌食になってたっけ……集団登校の途中でこういうポスターを見つけると男子で元気のいいやつが隅に刺してある画鋲を引っこ抜いて鼻の穴のとこに刺したりして、それを委員長っぽい女子が「やめなさいよ男子ー」とか言って注意するのを一人だけ離れた場所から見てたのが俺だ……やば。ちょっと泣けてきた……。

「ちょっと夜よ空ぞら！」

　ちょうど部室の前に姿を現した夜空を捕まえて、星せ奈なが詰問する。

「これあんたでしょ!?　どうしてこういう陰険なことするのよ!?　人が徹夜して一生懸命作ってきたポスターを……！」

「ふん。私がそんな下らんことをするわけがないだろう」

「はぁ!?　むしろあんた以外の誰がやるっていうのよ!?」

「おおかた貴様を憎むクラスの女子とかがやったんじゃないのか？　敵の多い貴様のことだ。いくらでも容疑者はいるだろう」

「はっ！　い、言われてみれば……今日はやけにクラスの女子どもがあたしを見て笑ってたような……!?」

「くっくっく……大変だな、有名人は。その点私はクラスでも完全に空気扱いされているから、味方もいない代わりに敵もいない」

「それはそれで悲しいよな……」

　同じような境遇の俺は、夜空の言葉に強い共感を覚える。

　もし俺が星奈みたいなポスターを作って貼ったところで、誰も何の反応も示してくれないだろう。

　みんな怖がって見て見ぬ振りをするに違いない。

　そう考えると……落書きされるのって、ちょっと羨ましいかもな……。

「というか肉。部室の前にそんな下品なポスターを貼るな」

「べ、別にいいじゃない！　あんたの描いたあの変な部員募集のポスターよりマシよ！」

「む……」

　学校中の掲示板に貼られているあのハイセンスな『ともだち募集』斜め読みポスターのことに触れられて、夜空が少しだけ怯ひるんだ。

「……ふっ、まあ好きにするがいい。そんなゴミみたいなポスターが選挙の結果を左右するとは思えないからな」

　そう言うと、夜空は長い髪をなびかせながら部室へ入っていった。

「うう！　相変わらずムカつくわね、あの性悪雌め狐ぎつね！　絶対に部長の座から引きずり下ろしてやるんだから……っ！」

「どうする星奈？　これ剥はがすか？」

　落書きされたポスターを示しながら俺がそう言うと、

「駄目よ！　選挙期間は一日も無駄にできないわ！　もうすぐ他の部員達が集まってくるから、ポスターは絶対に必要よ！　取とり敢あえずこの画が鋲びようを抜いて……くっ！　ものすごく深く挿してあるから抜きにくい……！」

　星奈はブチブチ言いながら画鋲を元の位置に戻す。

















「あーもう！　ちょっと穴が開いちゃってるじゃない！」

　鼻の部分に小さな穴が開いていた。画が鋲びようの跡だ。

「それより額の『肉』ってのが問題だと思うけどな……」

「そっちは仕方ないわよ。ペンで塗り潰つぶしたら、もっとぐちゃぐちゃになっちゃうし……ムカつくけどそのままにするしかないわね」

「どうにかして誤ご魔ま化かせないか？」

「あたしだって、できるならそうしたいけど……」

「なるほど。話は理解しました」

「「うわっ!?」」

　急に話に割り込んできたのは、制服の上から白衣を着た少女──志し熊ぐま理り科かだった。

「あ、あんた……どうにかできるの？　この落書きを？」

　星せ奈なが尋ねると、理科は眼鏡に手を添えながら当たり前のように頷うなずいた。

「理科の天才的な頭脳をもってすれば、いくらでも修正可能です」

「インクだけを落とす特殊な薬品とかか？」

「そんなものは不要です。ここを、こう……」

　理科はサインペンでキュキュッとポスターに書き込む。

「できました！」

















「ふざけんなっ!!」

　星せ奈なは理り科かを怒鳴りつけた。

「うーん、お気に召しませんでしたか。いいアイデアだと思ったんですけど。……でもこんなポスターが貼ってあったら、理科は無条件で星奈先輩に一票入れますよ？」

「いらないわよ！　あんたの腐った一票なんて！」

　星奈は理科を部室の中に追い払うと、その場にしゃがみ込んで頭を抱えた。

「ああもう……これじゃああたしがＢＬ好きの変態女みたいじゃない……！」

「お前も立派な変態だと思うけどな」

　部室をエロゲーのポスターまみれにしたいって女子高生は少なくともノーマルではない。

「お兄ちゃん！」

　どうしたもんかと立ち尽くしていると、マリアが腰に抱きついてきた。

「何してるのだお兄ちゃん!?　さっさと部室に入らないのか!?」

「いや、このポスターを……」

「何だコレは!?　星奈がポスターになっとる！　すげーっ！　しかもおでこに字が書いてある！　これお兄ちゃんが書いたのか!?　あはははー！　ワタシも書くのだー！」

「あっ。こらマリア──」

















「イヤアアアアアアアアアアアアアアアアアア────ッッッ!!」

「あははははは！　うんこぼーん!!　星せ奈なあたまにうんこ載っけとるげ！」

「『うんこぼーん!!』じゃないわよ！　この……うんこ幼女!!」

「ギャ────ッ!?　お、お兄ちゃん星奈がぶった！　どうしてぶつのだうんこ星奈!?」

「マリア……さすがにこれはお前が悪い。星奈に謝っとけ」

　俺は荒れ狂う星奈を何とか宥なだめながら、マリアを部室の中に逃がす。

　星奈はとうとう泣き出した。

「うぅ……もう最悪……頭にうんこ書かれるなんて……こんなのどうしろってのよ……」

「白く塗り潰つぶしてソフトクリームにするとか……？」

「どうして選挙のポスターで頭にソフトクリーム載っけなきゃなんないのよ!?」

　確かに。

「ま、まあ落ち着けよ。どうせ額の文字も塗り潰さなきゃならなかったんだから。な？」

「ううう……」

「ほら！　こうやって全部真っ黒に塗り潰してみれば、案外なんとか──」









「ならなかったな」

「全然ならなかったわね」

　二人とも妙に冷静だった。

「もういいわ小こ鷹だか……これは剥はがして、家から新しいの持って来る……」

「いや待て星せ奈な！　ここを、こう──」









「どうしてアフロなのよ!?」

「だってお前、ハゲヅラ被かぶってた時あったから……」

「今は笑いを求めてない!!」

「じゃあもういっそのこと──」

「このくらい突き抜けたら──」









「突き抜けすぎでしょ!?　突き抜けてポスターからハミ出て『元気！』の文字が消えちゃってるじゃない！」

「ゴ●さんみたいだよな……」

　我ながらやり過ぎちゃった感がヤバい。

「すまん星せ奈な……自分でやっといて本当に申し訳ないんだが、これはもう新しいのを印刷してきたほうがいいと思う……」

「そうね……何か凄すごく悔しいけど……」

　そのときだった。

「あにき」

　楠くすのき幸ゆき村むら──。

　戦国武将みたいな名前だが、その姿は可か憐れんな少女にしか見えないけど実は男で何な故ぜかメイド服を着て俺の舎弟と言い張っている複雑な後輩だ。

　その幸村が、いつもの起伏のない口調に微かすかな自信のようなものを忍ばせた声で言う。

「ここはわたくしにお任せください」

「ゆ、幸村……どうにかできるのか!?　これを!?」

「はい」

　こくり。

　と頷うなずくと、幸村はメイド服のエプロンポケットから筆ペンを取り出してポスターの上を素早く走らせる！















「かんせいです……」

「おお……」

　どうにかなった……のか？

　ポスターは幸ゆき村むららしく戦国武将風にアレンジされている。

　あの突き抜けすぎた髪型を『武将の兜かぶと』に見立てることにより圧倒的な異物感を抑え、刀を持たせることによって全体のバランスを整えると共にセリフを追加してリーダーに必要な非情さをもアピールするという完成度の高さ。『やる気』の文字がどう見ても『殺る気』にしか見えないところとか、もう選挙ポスターというよりも犯行予告というほうがしっくりくる。これは酷ひどい。

　っていうか、ぶっちゃけ教科書の落書きにしか見えないんだが……。

「……」

　星せ奈なは厳しい表情で、変わり果てたポスターを見つめている。

　これは……怒りのあまり声が出ないとか……？

「いかがでしょう？　星奈のあねご」

「……うん！　いいんじゃない？」

　えっ!?

「こ、これでいいのか!?」

「ええ。さっきより断然よくなったと思うわよ？」

　断然ッ!?

「あたしの高貴な感じがよく出てるし」

　高貴ッ!?

「それに強そうだし。こんな感じで夜よ空ぞらも斬り捨ててやるわよ。うん！　すごくいい！」

「そ、そうか……？」

　俺にはちょっと理解できないんだけどな……。

　いや、でも……よく見たらこれも悪くないかもしれん。

　かなりイロモノな感じは否めないけど、それだって親しみやすさが増したと見ることもできる。刀とか兜かぶととか、例えば小こ鳩ばとなんかはこういうの好きかもな。

「よくやってくれたわ幸ゆき村むら。あたしが部長になった暁には、あんたを書記として重用してあげてもいいわよ？」

「ありがたきしあわせ……ですがわたくしがお仕えするのはあにきのみ」

「あっそ。別にいいけど」

　そんなやりとりをしていると、今度はゴスロリ服に身を包んだ小鳩がやってきた。

「ん？　どうした小鳩？」

「ククク……人間どもが下界の王国の玉座を巡って争うと聞いたゆえ、悠久の時を生きる我のぶりゅ……ぶ、ぶりょ？　ぶよ……う？」

「無ぶ聊りよう？」

「ぶりょう！　……無聊を慰めるため、様子を見に来てやったんじゃ……」

「あー、昨日選挙の話をしたから気にな──」

「小鳩ちゅわぁぁぁん♥♥♥」

　星せ奈なが人間の枠から逸脱した奇声を上げて後ろから小鳩に抱きついた。

「小鳩ちゃんペロペロ！　小鳩ちゃんペロペロ！　ワショーイワショーイキャホオオオオオオオオオオオオ!!」

「ふえええええん！　あ、あんちゃあああああん！」

「ぐっへっへ……よいではないか♥　よいではないか♥」

　理り科かみたいなゲヘ声を発しつつ、星奈は小鳩を抱きかかえて高速頬ほおずり。

　そして小鳩を抱っこした体勢のまま、自分の写ったポスターを誇らしげに見せる。

「どう小鳩ちゃん、このポスター!?　あたしに一票入れてくれる!?」

「やっ!!　こわい!!」

　星奈はポスターをドアから引っぺがしてぐしゃぐしゃに丸めると、廊下の窓を開け放って全力で外に投げ捨てた。







　その後も熾し烈れつな選挙活動は続いた。

　星せ奈なは最新のゲーム機や漫画の新刊を部室に持って来て、部員達と積極的にコミュニケーションを図る。特に小こ鳩ばとには最優先でゲームをやらせてやったり一緒に漫画を読もうとしたり、積極的に絡む。

　外国の高そうな菓子なんかを持って来て部員達に振る舞ったりもした。これは地味に嬉うれしい。「あたしが部長になったら毎日こんなの食べれるのよ？」と言われたら、俺ですらちょっと心が揺れてしまった。そしてここでも小鳩は優先的に菓子をもらっていた……あんまり食べ過ぎると夕飯が食べれなくなるから、ちょっと止やめて欲しかった。

　何か選挙活動っていうのを口実に小鳩に構ってばっかりな気もするが、とにかく星奈は活発に運動を展開した。小鳩は少しノイローゼー気味になった。

　だがそんな星奈を完全に無視するかのように、夜よ空ぞらは全く選挙活動をしなかった。

　いつものように部室で静かに本を読んでるだけの夜空。

　自分から選挙すると言い出したからには勝つつもりなんだろうが……選挙活動なんかしなくても圧勝できる自信があるのか？

　それとも……。







　そして投票日。

「……人数が少ないな」

　部室を見回して夜空が言った。

「小鳩は多分来ねぇよ」

　俺がそう言うと、星奈が口を尖とがらせる。

「えー！　ちょっと小こ鷹だかあんた、何で小鳩ちゃん来ないのよ!?」

　お前のせいだよ！

　……って言っちゃうのは、さすがにかわいそうなので黙っておく。

「マリアはどうした？」

　夜空が言うと、幸ゆき村むらが淡々と答えた。

「まりあ殿ならば、わたりろうかの隅でねておられました」

「なぜあんな場所で寝る……？」

　さすがの夜空も驚いた顔をした。

　風通しもいいし日陰になっているから、ひんやりして涼しかったのかもしれない。まるで猫だ。蚊に刺されなきゃいいけどな……。

「あにきのごめいれいとあらば、おこしてまいりますが」

　幸ゆき村むらは無表情に続ける。

「それはもう、ねていたことを死ぬまでこうかいするような、ひさんなほうほうで」

「そ、そこまでしなくても普通に起こしてやってくれればいいんだけどな……どうする夜よ空ぞら？」

　腰を浮かせながら俺が聞くと、

「ふん……票が割れても面倒だ。そのまま寝かせておけ」

「だってよ」

「かしこまりました」

　小こ鳩ばとがいないこの状況でマリアを起こしてきてしまうと、票が偶数になって一度では決着がつかないおそれがある。夜空はそれを嫌ったらしい。

「ま、あんな幼女がいてもいなくても私の勝利は揺るがんからな」

「ハッ！　あんたの余裕も今日までよ！」

　腰に手を当て、右手を握り込んだ選挙ポスターのポーズで星せ奈なが言った。「あたしが部長になったら、まず真っ先にあんたをこの部から追い出してやるから。覚悟してなさいよ？　まあ部に置いて欲しいって泣いてお願いするなら、あたしの奴隷として置いてやらないことも──」

「さて。さっさと最終演説をするか」

「ちょっと！　聞きなさいよキツネ女！」

「うるさい肉。早く始めろ」

　投票前の最終演説。

　この部室で、投票権を持つ部員達に自分の抱負というか政策というか、とにかく演説でアピールする最後の機会。

　五十音順で星奈が先だ。

「ふん……よく見てなさいよ夜空。この演説であんたを完全に引き離してやるんだから」

　と余裕を覗のぞかせる星奈に、思わず声をかける。

「自信あるのか？」

「動画サイトで人気がある政見放送とか見て、完璧に練習してきたもの」

「すげえやる気だなお前……」

　そこまでして部室にエロゲーのポスターを貼りたいのかと呆あきれるけど、多分もうどっちかっていうと夜空に勝ちたいだけなんだろうな。

　演説というと、最近ならオパマ大統領とかだろうか？　まさかヒトラーを参考にしてくるようなことは……しないとは言い切れない。

　星奈は「すー……」と大きく息を吸うと、

「隣りん人じん部ぶの皆さん！　スマイル!!　してますか？」

　……変なの参考にしちゃったね。

「この隣人部の活動を、マイナスから……プラス！　ネガティブから……ポジティブに！　切り替えるのが、あたしの目標です！」

　やたらキレのある動きで手を上下させながら政策を語る星せ奈な。

　確かこれ、ウィンドウズ青山とかいう都知事選とかに出てる人の放送そのままだ。ネットでネタにされてたのを見たことがある。

　俺の隣に座っていた理り科かが、醒さめた目で笑い掛けてくる。

「星奈先輩って普通の人よりスペックが高いから、そのぶん普通の人より残念さが際立つんですよね」

「……同感」

「何もせずに黙って笑ってるだけで友達なんかいくらでもできるんでしょうし、どんな選挙でも当選できると思うんですけど」

「わかってんなら教えてやってくれ……」

「ちなみにウィンドウズ青山さんの動画を星奈先輩に見せたのは理科です」

「お前の仕業かよ!?」

　小声で突っ込んでいるあいだも、星奈による演説は続く。

　笑顔の少ない隣人部の活動を変えるためスマイル体操とやらを実演。「十度、二十度……三十度！」と次第に笑顔の角度を増加させつつ白目を剥むきながらスマイルしている。親御さんが気の毒になってくるほどの残念さだ。せっかく美人に産んでもらったのに……。

　うわ、何か泣けてきた。

「さあ皆さん！　隣人部部長には、学園一の美少女かしわざきせな！　成績学年一位のかしわざきせな！　スマイルできるかしわざきせな！　を、よろしくお願いします!!」

　自信満々に演説を終えた星奈は、演台から下おりて満足気に俺に声をかけた。

「ふふふ……完璧だったわ」

「そ、そうか……」

「やだ……小こ鷹だか、あんた泣いてるの……？」

「ち、ちがっ！　これは……そういうんじゃなくて……」

「いいのよ……あたしの演説に感動してくれたんでしょ？」

　本当にそういうんじゃないんだが。

「……次は私の番だな」

　夜よ空ぞらが演台に立った。今まで全く選挙活動をしてこなかった夜空は、最後に何を語る？

「私が隣人部部長として行うこと、それは──」

　それは……？

「『現状維持』。以上」



　………………は？

「ちょ、ちょっと夜よ空ぞら!?　それで終わりなの!?」

　さっさと演台から下おりてしまった夜空に、なぜか星せ奈なが慌てて言った。

「そうだが？」

「『そうだが』って……いくら何でも短すぎでしょ!?　ちゃんとやりなさいよ！」

「ちゃんとやっている」

　面倒くさそうに夜空は言う。

「だいたい私は現職の部長だぞ？　改革案なぞ示したら、今までやってきたことを否定することになるだろう」

「そ、それはそうだけど……」

「隣りん人じん部ぶの活動は今のままでいい。だから特に何も言うことはない」

　夜空はそう言い切ると、ドカッと音を立てて椅子に座る。

「ところで肉」

「何よ？」

「貴様こそ、スマイル何たらとかいう妙なことを話すばかりで具体的な部の運営については何も言っていなかったではないか。もっと語らなくてもいいのか？　例えば……人事についてとか」

「あ、あるわ！　あるに決まってるわよ！」

　星奈は指を折りながら言う。

「まずは夜空の追放でしょ？　それから、えーと、えーと……」

　それしか考えてなかったのかよ……。

「あ！　あと小こ鷹だか、あんた副部長にしたげるから」

「は!?　俺？」

「うん。何だかんだで手伝ってくれたし？　これまでも結構役に立ってきたし、あんたを私の一の子分にしてあげてもいいかなって。光栄に思いなさいよ？」

「……ありがとよ」

　正直『面倒だなぁ』と思ってしまうが、嬉うれしいか嬉しくないかと聞かれれば、やっぱり他人から評価されるのは嬉しい。だが──

「ふっ……最後の最後で墓穴を掘ったな。肉」

　くっくっく、と笑いながらそう言った夜空は、星奈が何か言う前に「投票だ！」と宣言。

　結果は──







・柏かしわ崎ざき星せ奈な　　　一



・三み日か月づき夜よ空ぞら　　







「何であたひが負けてりゅのよ!?」

　ショックのあまり噛かみ噛みな星奈。

　夜空を選んだ隣りん人じん部ぶのメンバーは──

「部室を乙女ゲーのポスターで埋めてくれるなら投票を考えたんですけどねー」

「あにきをこぶんになどと……ふそんです」

　どうも人望とは全く別の部分で投票されてるみたいだが、それでも星奈が負けた事実に変わりはない。

「ふん……わかったか肉。貴様の人望など、私の爪先ほども存在しないのだ」

　髪を掻かき上あげながら傲ごう然ぜんと言い放つ夜空。

　目に涙を溜ためた星奈は、俺に向かって叫んだ。

「小こ鷹だか！」

「すまん星奈……俺も隣人部は今のままでいいと思う」

「どうしてよ!?　どうしてあたしに入れてくれなかったの!?　あんただって夜空にムチャクチャやられて頭に来ることあるでしょ!?」

「確かにまあ、そういうこともあるけど──」

　夜空に出会い、隣人部を作ってからの時間。

　友達こそまだ作れていないが、俺にとっては結構……というか、かなり濃密な時間だった。

　俺のこれまでの人生で放課後にこんなにたくさん人と話す時間は他になかったし、隣人部のメンバーみたいに濃いメンツと知り合いになったこともない。

　そのことに、俺は結構満足してる。

「だからまあ……今のままでいいんじゃねえか？」

「ううぅ～……！」

　まだ納得できない星奈は涙目になって口を尖とがらせると、小声で何かを呟つぶやいた。

「………………プールのときみたいに、また二人だけで出かけたりしようと思ってたのに……」

「え、何だって？」

「何でもないわよ！　この馬バ小こ鷹だか!!」

　うわぁ斬新な罵倒……。

　そして嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる夜よ空ぞら。

「さぁて肉……そういえば貴様、部長になったら私を隣りん人じん部ぶから追放するとか言っていたなぁ？」

「そ、それは──」

　一瞬で青ざめる星せ奈な。

　夜空はヘビのように赤い舌で唇を舐なめると、

「部長はそんなこともできるのだなぁ。私にはそういう発想はカケラもなかったが、そういうことができるのなら、一度やってみるのも楽しそうだなぁ」

「ちょっ……！　よ、夜空あんた、今さっき現状維持だって言ったでしょ!?」

「言った」

　夜空は頷うなずいた。

「だが気が変わった」

「なっ!?」

「さて……柏かしわ崎ざきさん。私物は全てそこの段ボール箱にでも入れて、今日中に荷物を片付けてくれ」

「ちょ、ちょっと夜空！　あんたマジで言ってるの!?」

「どうした柏崎さん？　早くしないと今日中に片付かないぞ？　何せこの部室には柏崎さんが持ち込んだ不要な私物が山ほどあるからな……あと、私のことは苗みよう字じで呼んでもらえないだろうか？　もう私たちは無関係なのだから……」

「やめてよ！　か、柏崎なんて他人行儀じゃなくて、星奈……いえ、肉！　肉って呼んでください!!」

「そんな失礼なことできるわけないじゃないですか柏崎さん」

「ち、ちっとも失礼じゃない！　肉って呼んで欲しいです！」

「……本当に？」

「ほ、本当よ！　本当です！　夜空さんに肉って呼んで欲しいです!!」

「でも、そんな嫌そうな表情で言われても……」

「嫌じゃないわよ!?　ほら！　こんなに笑顔！　夜空に肉って呼んでもらって、あたしいつも喜んでたんだから！　こんな感じで！　ねっ!?」

「笑顔の角度が浅いなあ」

「三十度っ！」

　演説の時に見せた最高の笑みを浮かべようとする星せ奈な。

　しかしその笑顔は、どうしてもあの時のようにはいかなくて……。

「やっぱり何か不満そうだなあ」

「どこがよ!?　最高に嬉うれしそうでしょ!?」

「何か口の端とかヒクヒクしてるし……」

「し、してないわよ？　ほらほら！　嬉しすぎてダブルピースしちゃう!!」

「もっと白目を剥むいて、それから貴様の胸肉のようにだらしなく口を開いて舌を垂らしてくれないとなあ」

「こ、こうれひゅか？」

「表情だけじゃなあ」

「へへへ……ははは……」

　無理やり声を出そうとする星奈に携帯のカメラを向けながら、夜よ空ぞらは『寄き生せい獣じゆう』に出てきた田た村むら玲れい子こが赤ん坊を泣なき止やませようとしたときのような表情で、告げる。

「どうした？　スマイルでこの隣りん人じん部ぶをネガティブからポジティブに変えるんだろう？　……笑えよ、肉」

「ふ、ふへ……ふひゃはは……ひぐっ！　へ、へへへ……」

　ダブルピースして泣きながら笑う星奈。

　その表情は、彼女が部室に貼りたがっていたレイプ物のエロゲーのポスターにそっくりだった……。



























伝説の小鳩の伝説

【NOVEL】鏡貴也 　　　

【ILLUSTRATION】榎宮祐



　私には秘密がある。

　決して誰にも知られてはならない、大いなる秘密が──



　夕方。

　どこにでもある一戸建ての、どこにでもあるダイニングで。

「おい小こ鳩ばと。今日は夕飯なに食べたい？」

　兄の羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかが聞いてくる。

　私はそれに不敵な笑みを浮かべ、

「クク……もちろん夜の血族の真祖たる我が求めるのは……」

「パスタでいいか？」

「……当然、新鮮な処女の生き血で真っ赤に染まったナポリタ……」

「あーはいはい。ナポリタンね。じゃあ作るよ」

　と、適当に流される。

　それに私は、

「むぅ～」

　と頬ほおを膨らませて不満を表明する。

　すると兄は優しく笑う。「妹がまた中二病をこじらせて困ったなぁ」などという顔になりながら、料理を作ってくれる。

　ちなみに兄は料理がうまい。

　母が私を産んですぐに亡くなり、父が家を空けることが多かったために、兄は幼いころから料理を覚え、私にふるまってくれた。

　その、キッチンに立つ兄の背中を私はじっと見つめ、

「……あんちゃん」

　と、少しだけ甘えた声で言ってみる。

　小声で。

　兄に聞こえないくらいの、か細い声で、

「……うち、あんちゃんに隠してることがあるんじゃ……」

　だがその声は、パスタをゆでるための水を鍋に溜ためだしている兄には届かない。

　兄はこちらを振り向いて微笑ほほえみ、言う。

「出来るまでテレビでも見てろよ。アニメとかやってる時間じゃないのか？」

　私は壁にかけられている時計を見る。

　時刻は夕方六時。

　確かにいまは、アニメをやっている時間だった。それに、

「あ、あ、ほんとだ！　『魔法少女☆うんこマリア』がやってる時間…………じゃなくて、クク……悠久の時を生きる我が子供が見るアニメなどを……」

「いや、俺は夕飯どきのアニメにそのタイトルの企画を通したテレビ局の狂気が気になるけどな」

「へ？」

「まあなんでもいいや。とにかく早く見ないとアニメ終わるぞ？」

「あ、あ、いや……だから、我はアニメなど……」

「はいはい」

　と、やはり流して、兄がこちらに背を向ける。

　私はそれを確認してから、慌ててテレビがある居間へと向かう。後ろで兄が「ははっ」と優しく笑うのが聞こえる。

　兄は私が、アニメ好きだと本気で思っているのだ。

　そして私が普段から、片目にだけ赤いカラコンをして、ゴスロリのようなドレスを着込み、手には兎うさぎのぬいぐるみを持っている──という妙な姿なのも、アニメの影響だと、思っているのだ。

　だが──真実は、違う。

　悲しいまでに、現実は違う。

　私には、絶対に兄に言うことができない、秘密があるのだ。

　いやそもそも私は、アニメというものを見たことすらなかった。アニメ好きは演技で──だからアニメに影響されたことなど、一度もないわけで。

「…………」

　私は居間にやってくる。

　しかし、テレビはつけない。黒いテレビの画面に、私の姿が映りこむ。やはりそこにはゴスロリドレスに、兎のぬいぐるみを胸に抱えた、幼い少女の姿が映っている。

　年齢は十三歳のはずなのだが、あきらかに小学生くらいにしか見えない。胸も、お尻も、いまいち成長できていない。

　だが、その理由は簡単だ。



　私の成長は、《力》に目覚めた十歳のときから、もう──



「……っ」

　とそこで、私はあることに気付いた。

　いま私がいる部屋が──空間が、ひどく静かなことに。

　兄が作る、料理の音がしない。

　つけっぱなしにしていたはずの、空調の音がしない。

　そしてなにより、耳をすますと聞こえるはずの、時計の秒針の音が、聞こえない。

　私は部屋の時計を見る。秒針が止まっている。



　──いや、【時】自体が、止まってしまっている。



　それに私が気付くと同時、

【レイシス。右！】

　手に持っていた兎うさぎのぬいぐるみの瞳ひとみが真っ赤に光り、ぐるんっとこちらを見上げて、私の真名を呼ぶ。

　だが私は兎を見ない。

　右を見る。

　すると居間の窓を突き破って、小さな杭くいが飛んでくる。とっさに私は身を反らしてかわす。

「んっ」

　さらに私は、戦闘用に作られたドレスの袖口に常に忍ばせている注射器を取り出す。それを手でつかみ、針を手首に突き立てる。

「くぅ」

　手首にかすかな痛みが走る。だが無視して注射器の中に入っている、真紅の液体を体内へと注ぎ込む。

　注射器の中には、解放薬が入っている。

《力》の解放薬が。

　瞬間、私の体内に封じられていた、膨大な量の闇やみが弾はじける。

　全身に真祖から受け継がれた忌まわしい力が駆け巡り、神経回路シナプスの伝達速度が極限まで高まる。

　私の瞳孔は不自然なまでに引き絞られ、続いて開かれ、そして見える世界が変わる。

　闇の住人が見る世界。

　深しん淵えんに生きる者だけが感じられる世界。

　私は窓の外を見る。

　暗闇。

　その暗闇の向こう側にいる、異形の気配を感じ取って──

「……クク、我を相手に、闇に隠れてどうする？」

　にやりと、笑う。その口には鋭い牙が生えだしている。

　ゆっくりと、瞳につけていた赤いコンタクトを外す。

　するとその瞳の中央には、忌まわしい朱色の五ご芒ぼう星せいが浮かび上がっており──

「……身の程を知らぬクズどもが、皆殺しにしてやろう……」

　そう楽しげに私が言ったところで、向こう側から声がした。



　闇やみの深しん淵えんからの呼び声。

　暗闇の奥から響くような、音。

　その音が、こう言った。



『おい……おい小こ鳩ばと』

「…………」

『おーい、ナポリタンできたぞ？』

「…………」

『ほらほら、のびるから早く食えって』







　とそこで、私は目を覚ました。

　ソファの上。

















　時刻は六時二十四分。

　テレビからは、『魔法少女うんこ☆マリア』のエンディングテーマ『出すって最高気持ちＥ♪』が流れている。

　私はそれを見て、

「ふぇ!?」

　と、少し驚く。

　ついさっきまで、闇やみの深しん淵えんで、弾はじけちゃうよシナプスらめぇ的なかなり気分のいい状況だったはずなのだが──

「おい小こ鳩ばと」

「むぅ？」

「よだれ出てるぞ？」

「ふぁ？　え、ええと、あれ？　闇の住人だけが見える世界は……？」

「いいから夕飯食え」

「えーと、えーと」

「居眠りしてたんだよ。疲れてたのか？」

「んーと……」

「とりあえず、食え」

「……うん」

　そしてとりあえず、ナポリタンは食べた。

　美お味いしかった。

　お腹なかがふくれたのでソファに座り、兄が皿を洗ってる間、ぼんやりテレビから流れているバラエティ番組を見ていると、また、ふわーっと気持ちのいい眠気が襲ってきて──







「う、うぉおおおおおおお、静まれ、静まってくれ、私の右腕ぇえええええええ！」

　と、悲ひ愴そうな声で夜よ空ぞらが叫んだ。

　私は夜空のほうを見る。

　そこには、必死の形相で暴れる右腕を押さえこんでいる美少女がいた。

　長い藍色の髪。

　制服をまとった華きや奢しやな体。

　やたら整った顔立ちの、少女。

　三み日か月づき夜空だ──

　その夜空の顔が、苦く悶もんに歪ゆがむ。

　彼女は右腕に潜む魔神【トモチャン】の力によって、ありとあらゆる超能力や魔法のたぐいを無効化できる能力を持っている設定なのだが、どうやら限界を超えてしまったようだった。

「お、お願い、静まって、トモちゃん！」

　夜よ空ぞらが震える声音で右腕に言う。

　しかしトモちゃんは言うことをきかない。夜空に向かって中指を立ててきて、

「そ、そんな……トモちゃん！　トモちゃぁあああああん！」

　それに私は顔をしかめ、言う。

「くそ、これまでか……夜空。トモちゃんはもうだめだ。切断しよう」

　しかし夜空は泣きそうな顔で首を振り振り、言う。

「ま、待ってくれ……トモちゃんは絶対に私を裏切ったりしな……」

　が、言葉はそこまでだった。暴走したトモちゃんは、夜空の細い太ももをパンっとたたく。

「痛っ!?」

　続いてピースマークを作る。

「ん？　なんだ？　トモちゃん、まさか私になにか、メッセージを……」

　続いて親指と人差し指で○マークを作る。最後に遠くを見渡すように額に手を掲げ、

「うん？　ええと、パン、ツー、マル、見え」

　次の瞬間、トモちゃんが夜空のスカートを一気にめくり上げる。

「え、え、ちょ……」

　当然、夜空のパンティは丸見えになって、

「ちょ、うお、うそうそ、待っ……トモちゃん、やめ、嫌ぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」



　ドカァアアアアアアアアアン！



　夜空は死んだ。

　爆死だった。

　だがまあ、私以外はモブだから仕方ない。

　私はとりあえず怒りの表情を作って、言う。

「お、おのれマリアめぇ！　我の同胞に、なんてひどいことを！」

　すると目の前の高くそびえ立つ教会の屋根の上に立つ、一人の妖艶な幼女がこちらを見下ろしてくる。

「…………」

　月明かりを背に、シスターのような姿をした、十歳くらいの少女。

《腸はらわたえぐりのマリア》──略してうんこマリア──がこちらを見下ろす。

「ふぇっふぇっふぇ、この程度で死ぬ、うんこ以下の貴様らが悪いのよ」

　もう、これ以上ないというほどの悪人面の悪幼女がそう言ってくる。

　いま、私たち夜の眷けん属ぞくは、世界の平和を守るために、宇宙からやってきた異形のなにかと戦っているのだった。

　奴やつらは私の兄の中に住む狼ロー雅ガ・ヴェルヘイム・ゼイリスを殺そうとしているのだ。

　狼雅・ヴェルヘイム・ゼイリスはこの世界を司つかさどるすべてを守（略）とにかくイロイロすごい大事なので守る必要があるのだ。

　そしてそれが、私が兄に必死に隠していた秘密。

　私はそっと振り返る。

　背後には私と、そして兄が住む家がある。

　兄はいまもなにも知らずに後片付けの皿洗いをし続けている。

　毎日皿洗いをし続けている。

　だから守る必要があった。

　一生懸命守る必要があった。

　私は両手を開き、敵に対抗するための次の手を打つことにする。

「……く、ククク、だが、この程度でいい気になってもらっては困るなマリア。夜よ空ぞらは我ら闇やみの眷属四天王の中でも最弱──おい、星せ奈な……」

　そう言って、私はもう一人の四天王の名を呼ぶ。

　すると背後からもう一人の四天王──華やかな美人が、バインバインと無駄に大きい胸を揺すりながらやってくる。

「はい……レイシスさま」

「いけ。おまえの乳肉であのペチャパイを肉まみれにしてやれ！」

「おまかせを！」

　私が命じると、星奈は飛びだしていった。

　教会の屋上に進むために、とりあえず教会の入り口へと入る。

　私はその、教会へと消えていった星奈のほうを見つめる。

　うんこマリアも屋上から、こちらを無言で見下ろす。

「…………」

「…………」

「…………」

「……ところでレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギよ」

「なんだ？」

「……この教会は、全二十四階ある設定なのだが」

「ふむ。確かそういう設定だったな」

「そしてその各階にボスキャラを配置しているのだが」

「うむ」

「……あの肉を、ワタシは何分待てばいい？」

「……うーんと」

　確かに、夢のくせに教会をわざわざ上るのは展開がちょっと遅いな、とは、私も思った。

　なので次の瞬間！

「くそ、星せ奈な！　星奈ぁあああああああああ！」



　ドカァアアアアアアアアアン！



　私の叫びもむなしく、星奈は爆死した。

　涙なしには語れない悲壮な最期だった。

　敵の仕掛けた罠わなに、大きすぎた胸があたってしまったのだ。あと１サイズ胸が小さければ……あと、１サイズ……たった１サイズ……

　それにマリアが笑う。

「ふぇっふぇっふぇ～！　って、なんでさっきからワタシの笑い声こんな変なのだ！」

「いいからいいから！」

「え、うう……ふぇっふぇっふぇー！　これで手詰まりのようだな。ではワタシたちうんこ一族が、この世界を──」

　が、私はそれをにやりと笑って、遮る。

「ふ、ふふふ、馬鹿め。この程度でいい気に……」

「それさっき聞いたのだ」

「まあ待て。すぐに終わるから待つんじゃ」

「うう？」

「星奈は四天王の中でも二番目の最弱……次の四天王を……」

「まだいるのかぁ～」

　と不満は出るが、とりあえず次の四天王が現れた。

　まるで戦国時代のような甲かつ冑ちゆうを着込んだ楠くすのき幸ゆき村むらが、

「あ、あにきー！」

　と叫んで爆死。

　それを見た闇やみを司つかさどる四天王にして、《科学》を操る志し熊ぐま理り科かが、

「ゆゆゆゆゆ、幸村くんが『あにきー！』と叫びながら小こ鷹だか先輩のバックを……小鷹先輩はちょっぴり緊張しながらも期待に胸を高鳴らせて幸ゆき村むらくんの意外なほど立派なそれを受け入れ……すごく……大きいです……ハァハァ……ハァハァ…………エクスカリバーッ!!」

　もう、登場前に白目を剥むいて倒れてしまうという役に立たないぶりだった。

　だがやはり主役は私。残りはモブなので、邪魔者たちがいなくなったことに私は少しだけ満足げに、

「ええい、やはりどこまでも運命は、我にこの世界を守れというのか！」

　そう、叫んだ。

　するとマリアが屋上から、

「……………………くーくー」

「寝るなぁあああああああ！」

「へ!?」

　と、私が悪の化身を闇やみからたたき起こそうとしたところで──



　　　　　　



「おい……おい小こ鳩ばと」

「……むーにゃ……四天王のエクスカリバーがゆにばーす」

「どういうことよ。いやエクスカリバーじゃなくてさ、もう寝る時間だぞ」

「ふぇ？」

　私は目を、覚ました。

　やはりソファの上。

　時刻は十一時二十四分。

　そろそろ深夜アニメを見る準備も視野に入れ始めてもいい時間だ。

　私は時計をぼんやり見つめて、

「あんちゃん」

「ん？」

「動きたくない」

「どこのお姫様だよ！　いいから、歯、磨いて寝ろ」

　とりあえず歯は磨いた。顔も洗った。パジャマを着た。兄に隠れて深夜までアニメは見た。

　寝不足だ。

　明日もきっと夕方眠くなるだろう。

　だがまあいい。

　我は漆黒の闇やみに棲すむ吸血鬼レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギ。

「クク……宵よい闇やみだけが、我が友よ……」

　などと呟つぶやいてにまにま笑いながら、私はベッドに入った。

　宵闇は友だが夜更かしはやっぱり辛つらいのですぐに眠りについた。



　　　　　　



　その夜は、妙な夢を見た。

　私は普通の女の子だった。

　カラコンをしていない。ドレスを着ていない。兎うさぎの人形を持っていない。

　私はなんの力も持っていない、真祖でもない、ただの女の子で。

　なのに敵だけはいた。

　強大な敵だった。

　夢だからそれがどんな敵なのかは、わからなかった。ただ、怖いことだけはわかった。

　私はそれが怖くて怖くて、泣きそうな顔で、

「あ、あんちゃん！」

　と、あんちゃんの名を呼んだ。

　するとあんちゃんはすぐにきてくれた。

「大丈夫か、小こ鳩ばと」

　あんちゃんはいつもそうだ。私が不安なときや、寂しいときは、いつもそばにいてくれる。

　最近はちょっと、部活の話ばかりして嫌だけど、でも、やっぱりあんちゃんは私のあんちゃんで。

「あんちゃん！」

　私が言うと、あんちゃんは私の頭を優しくなでて、言う。

「……なんだ。そんなに怖かったのか？　でももう大丈夫だ。俺がいまから、おまえを不安がらせてる敵を、やっつけてきてやるからな」

　敵が誰だかはやはり、わからない。でも、あんちゃんならきっとやってくれるって、わかっている。だから私は笑う。

　するとあんちゃんも笑ってから、

「じゃ、ちょっといってくるよ」

　と、駆けだしていってしまう。

　私はそれをやはり、不安な気持ちで見つめる。

　すると背後で声がした。

「……まったく、あいつはどういうつもりだ、いっつも一人で抱え込んで」

　夜よ空ぞらの声だった。

　続いて、

「あたしたちがついてないと、なんにもできないくせにね」

　星せ奈なの声がする。

　そしてなんか、そういう展開を私は知っている。主人公を守るために、かつての仲間が続々現れるこの展開を、私はよく、アニメやなんかで見たことがある。

　でも本当は、

「…………」

　不安の原因は、これなのだ。

　この仲間たちが、あんちゃんを奪うんじゃないかって、私は……私は……

「う、うちは……」

　と、不安そうに私が呟つぶやくと、夜空がこちらに手を伸ばしてにっこり笑い、

「だから一緒に、助けにいこう小こ鳩ばと。あいつは……小こ鷹だかは友達が少ないから、私たちが助けてやらないとな」

　そう、言ってきて。

　私は夜空を見る。

　星奈を見る。

　その後ろにいる、幸ゆき村むらを、理り科かを、マリアを見つめて、それから、

「……うん」

　と、その、仲間たちの手を私がつかんだところで──



　　　　　　



　朝がきた。

　そこで私は目を覚ます。

　時刻は七時二十分。

　うるさく目覚ましが鳴っている。

　それを見つめ、それからいま見た夢を思い出して、一言。

「……非常に不満じゃ」

　そう言ってから、でも、私は小さく笑った。
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　ある日の放課後。

　私立聖せいクロニカ学がく園えんの敷地内にある礼拝堂の『談話室４』──すなわち『隣りん人じん部ぶ』の部室にて、一人の少年が読書をしていた。

　名前は羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか。

　高校２年生で、所属する部活はここ『隣人部』。

　染めるのに失敗したような茶髪混じりの金髪と常に睨にらんでいるような凶悪な目つきが相まって、どう見てもヤンキーにしか見えない少年なのだが、見かけによらず彼はけっこう本を読む。

　特に好んで読むのはいわゆる『ライトノベル』と呼ばれる類たぐいの中高生向けの小説で、小説を読むようになったきっかけは「一人でいるときに漫画よりも長く時間を潰つぶせてコストパフォーマンスがいいから」というなかなかに切ないものだったが、今ではいっぱしのラノベファンである。

　と、

「……げぅぇへ」

　ブックカバーの掛かった文庫本を読みながら、小鷹が笑みを浮かべた。

「「こわ……」」

　一部では「笑った顔が一番怖い」とまで言われているその凶悪な笑みに、小鷹の近くの席で同じように本を読んでいた二人の少女が同時にドン引きした。

　不機嫌そうな顔でカバーをかけた新書を読んでいた、どこか中性的な顔立ちの短い黒髪の少女の名は三み日か月づき夜よ空ぞら。隣りん人じん部ぶの部長だ。

　ニヤニヤしながら二体の人型ロボットがレスリングをしているような変わった表紙の薄い本を読んでいた白衣姿の少女は志し熊ぐま理り科か。彼女も隣人部の部員である。

「え？」

　二人の声に、読書に集中していた小こ鷹だかが本から顔を上げる。

「どうかしたのか？」

「……べつに。ただ小鷹がキモかっただけだ」

　怪け訝げんな顔をする小鷹に、夜空が淡々と酷ひどい答えを返す。

「き、キモい!?　ただ本を読んでただけなのに!?」

「……自分で気づいてなかったのか？　読みながらお前、ずっと気持ち悪い顔をしていたぞ。たまに『ぶひゅっ』とか『げへ』とか変な声も出てたし……」

　ショックを受ける小鷹に、夜空がジト目で指摘した。

「そんな馬鹿な……。たしかにあまりにも面白くてたまに顔がにやけるようなことはあったかもしれねえけど……」

「いや、明らかに『にやける』とかそんな可愛かわいいものではなかったぞ」

「ですね。特に今のなんて、三日ぶりに獲物を見つけた飢えたライオンみたいな顔でさすがの理科も身の危険を感じました。……肉食系の小鷹先輩も理科的にはアリですけど、そヽうヽいヽうヽ肉ヽ食ヽではないです」

　夜空の言葉に理科も続けて言った。

「そこまで酷い顔してたのか俺……」

　素でショックを受ける小鷹に理科は軽く笑い、

「あはっ、まあよくあることですよ小鷹先輩。理科だってあまりにも素敵すぎるＢＬ本とかを読んでいるとき、夢中になりすぎて頭がフットーして瞳孔全開で鼻息も荒くけたたましい奇声を上げながら床を転げ回ってしまうことくらいありますし」

「それは知ってる。つーかその光景は実際よく見かける。…………うん。人前で読書するときは夢中になりすぎないように気をつけよう……本当に気をつけよう……」

　暴走状態の理科の狂態を思い浮かべ、しみじみと言う小鷹だった。

「……むー、せっかくフォローしたのにその反応はなんだか釈然としませんが、まあいいです。……ちなみに今日はどんな本を読んでるんですか？」

「ん？　ああ、これか」

　尋ねる理科に、小鷹はブックカバーを外す。

　その表紙には、誰がどう見ても美少女だと認識するであろう、いわば『美少女のイデア』そのものと言っても大げさではないレベルの、完璧すぎるほど完璧な一人の美少女のイラストが描かれていた。



「ほら、『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』の最新刊だ」



　どこか得意げに、小こ鷹だかはその本のタイトルを口にした。

「あー、そういえば昨日発売でしたね、それ」

「おう」と小鷹は機嫌良く笑う。

「この一いつヶか月げつくらい、ずっと出るのを楽しみにしてたんだよなーこれ」

「ふーん……」

　夜よ空ぞらが本の表紙をちらりと一いち瞥べつし、

「……それはいわゆる『らいとのべる』というものだな？　そんなに好きなのか？」

「おうっ！　特にコレはラノベの中でも格別にお気に入りなんだ！　一番好きと言っても過言じゃないくらいだぜ！　夜空も興味あるか？」

「い、いやべつに」

　珍しくとてもイイ顔で笑って嬉うれしそうに言う小鷹に、夜空は少し赤面し、努めてどうでもよさそうに答えた。

　しかし小鷹は、

「わかった！　じゃあ夜空に興味をもってもらえるよう、俺が解説してやろう！」

「は？」

　夜空は一瞬きょとんと戸惑い顔になり、

「べ、べつに解説などいらん！　本当に興味ないし……」

「はは、遠慮するなって！」

「遠慮じゃない！　なんで今日に限ってそんな強引なんだお前は……」

「そりゃお前、好きだからに決まってるだろ！」

　堂々と言う小鷹に、夜空の頬ほおがますます赤くなった。

「くっ……『この本が好きだから』という意味だとわかってはいるのに……」

「え、なんだって？」

「なんでもない！」

　忌いま々いましげに声を上げ、夜空はおずおずと、

「…………ち、ちなみにその『生徒会の一存』とかいう小説は……お、幼なじみがヒロインだったりするのか？　ほら、ライトノベルにはよくヒロインが幼なじみという話があるって聞くし……」

「ヒロインが幼なじみ？　や、違うけど」

「……そうか」

　さらりと言われてぶすっとする夜よ空ぞらに、小こ鷹だかはさらに続けて、

「まあ幼なじみキャラも一応出てくるけど、どっちかっていうとお邪魔虫……ああいや、お邪魔虫ってのは言い過ぎで飛鳥あすかは飛鳥ですげえいい娘なんだけど、立ち位置的には『乗り越えるための障害』、『成長するための踏み台』……『噛かませ犬』……とか、まあそんな感じのキャラだな」

「……そうですか」

「おう。それはともかく、この生徒会……正式には『生せい徒と会かいの一いち存ぞん　碧へき陽よう学がく園えん生せい徒と会かい議ぎ事じ録ろく』シリーズは、富ふ士じ見みファンタジア文ぶん庫こから出版されてる超人気作品で、タイトルからも想像できるように基本的には生徒会を中心にした──」

「くっ、しかも生徒会……！　もはや私が好きになれる要素が絶無……！」

　ギリギリと歯は噛がみする夜空の様子には気づかず、小鷹はいかに『生徒会の一存』が素晴らしい作品であるかを延々ペラペラと空気も読まずドヤ顔で語る。

　普段はどちらかというと喋しやべらないほうなのに自分が好きなことだけは饒じよう舌ぜつに語るのは実に非コミュらしかった。

　……………………。

　…………。

「……──そんなわけで、『生徒会の一存』が登場しなければ今こん日にちのライトノベル界におけるいわゆる《日常モノ作品》のブームもなかったと言える。まさに歴史を変えた偉大な作品ってわけだな。あ、そうだ、ちょうど鞄かばんの中に新装版の一巻を持ってきてたから貸してやるよ。夜空もぜひ読んでみてくれ」

「あーはいはい……読みます読みます……」

　小鷹の『生徒会の一存』談義は数十分にもおよび、シリーズ一作目の文庫本を受け取って夜空は疲れた顔で答えた。

「きっとお前も気に入ると思うぜ」

　小鷹は満足そうに頷うなずき、それからハッとなって、

「あ、そうだ！　すっげー大事なことを忘れてた」

「ま、まだあるのか!?」

　夜空が泣きそうな顔になる。

「ああ。これはちょっとネタバレになるんだけど……へへ、聞いて驚くなよ？」

　自分のことでもないのになぜか得意げに小鷹は言う。



「なんとこの『生徒会の一存』に書かれてる内容って、全部実ヽ話ヽなんだ！」



「……実話、だと？」

　さすがに驚きの表情を浮かべる夜よ空ぞらに、小こ鷹だかは神妙な顔で頷うなずき、

「ああ。語かたり部べで主人公の杉すぎ崎さき鍵けんさんをはじめ、この作品に登場するキャラはみんな実在の人物で、物語の内容も現実に起きたことで、実際にこれを執筆してるのも主に杉崎さん本人なんだ」

「……自分の身の回りで起きたことを小説にして、しかもそれが世間で大ヒットしているというわけか。たしかにそれはすごいな……」

「だろ!?　……いやー、ほんとにすげえよなあ杉崎さん。俺たちと同じ高校生だってのに……ほんとに尊敬するぜ……。本物の『リア充』ってのは、まさに杉崎さんみたいな人のことを言うんだろうな。どうしたらこんなカッコイイ生き方ができるのか教えてもらいたいもんだ」

　憧どう憬けいに目をキラキラさせる小鷹。

　と、そこで不意に、これまで黙っていた理り科かが口を開いた。



「それなら会ってみますか？　その『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』の作者さんに」



「……は？」

　きょとんとする小鷹に理科はさらりと言う。

「小鷹先輩がお望みなら、理科が会えるようにセッティングしてみますよ？」

「え、いや、会えるようにってお前、そんな簡単に……」

「実は杉崎さんって、理科の知り合いの知り合いなんですよ。その人に頼めば多分なんとかなるかと」

「マジで!?」

「はい。ほら、理科って《企業》に技術協力してるじゃないですか」

「た、たしかにそうだったけど……企業ってあヽのヽ《企業》だったのかよ!?」

　ちなみに《企業》とは『生徒会の一存』の作中に登場する世界的な組織で、その全貌は本編でも明らかにされていないのだが、主人公の杉崎鍵はそんな《企業》の陰謀に立ち向かい勝利している。

「そんなに驚くようなことでもないと思いますよ先輩。たとえば理科がＳ○ＮＹとかマイク○ソフトみたいな企業と付き合いがあっても、そんなに意外でもないでしょう？　今回その中にたまたま、先輩が愛読している小説にも登場する企業があって、そこで働いてる人と知り合いだった──それだけの話です」

「や、そう言われればそうかもしれねえけど……《企業》って実在したのかよ……そこだけは話を盛り上げるためのフィクションだと思ってたぜ……」

　なおも唖あ然ぜんとしている小こ鷹だか。

「で、どうしますか？　先輩」

　どこか悪戯いたずらっぽくやんわりと微笑ほほえんで尋ねる理り科かに、小鷹は数十秒の逡しゆん巡じゆんののち、「ぜ、ぜひともお会いしたい！」と頷うなずいたのだった。



＊　　　＊　　　＊



　数時間後。

　小鷹をはじめ、他の部員たちがとっくに帰宅した隣りん人じん部ぶ部室にて。

　三み日か月づき夜よ空ぞらは一人、小鷹から半ば無む理り矢や理り貸し出された『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』の一巻を読んでいた。

　日も暮れ、下校時刻を過ぎてグラウンドで運動部の練習する声も聞こえなくなった静かな室内に、ページをめくる音だけが小さく響く。

「ふう……」

　最後のページまで読み終わって、夜空の唇から柔らかな吐息が漏れる。

　ぱたん、と静かに本を閉じ、呟つぶやく。



「…………お、面白いじゃないか……」



＊　　　＊　　　＊



　数日後。

　羽は瀬せ川がわ小鷹は日本の北のほうにある地域の、とある喫茶店にいた。

『生徒会の一存』メイン執筆者の杉すぎ崎さき鍵けんとの面談の申し入れは意外なほどあっさり承諾され、日時や場所もすんなり決まった。

　友達がいないので基本的にいつも暇な小鷹とは違って杉崎鍵は大人気作家だというのに、そのフットワークの軽さは驚嘆すべきことだった。さすがリア充は違う。

　面談の場所であるこの喫茶店に来たのは小鷹一人だけ。

　セッティングをしてくれた理科は「人混み大嫌いなので何時間も電車に乗るとか勘弁してください」ということで同行してくれず、ファンでもない人間をぞろぞろ連れて行くというのも先方に迷惑になるので、結局小鷹だけがこの場に来ることになってしまった。

　隣人部で今回の話題が出たときは柏かしわ崎ざき星せ奈なが「『生徒会の一存』の登場人物に会いに行くですって!?　あたし林りん檎ごちゃんとエリスちゃんぺろぺろしたいぺろぺろ！」と気持ち悪い顔で興奮していたのだが、会うのは杉崎鍵だと聞いた途端に「だったらどうでもいいわ。男子に会ってもしょうがないし」と冷めてしまった。

　そんなわけで現在、小こ鷹だかは緊張しながら杉すぎ崎さき鍵けんの到着を待っていた。

　微動だにせず、顔を引きつらせ、俯うつむきがちにジッと、テーブルの上に置かれたコーヒーの黒をひたすら睨にらみ続けている。

　さっきから隣を通りかかる他の客や店員がみんなギョッとしているのにも気づかずに。

　……そんなガチガチの小鷹に、



「羽は瀬せ川がわ小鷹くん、だな？」



　男の声。

　ハッとして顔を上げ、「あ、は、ハイ！」と上擦った声で答える小鷹。

「ん、待たせたな」

　小鷹の前に現れた人物は、そう言って小鷹の正面の席に座った。

「は、ははははじめまして、お、お、オレ、は、羽瀬川小鷹……ッス！」

　しどろもどろになりながら、小鷹は彼の姿をまじまじと見つめる。

　憧れの『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』主人公、杉崎鍵と思おぼしき人物の姿を。

「………………………………え、……え……ええ、と……」

　小鷹の脳内を支配したのは、『戸惑い』だった。

「？　？　？　？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？」

「どうかしたのかね」

　訝いぶかしげに尋ねてくる《杉崎鍵》を、小鷹は改めて観察する。

　整った顔立ちにどこか険のある表情を浮かべた、なんとなく冷たい雰囲気を持つ若い男。

　若い。少なくとも『中年』という歳ではないだろう。

　しかし──どれだけ若く見積もったとしても、自分とほぼ同い年にはとても見えない。

　さらに言えば、本の中の挿絵やシリーズ第五巻『生せい徒と会かいの五ご彩さい』の表紙に描かれている杉崎鍵の姿とは似ても似つかない。

「あ、あの……杉崎鍵先生ですよね？　『生徒会の一存』の作者の……」

　恐る恐る尋ねる小鷹に、男は一瞬胡う乱ろんげな表情を浮かべ、眉間に皺しわを寄せ、

「杉崎……ああ……そういえば、そヽうヽいヽうヽこヽとヽにヽなヽっヽてヽいヽるヽのだったな」

　含みのある言い方に、小鷹はますます混乱を深める。

「え、ええ……と？」

「……失敬。自己紹介がまだだったな」

　男は名刺を取り出して小鷹に差し出し、淡々と名乗った。



「俺の名は《葵あおいせきな》──主に富ふ士じ見みファンタジア文ぶん庫こで活動している小説家だ」



「…………葵……せきな……」

　どこかで聞き覚えのある名前だった。

　どうにか思い出そうと、混乱する頭を必死で働かせ、考えること数十秒。

　その名に思い至り、小こ鷹だかは口をぱくぱくさせて──、

「えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

「……静かにしたまえ。迷惑だぞ」

　驚きよう愕がくのあまり店中に響き渡るような声で叫んでしまった小鷹を、男──葵せきなは顔をしかめて咎とがめた。

「す、すいません……！」

　顔を赤くして謝り、小鷹はなおも混乱する思考を必死で整理する。



『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』という作品は、主に碧へき陽よう学がく園えん生徒会での雑談や活動の風景を、生徒会役員である杉すぎ崎さき鍵けんがメイン執筆者となって小説の形にまとめたものである。

　富士見ファンタジア文庫からは、印税の支払いやマーケティングといった様々な大人の事情で、便宜的に、一人のプロ小説家の名義で出版されている。

　だが、これはあくまでも建前としてそうなっているだけである。

　そんなことは、『生徒会の一存』の読者ならば誰でも知っている常識だ。

　その名目上の著作者の名前がたしか──《葵せきな》。

　よほど熱心な読者でなければ気にもとめないような、覚えていても何の意味もない、どうでもいいような名前…………だヽっヽたヽはヽずヽなヽのヽにヽ。



「あ、葵せきな、さん……ですか？」

「いかにも」

　運ばれてきたコーヒーを一口だけすすり、葵が鷹揚に頷うなずく。

「あ、あの……じゃあ、あの、杉崎先生、は……？」

「何を言っているのだ君は？」

　意味がわからない、といった様子の葵に、小鷹はなおも縋すがるように問いかける。

「だ、だって、『生徒会の一存』は、碧陽学園生徒会の皆さんが『葵せきな』っていう名義で出版している小説なんですよね？」

　葵あおいはそんな小こ鷹だかに、



「ん？　あー、たしかにそういう設定になっているが、それは嘘うそだ」



　あっさりと──幻想を打ち砕くような衝撃的な一言を口にした。

「嘘……!?」

「ああ。あの小説は、作中では主に主人公の杉すぎ崎さき鍵けんをはじめとする生徒会メンバーや顧問教師、もしくはその他の碧へき陽よう学がく園えん生徒が執筆しているという設定になっているがそれは嘘で、実際には普通にプロの作家であるこの俺が書いている」

「う、嘘だっ！」

「『ひ○らし』ネタは微妙に古いぞ」

　信じられないような驚きよう愕がくの真実を受け止めきれず反射的に否定しにかかった小鷹に対し、葵はご丁寧にも『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』内で杉崎鍵がしたのと同じツッコミで返した。

「少し考えればわかるだろう。新人賞を受賞したわけでもない素人の学生ごときがどれだけ頼み込んだところで、日本、いや世界を代表する至高にして究極のライトノベルレーベルであり電○とかＭ○とかそんなカスどもなど足下にもおよばない我らが富ふ士じ見みファンタジア文ぶん庫こから小説を出版することなど、できるわけがないだろう。たとえどれだけ大金を積もうと、もしくは美少女が全裸で迫ろうと、誇り高き富士見ファンタジア文庫編集部がそんなふざけた企画を通すことなど絶対にありえない」

「そん……な……」

　愕がく然ぜんとする小鷹に、葵は「くく……」と小気味よさそうに笑う。

「素直なのは結構だが、君はもう高校生だろう？　フィクションと現実の区別くらい、つけられるようになりたまえ」

「う……ぐ……」

　悔しさと悲しさで呻うめき、拳を握り俯うつむいてしまった小鷹に、葵は穏やかに語りかける。

「さて……余談はこれくらいにしておこう。せっかくの機会だ。なにか俺に……『生徒会の一存』作者、この葵せきな様に聞きたいことはあるかね？　特別になんでも答えてやろう。俺もなかなか忙しい身でね、こうして読者と話をする機会など滅めつ多たにないのだよ」

　小鷹は俯いたまま暫しばし沈思し──

「…………んですか？」

　ぽつりと、絞り出すように言葉を放つ。

「ん？　なんだね」

　眉をひそめる葵に、



「……全部、嘘うそなんですか？　『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』が主人公の杉すぎ崎さき鍵けん本人に書かれた小説だというのが嘘だったとして……小説で起きた出来事……くだらなくも楽しい雑談やゲーム、杉崎鍵や生徒会メンバー、碧へき陽よう学がく園えん生徒たちの活躍や葛藤、汗や涙、恋愛や友情も、全部、作り物だったんですか？　嘘だったんですか？」



　僅かな希望に縋すがりつくように尋ねる小こ鷹だかに。

「ふ……」

　葵あおいは整った顔に優しげな笑みを浮かべ、



「ああ。嘘だ。すべて俺が頭の中で創り出した作り話に過ぎない」



「………………そう、ですか」

　今度こそ心を完全にへし折られ、小鷹はがっくりとうなだれた。

　が。



「──嘘ヽだヽっヽたヽかヽらヽ、なヽんヽだヽとヽ言ヽうヽのヽだヽ？」



　残りのコーヒーを一息で飲み干し、立ち上がりながら葵は言った。

「え？」

　顔を上げて葵を見上げ、小鷹は戸惑う。

　葵はシニカルな笑みを浮かべながらも、どこか優しげな目で小鷹を見る。



「物語に描かれていたことが全て嘘だったとして──その物語を読んで君が手に入れたものまで、嘘になってしまうとでも言うのかね」



「あ……」

　小鷹が目を見開く。

　葵は「ふん……」と、小馬鹿にするように鼻を鳴らす。

「作り話のなかのクソガキどもが、くだらなくも楽しい雑談やゲームをしている話を読んだときに君が感じた気持ちや、クソガキどもの青臭い恋愛や友情に対して君が抱いた感情は、紛まぎれもない本物だろうに。……しかもこうしてわざわざ北国くんだりまで作者に会いに来るほどだ……たかだか作り話だったくらいで価値を貶おとしめられるような、その程度の気持ちではないだろう？」

　声音こそ冷淡だが芯の部分では温かいその言葉は、小説家というよりはまるで、子供を厳しくも優しく導く、面倒見のいい教師のようだと小こ鷹だかは感じた。

「葵あおい……先生……！　オレ……」

「……ふん、だから子供は嫌いなのだ。私は忙しいからもう行くぞ」

　感銘を受けて真まっ直すぐに自分を見つめる小鷹に対し、葵は微妙に早口で言い捨て、踵きびすを返し足早に店を出て行ってしまった。

　一人残された小鷹は、すっかり冷めてしまったコーヒーを飲みながら思う。

『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』の作者は現役高校生ではなかったけれど、書いている作品と同じようにとても素敵な人だったな、と。



＊　　　＊　　　＊



　数分後。

　喫茶店を出て行く羽は瀬せ川がわ小鷹の後ろ姿を物陰から見つめる、二人の男がいた。

　一人はさっきまで小鷹と話していた若い男──葵せきな。

　もう一人は、高校生くらいの少年だ。

　見た目はどこか軽薄そうな感じのイケメンだが、見る人が見れば、彼の本質的なところにある《強さ》に気づくかもしれない。



　名前は──杉すぎ崎さき鍵けん。



『生徒会の一存』シリーズのメイン執筆者であり、主人公である。

「さすがにやりすぎだぞ、枯ヽ野ヽ。……羽瀬川くん、涙目だったじゃねえか」

　杉崎が咎とがめるように言った。

「ふん……だから最後はフォローしてやったではないか」

　小鷹の前で『葵せきな』と名乗った男──《企業》の元幹部、枯かれ野の恭きよう一いち郎ろうは少しばつが悪そうに言った。

「だからってなあ……あそこまでキツく言うことねーだろ。大事な読者さんなんだし」

「ふん」と枯野は忌いま々いましげに鼻を鳴らし、

「いきなり呼び出された挙げ句、貴様なんぞの身代わりをやらされて、貴様なんぞのファンと二人でお茶をさせられた、この私の身にもなれクソガキが」

「う……」と、今度は杉崎のほうがばつの悪そうな顔をした。

「しょ、しょうがねえだろ。『生徒会の一存』の関係者の中で読者に顔が知られてないのって、一度もイラストになってないあんたくらいしかいなかったんだから……」

「ふん。べつに貴様本人が出て行っても問題なかったと思うがな」

　どこからともなく杉すぎ崎さき鍵けんが表紙をかざっている『生せい徒と会かいの五ご彩さい』を取り出して、表紙をパンパンと叩たたく枯かれ野の。

「発売当時からずっとツッコもうと思っていたが、いったい誰だこのイケメンは。美化しすぎだろうこれ。貴様とは似ても似つかんぞ」

「ええ!?　どこをどう見ても本物の俺に超そっくりだろうが！　むしろ写真と見間違えるレベル！」

「（笑）」

「うおおおおい鼻で笑うなよ！」



　……杉崎が枯野恭きよう一いち郎ろうに『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』の作者と偽らせて小こ鷹だかに会わせたのには、無論ただの悪ふざけではなく事情があった。

　数日前の碧へき陽よう学がく園えん生徒会にて、顧問の真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とりから「私の知り合いの知り合いに熱烈な『生徒会の一存』ファンがいて、ぜひとも杉崎に会いたがっているらしいが、どうする？」という話があった。

「ファン!?　美少女ですか!?」と食い付く杉崎。

「違う。男子高校生だ」

「なんだ……でもま、べつにいいですよ。ちょっと会うくらいなら」

　と、ここまでは特に何の問題もなかったのだが。

　とある筋からの情報によれば、どうもその真儀瑠の知り合いの知り合いというのが、『僕ぼくは友とも達だちが少すくない』とかいう小説の作者らしい。

『僕は友達が少ない』──通称『はがない』。

『生徒会の一存』シリーズと比べたらウンコみたいなものだが、最近それなりに勢いのあるライトノベルであり、内容的にも『生徒会の一存』と同じように大きな事件が起きるわけでもなく部室でわいわい雑談をしたりゲームをやったりするのがメインらしい。つまりパクリである。しかも作者は杉崎たちと同じく現役高校生。

　その『はがない』の作者が、『生徒会の一存』ファンと称して作者と接触をはかってきた──この事実に碧陽学園生徒会は騒然となった。

「これはアレだよ！　いわゆるて、て、てきじょーしちゃちゅ」

「敵情視察よ、アカちゃん」

　生徒会長の桜さくら野のくりむが舌足らずな声で言って、書記の紅あか葉ば知ち弦づるがツッコム。

「へへ、堂々と人んちの庭に乗り込んでくるとは、パクリ野郎のくせしていい度胸してるじゃねえか、気に入ったぜ！　こりゃあガチでやりあうしかねーな！」

「ぼ、暴力は駄目です、お姉ちゃん！」

　椎しい名な深み夏なつと真ま冬ふゆの姉妹が口々に言う。

　そして相談の結果、とりあえず相手の出鼻を挫くじくべく、作者の代理人──すなわち『葵あおいせきな』という架空の人物を派遣し、様子を窺うかがうことになったのだ。



「しっかし、なんかすっげー罪悪感あるなあ……」

　気まずそうに杉すぎ崎さきが呟つぶやく。

　羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかと葵せきな（枯かれ野の）の面談の様子をこっそり観察していたのだが、杉崎の見る限り、小鷹はライトノベル作家などではないと思う。

　いや、よしんば彼が本当に『僕ぼくは友とも達だちが少すくない』の作者だったとしても、そんなことはどうでもいいのだ。



　彼は──自分がそうであるように──ただの、一人の高校生だ。



　悩みながら、傷つきながら、それでも進んでいくしかない、ごく普通の少年だ。

　枯野のフォローで結果的に小鷹を傷つけるようなことにはならなかったものの、彼を騙だましてしまったことには変わりない。

「ふん、せいぜい己の迂う闊かつさを反省するがいい馬鹿め」

「わーってるよ……」

　底意地の悪い笑みを浮かべる枯野に、杉崎は嘆たん息そくし、

「……にしても、人の噂うわさなんてのはつくづくアテにならねーもんだな」

「……それについては同感だクソガキ」

　しみじみと言う杉崎に、枯野も頷うなずいた。

「ったく、どうすりゃあいつが『学校で怖おそれられてるヤンキー』に見えるんだか……」

「まったくだな……大衆どもの感覚はわからん」

　二人して、小さくなっていく羽瀬川小鷹の後ろ姿を見つめる。

　シヽョヽーヽトヽカヽッヽトヽのヽサヽラヽサヽラヽのヽ黒ヽ髪ヽを風になびかせて歩いて行く、その後ろ姿を。



「羽瀬川くん、善よし樹きとはまた違うタイプだけど……あいつに負けず劣らずの、女ヽだヽっヽてヽ言ヽわヽれヽてヽもヽまヽっヽたヽくヽ違ヽ和ヽ感ヽなヽいヽくヽらヽいヽのヽスヽーヽパヽーヽ美ヽ少ヽ年ヽじゃねえか……」



　釈然としない気持ちで、杉崎は呟いた。

「はぁ……気晴らしに本屋行ってラノベでも買うか」



＊　　　＊　　　＊

　一方──。

「……よう」

　葵あおいせきな（枯かれ野の恭きよう一いち郎ろう）が去ったあと喫茶店を出て道を歩いていた小こ鷹だかの前に、一人の少年が現れておずおずと声をかけてきた。

　茶髪混じりのくすんだ金髪と常に睨にらんでいるような目つきが特徴的な、ヤンキーみたいな外見の少年である。



「小ヽ鷹ヽ」



　羽は瀬せ川がわ小鷹が、現れた少年──本ヽ物ヽのヽ羽ヽ瀬ヽ川ヽ小ヽ鷹ヽの名を呼んだ。

　小鷹（本物）は、ばつが悪そうに頭を下げる。



「なんていうか……ほんとにごめんな、夜ヽ空ヽ」



「ふ……」

　葵せきなと面談してきた偽小鷹──男ヽ装ヽしヽたヽ三ヽ日ヽ月ヽ夜ヽ空ヽは、彼女にしては珍しく、やんわりとした優しい微笑ほほえみを浮かべた。

「気にするな小鷹。いい経験ができた」

「……その様子だと、やっぱりいい人だったみたいだな、杉すぎ崎さきさん」

　夜よ空ぞらの意外な態度に驚きの表情を浮かべる小鷹に、夜空は少し苦笑しつつ、

「まあ、杉ヽ崎ヽさヽんヽには会えなかったがな。でも『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』の作者は素晴らしい人だったぞ」

「そっか……。あとで詳しく聞かせてくれよ。俺はもうちょっとそのへん散歩してくる」

「わかった！　駅で待ってるぞ！」

　機嫌良く声を弾ませて去って行く夜空を見送り、小鷹も歩き出した。



　……ちなみに。

　小鷹が杉崎鍵けんとの面談に行かなかった理由は、なんのことはない──単に土壇場になって怖おじ気けづいたのだ。

　小鷹に薦められて読んだのをきっかけに、あっという間に熱烈な『生徒会の一存』ファンになっていた夜空と一緒にこの街にやってきた小鷹だったが、待ち合わせ時間の三十分ほど前になって「やっぱ無理マジで無理！　俺なんかが杉崎さんに会ったらリア充オーラで目が潰つぶれちゃうほんと勘弁してくれ！」などとみっともなくわめきはじめ、呆あきれ果はてた夜空は「だったら私一人で会ってくる。小鷹はそのへんを適当にブラブラしていろ」と吐き捨てて一人で喫茶店に入ってしまった……というわけである。

『憧れのイケメンリア充高校生ベストセラー作家』に会うというハードルは、非コミュヘタレぼっち高校生羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかにとっては高すぎたらしい。



「…………冷静に考えて……俺、ヘタレすぎだよな……杉すぎ崎さきさんみたいなかっこいい男にはほど遠い……」

　自己嫌悪に陥りつつ、とぼとぼと歩く小鷹。

「はぁ……気晴らしになんかラノベでも買っていくか……」

　ちょうど見かけた本屋の中へ、小鷹は吸い込まれるようにして入っていく。



　そして、二人は出で逢あった。



＊　　　＊　　　＊



　小鷹が書店のライトノベルコーナーに行くと、一人の少年が真剣な表情で立ち読みをしていた。

　いかにもリア充っぽい印象の、整った顔立ちの少年だ。

　どこかで見た覚えがある顔のような気もするが、思い出せない。

　こんなリア充イケメンがいったいどんなラノベを読んでいるのだろうと気になって、さりげなく表紙を覗のぞいてみると、『僕ぼくは友とも達だちが少すくない』というタイトルが見えた。

『僕は友達が少ない』──インパクトだけはあるタイトルなのでラノベ好きの小鷹も存在は知っていたが、内容はまったく知らないし読む気もない。

　なにが悲しくて、友達のいない自分がそんな自虐的なタイトルの本を読まなければならないのだ。

　と、

「っ!?」

　小鷹の視線に気づき、イケメンの少年──杉崎鍵けんがギョッとした顔になった。

「っ！」

　小鷹は慌てて杉崎から目を逸そらし、誤ご魔ま化かすように手近にあった本を手に取る。

　偶然か、それとも無意識にそれを選び取ったのか、ともかく小鷹が手にしたのは『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』シリーズのうちの一冊だった。

　もちろんとっくに購入済みなので立ち読みする必要などないのだが、すぐに戻すのも不自然なのでとりあえずページをめくり、読み始める。

　もう何度も読み返した本なのに、それでもやっぱり面白い。

「…………」

「……？」

　なんとなく妙な視線を感じて小こ鷹だかが隣を見ると、杉すぎ崎さきがサッと顔を逸そらした。

　やっぱり俺みたいな見た目のやつがラノベコーナーで立ち読みしてるのがおかしいんだろうか……とショックを受ける小鷹。

　見ず知らずの人から避けられるのはよくあることとはいえ、何度経験したって傷つくものは傷つく。

　さらに憂鬱な気分になりながらも、小鷹は立ち読みを続ける。

　……一方、杉崎のほうはこう思っていた。

　うっわ俺の書いた小説立ち読みしてるヤツがいる、恥ずかしい、恥ずかしいけど気になる！　反応メッチャ気になるぜ！

　チラ。

　チラ。

　小鷹と杉崎、ともにお互いを気にしながら、たまに視線があったりして気まずくなりつつもその場を去ることもなく、沈黙を保ったまま立ち読みを続ける。

　………………チラ……チラチラ……チラ……

　…………チラ……チラチラ……チラ…………

「…………」

「…………」

　……この奇妙な空気に、先に耐えきれなくなったのは杉崎のほうだった。

「うがあああああああああああああ！　なんっなんっだよこの空気は！　お見合い!?　お見合いなのか!?」

　一方、いきなり意味のわからないことを叫びだした杉崎を小鷹はギョッとして見る。

　目が合い、杉崎はハッとして口をつぐみ、それから恐る恐る、

「……な、なあ……？」

「ヌヴォッ!?」

　まさか話しかけられるとは思わず、小鷹は奇声を上げてしまった。

　……ぬ、ぬぼっ!?　なんだその雄お叫たけび……。

　小鷹のあまりにも謎すぎる奇声に怯ひるみつつも杉崎は続ける。

「え、ええと……そ、その本、面白いか？」

「あ、ああ。すごく」

　挙動不審になりつつも即答した小鷹に、杉崎はホッとため息をついた。

「……？」

「あ、いや、俺も割とそれ好きだから」

　怪け訝げんな顔をする小こ鷹だかに、杉すぎ崎さきは慌てて誤ご魔ま化かした。

「……そ、そうか」

「お、おう……」

　それきり会話は途切れ、二人は立ち読みに戻る。

　そして再び互いをチラチラ気にする謎の空気が始まり、またしても杉崎がそれを打ち破るべく口を開いた。

「な、なあ……」

「ヲウフォッ!?」



「……ハーレムってどうすれば作れると思う？」



「………………」

「………………」

　……ええー……。……いや、なんでこのイケメンリア充、ぼっちの俺にハーレムの作り方なんて相談してくんの？　小鷹は心の底から不思議に思った。不思議すぎてもはや恐怖すら感じるレベル。いきなり叫んだり、イケメンリア充って俺とは違う存在すぎてマジで意味わかんねえ。ていうかハーレムて。俺には無縁にもほどがあるだろ。

　一方杉崎のほうも、うわああああああああ俺のバカバカ！　たしかにそれは俺がずっと考えてる命題だけどさあ！　なんで初対面のヤンキーさんにそんなこと聞いてんだよ話題振るにしても他になんかあるだろバカバカ俺のバカ！　ほら見ろよこの人、無む茶ちやぶりされてめちゃくちゃ怒ってるじゃねえかあああ！　と、頭の中がこんがらがっていた。

「………………さ…………」

「…………さ？」

「…………………………………………さ、さあ……？」

「で、ですよねー」

　小鷹がどうにか答えを絞り出し、杉崎も曖昧な笑みを返す。

　そしてはじまる謎のチラチラ無言お見合い三度目。

　今回その沈黙をやぶったのは小鷹だった。

「…………」

「お、おう!?」

　びくっと身震いする杉崎に小鷹は、



「……どうすれば、この本の主人公みたいにかっこいい生き方ができると思う？」



　小こ鷹だかは、なぜ自分がいきなりこのイケメンリア充にこんなことを相談してしまったのかよくわからなかった。

　杉すぎ崎さきも、なぜこのヤンキーのにいちゃんは自分にそんなことを相談してくるのかよくわからなかった。自分がまさにその主人公だとバレた様子もないし。

　……だが。

　それに対する言葉は、意外なほどすらすらと杉崎の口から出てきた。



「かっこよくなんかねーよ。みっともなく無様に、目の前の現実に対して必死でジタバタ足あ掻がきながら、ちょっとずつ前に進んでるだけだ」



　苦笑いを浮かべて答えた杉崎に、小鷹もまた苦笑いを浮かべて、



「そこがかっこいいんだよ」



　自分の少し前を歩く偉大な先輩に、心の底からの敬意を込めて、小鷹は言った。



＊　　　＊　　　＊



　その後、羽は瀬せ川がわ小鷹と杉崎鍵けんはどちらからともなく立ち読みを終え、とくに別れの言葉を交わすこともなく別れた。

　二つの物語の主人公の、出で逢あいとも呼べない束つかの間まの邂かい逅こうはこれで終わった。



　夜よ空ぞらの待つ駅へと向かう道すがら、小鷹は本屋に入る前とはうってかわった妙に晴れやかな気持ちで思う。

　さっきは初対面のイケメンリア充と自然な会話ができたぞ！　俺のコミュニケーション能力もなかなか捨てたもんじゃないな！

　あーそういや、あいつの名前聞いておけばよかったな……。

　ちょっと変わってるけどいい奴やつっぽかったし……あわよくばメアドを交換したりとか、それで……と、友達になったりとか…………また会えるといいなあ……。

「ぐひぇ、ぐへへへへ……」

　道ゆく人々が全員顔を引きつらせていることにも気づかず、極悪な笑みを浮かべて小鷹は歩いて行くのだった。



＊　　　＊　　　＊



　蛇足的な後日談──……。

　それから数すうヶか月げつ後に発売された『生せい徒と会かいの一いち存ぞん』シリーズの新刊において、こんな一節が登場する。



（上略）本屋でラノベ立ち読みしてたら無む茶ちや苦く茶ちや凶悪な顔のヤンキーが睨にらんできて、変な奇声上げたりして絡んできた。恥ずかしい話だが俺超びびっちゃって、そのときどんなやりとりをしたのか全然思い出せねえ……。まあ財布は無事だったし怪け我がもなかったから、何もせずに立ち去ってくれたんだとは思うが……いやー怖かった、二度と遭遇しませんように……って、そんなことはどうでもいいんだよ！　それより聞いてくれ。本屋からの帰り道、俺は考え事をしてたんだ。

「……うーん、そういや、羽は瀬せ川がわくんが作者じゃないなら、『僕ぼくは友とも達だちが少すくない』の作者って一体誰なんだろうなあ……。……ま、これも別にどうでもいっか、他の作家の正体なんて。俺は俺達の物語を……『生徒会の一存』を書いていくだけだし」

　俺がつい考えてたことを口に出して呟つぶやいてしまったそのときだ。

　ちょうどそばを通りかかった女の子が、何な故ぜかいきなり俺に話しかけてきたんだよ。

　逆ナン？　だったら嬉うれしいけど、そんな雰囲気じゃなかった。

　彼女は、どこか儚はかなげな微笑ほほえみを浮かべて、囁ささやくように言葉を紡いだ。



「──そう、どうでもいいんだそんなことは。……それはただの……どこにでもいるようなつまらない『僕』たちの──迷いながらときめいた、儚くも決して消えることのない、宝物のような記憶の物語だ──……」



　……まあその、ぶっちゃけなに言ってんのかよくわかんなかったんだけどさ、大事なのはな……そのコがものすっげー美少女だったってことなんだよ!!　美少女だったんだよおおおおおお!!　大事なので二回言いました！　歳はたぶん俺と同じか一つ下くらいかな……小柄で顔立ちもちょっと童顔気味で、でも雰囲気はどこか達観したような妙に大人っぽい感じで、ミステリアス、って言うんだろうか。あ、なんとなく雰囲気っつーかオーラっていうかそんなのが、何故かちょっと真ま冬ふゆちゃんと通じるものを感じたかな？　ああいや、真冬ちゃんの特殊な趣味を考えるとあの子を同類にするのは失礼かも……。あ、そうだ！　彼女、なんか理り科かの先生みたいな白衣を着てて（以下略）

（終わり）
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